









































白桜四神




恋の病は四六時中！
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　大だい内だい裏りの中庭に集まったたくさんの男達から、異様な熱気が放たれていた。

　白びやつ虎こ家の跡あと取とり白はく桜おうは、庭の片かた隅すみに佇たたずみ、男達の様子を見つめつつ青ざめる。

「何て事だ……！　見た限り二百人はいる。これが全部『里り桜お姫ひめ』への求きゆう婚こん者だなんて！」

　里桜姫とは白桜の姉だという事になっているが、本当は違ちがう。

　実は白桜は男のふりをしているが、本当は女なのだ。そして里桜とは、白桜の本名だった。

（みんな、絶世の美び姫きだと噂うわさされている里桜姫を手に入れようと盛り上がってるけど、その正体はわたしなんだ！　誤解が誤解を生んでるだけなのに、どうしてこんな大おお騒さわぎに……。しかもこの騒さわぎにはあのお方まで参加されて……！）

　頭を抱かかえていると、紫し宸しん殿でんの二階部分にある露ろ台だいからこの国を治める龍りゆう宝ほう帝ていが姿を見せた。

「よくぞ参った。お前達はこの国最高の美姫、白虎家の里桜姫に会う権利を勝ち取る為ためにやってきた猛も者さ達だ。もちろん、私もその一人。──さあ、『里桜姫争そう奪だつ戦』を開始するぞ！」

　おおーっと庭を揺ゆるがす大だい歓かん声せいとともに、白桜がもっとも恐おそれていた戦いが幕を開けた。

（とうとう始まってしまった！　いったいどうしてこんな事になってしまったんだろう……）

　白桜は額に手を当て俯うつむいた。始まりはそう、いつもと変わらぬ天気のいい午後だった。
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「里桜、青せい丞じよう様に贈おくる文は、これでいいと思う？」

　まだやや肌はだ寒ざむいが、お日様が庭を照らしていて気持ちのいい日だった。日光浴をしながら庭を眺ながめていた白桜に、姉の都み桜おが戸と惑まどうような目で、そっと文を差し出した。

「ね、姉様、わたしは文才とかないので、恋こい文ぶみとかそういうものは……」

　顔を引きつらせて、両手も首もぶんぶんと振ふった。背中には冷や汗あせが流れている。大好きな姉と話すだけなのに、こんなに緊きん張ちようしたのは初めてだ。都桜が文を手にしたまま首を傾かしげる。

「でも、私は『里桜姫』として青丞様と結けつ婚こんするのよ。今まで青丞様とお会いしていたのは里桜なのだから、この文が青丞様のお気に召めすかどうかわかるのではなくて？」

　何と答えていいかわからず、白銀の短い髪かみに手を突つっ込み、頭を抱えた。

　女だという事を隠かくして生活している白桜だが、それは絶対に知られてはならない秘密だ。

　もし知られてしまったら、白虎家は一族全員が罪を負う事になる。

　しかし先日色んな事情が重なって、里桜として青せい龍りゆう家の跡取り青丞と、白桜として青丞の従姉妹いとこである胡こ蝶ちようと同時にお見合いする事になってしまった。

　それを乗り切る為に、田舎いなかにいた姉を呼び寄せて協力してもらったのだが……。

「姉様、いくら青丞に一ひと目め惚ぼれしたからといって、結婚は早すぎるのではないかと……。彼とはわたしの代わりに出たお見合いで一度話をしただけでしょう。それに青丞はとても辛しん辣らつな人です。心にぐさぐさ刺ささる事を山のように言ったりするし」

「そんな事ないと思うわ。お見合いの時のあの方は、強ごう引いんではいらしたけど、男らしくて凜り々りしかった。殿との方がたとまともにお話しした事なんてなかったから、とても緊張していたのだけど、あの方を見た瞬しゆん間かんに何かがこみ上げてきて緊張なんて吹ふき飛んでしまったの」

　頰ほおを染めて恥はずかしそうにしながらも、都桜はいつになく興奮したように目を輝かがやかせた。

（引っ込み思案の姉様にここまで言わせるなんて、さすが青丞だ。氷の貴公子とあだなされて、都中の姫達の憧あこがれの的だって話は伊達だてじゃない……って感心している場合じゃない！）

　心の中で叫さけんでいると、都桜が潤うるんだ黒い瞳ひとみをこちらに向けた。

「私、あの方ともっとお話ししたい。もっとあの方を知りたい。だから協力して。里桜」

　大好きな姉の頼たのみなら、いつもなら二つ返事で了りよう承しようする所だが、今回だけはできなかった。

（姉様がわたしのふりをして青丞と結婚するなんて、そんな無む茶ちや苦茶な。……でも、もしそうなったらわたしは女だってばれる心配は少なくなるし、主上が勧すすめている青龍家と白虎家の縁えん談だんがまとまる訳だから、互たがいの一族の為にはいい事なんだけど……）

　大好きな姉と尊敬する青丞が結婚するのだから、事情はどうあれ喜ぶべきではと囁ささやく自分がいる。二人が結婚すれば、秘密を抱える自分も得する事は多いのだ。

　だがどういう訳か、心にとげのようなものが刺さって、素す直なおに応おう援えんできない自分がいた。

「とりあえず、結婚とかは青丞をもう少し知ってからにしましょう。焦あせらずじっくりと……」




「「せーの、里桜姫ぇぇぇぇぇーっ」」




　いきなり女としての本名を呼ばれて、飛び上がるほどに驚おどろいた。

　屋や敷しきの外から突とつ然ぜん聞こえた叫び声は、男のものだった。しかも複数だ。

　慌あわてて門がある方向に目をやると、家族以外で唯ゆい一いつ白桜を女だと知っている女によう房ぼうの橘たちばなが、血相を変えて駆かけ寄ってきた。

「た、大変でございます！　たくさんの……それはもうたくさんの殿方が、屋敷に詰つめかけておられるのです。里桜姫に会いたいと、皆みな様さま口々に仰おつしやって」

　話がまったくわからなかった。里桜姫とはもちろん自分の事だ。

　しかし都にきたのは数ヶ月前で、里桜姫としての知り合いなんて青丞くらいのはずだ。

　それなのに、どうして里桜姫を訪ねて、たくさんの男達がやってきているのだろう。

「橘、ちょっと落ち着いてくれ。詳くわしく話すんだ。いったい、何が起こっているんだ？」

　息を荒あららげて座り込んだ橘と、膝ひざをついて同じ目線になる。

　彼女は大きく呼吸をしてから、胸に手を当てた。

「ざっと見た所、数十人の見み目め麗うるわしき殿方達が、里桜姫に会いたいと門の前で騒いでおられて。門番と警護の者達が総出で、屋敷に入るのだけは止めているのですが、皆様一向にお帰りにならないのです。旦だん那な様はお出かけになっておられるし、もうどうしたらいいか」

　橘は今にも泣き出しそうだ。白桜は首を捻ひねって眉まゆ根ねを寄せる。

「数十人の男達が『里桜姫』に会いたいって、どうしてだ？　『白桜』に会いたいというなら、まだ話はわかるけど」

　白桜は白虎家の跡取りで見習い官かん吏りでもある。大内裏にも出入りしているので、それなりに貴族の知り合いも増えた。

　それでも数十人の男達がいきなり訪ねてくる理由に心当たりはないが。

「それが……皆様口を揃そろえて仰るには」

　困ったように目を泳がせていた橘だが、やがて意を決したようにこちらに視線を定めた。

「自分達は里桜姫へ『求婚』しに来たのだと。陽や真ま乙と国一の美び貌ぼうを持つ麗しの里桜姫に、ぜひお目通り願いたいのだと……」

「は!?　求婚？　陽真乙国一の美姫？　それっていったい誰だれの事だ!?」

　聞き慣れない言葉を耳にして、白桜は混乱した頭を抱えて絶ぜつ叫きようした。
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　橘の話が信じられなくて、白桜は急いで門へと向かった。

　そしてそこにいる男達の群れを見て、呆ぼう然ぜんとする。

「見ろ、白桜殿どのだぞ。白桜殿ーっ。私でございます。里桜姫に会わせてくだされ」

　見た事もない男に気軽に名前を呼ばれて、顔がひくついた。

　更さらに驚いた事に、その場にいたほぼ全員に、親しげに名前を連呼される。

「白桜殿！　先日大内裏ですれ違った者でございます」

「白桜殿、先日車くるま宿やどりでご挨あい拶さつした者です！　お元気そうで何より」

（さも知り合いみたいに話しかけてるけど、誰一人知らないぞっ。私でございますって誰だ？　すれ違ったくらいで覚えてるわけないだろ。大内裏にどれだけ人がいると思ってるんだ！）

　叫びたいのを何とか堪こらえた。数えるのも面めん倒どうなほどいる男達は、身なりからして間ま違ちがいなく貴族だ。無用な争いは避さけたい。

「皆様、急にどうなさったのです？　姉の里桜姫に、その、求婚しにいらっしゃったと聞きましたが……」

「そうでございます。里桜姫は絶世の美姫、その上しとやかでお優やさしく、立ち居い振ふる舞まいは大輪の花のように艶あでやか。我らはみな、そんな里桜姫ひめを一目見たくてやってきたのです！」

「美び姫き？　しとやか？　あのー、それって誰の事ですか？」

　本気で疑問に思っていた。里桜姫のふりをして青丞とお見合いした都桜は確かに美しいが、そこまで言われるほどかというと疑問が残る。ましてや本物の里桜姫である自分は論外だ。

　だが男達は、自信満々に胸を張った。

「何をとぼけているのだ。里桜姫に決まっているだろう。数ヶ月前まで田舎で暮らしておられて、貴き殿でんと一いつ緒しよに都へいらっしゃったと聞いたぞ」

「そうだ。どうして不思議な顔をするのだ。貴殿の姉上だろう？……ははあ、さては弟の分際で里桜姫の美しさに惑まどわされているな。姉を取られたくなくて、我々を煙けむに巻こうとしているのだろう」

　とんでもない言いがかりだったが、男達はなぜか示し合わせたように、一いつ斉せいに頷うなずいている。

「いや、そんな事は絶対にありえないです。自分自身にそんな……ああ、いや、そうじゃなくて！　皆様、少しばかり誤解があるようです。姉は……里桜姫は皆様が思っておられるような美姫ではなくて……」

「隠すのか！　卑ひ怯きようだぞ、貴殿は弟だから毎日でも里桜姫の美しいかんばせを拝んで目の保養をしているのだろうが、我らはまだ一度もお目にかかった事がないのだ」

「そうだ、そうだーっ」

「ちょっと待ってください。別に目の保養なんてしてませんし。そもそも姉に会った事がないと仰ってましたが、それならなぜ絶世の美姫だと言い切れるのですか？」

　素そ朴ぼくな疑問だった。都に来てから女の姿に何度か戻もどった事はあったが、会ったのは青丞だけだ。それ以外の人と接点をもった事がないし、都桜だってそうだった。

「白桜殿はご存じないのか。大だい内だい裏りの噂うわさを！」

　目の前の男が興奮冷めやらぬ様子で、拳こぶしを握にぎり締しめた。

「噂？」

「そうだ。大内裏で今一番熱い噂は〝帝みかどのご子息青丞殿をふった里桜姫は、この世の者とは思われぬほどの美姫だ〟というものだ。あの氷の貴公子が望んで見合いまでしたのに、手て酷ひどくふったそうではないか。青丞殿がそれほど夢中になる姫ならそうとう美しいに違ちがいない！」

「誤解ですーっ。ふってなんてないですよ。お見合いが中止になっただけで……！」

　事情を話そうとしたが、そこで口が止まってしまった。本当は自分が女で里桜姫なのだと話すわけにはいかない。見合いの時にはなぜか、青丞の従姉妹いとこである胡蝶と白桜の見合いも重なってしまい、それを何とか切り抜ぬける為ために姉を呼んでいた。だが結局は青丞が御み簾すを破って里桜姫（都桜）の顔を見るという無礼があったので、中止になったのだ。

（ど、どこをどう話していいのかわからない。どれも口にできない事ばかりだものな……）

　悩なやんでいる間にも、男達の興奮はどんどん増していった。

「あの青丞殿が夢中の美姫だぞ。そんな女性がこの都にいるのなら、我々とて遅おくれをとってはならない。ぜひ一度お会いして、顔を覚えて頂きたい！」

（まずい！　まずいぞ。どこでどうなってそんな真っ赤な噓うその噂が広まったんだ。しかもこんなにたくさんの貴族達が噂に踊おどらされてやってくるなんて！）

　都の貴族達は恋れん愛あい主義だ。恋こいの為なら命をも投げ出すというのが、彼らの間では素す晴ばらしい生き方だという。そして彼らの恋愛は『噂』から始まるというのは、白桜も知っていた。

　貴族の姫は滅めつ多たに外出しないし、家族以外に会う時は御簾を使って顔を見せない。

　だから貴族達の恋は、どこどこの姫は美しいらしいとか、どこどこの姫は賢かしこいらしいという噂から始まるのだ。一度美しいと評判が立てば、一気に求きゆう婚こん者が増えるという都の貴族の恋の仕方は知っていたが、こんなにたくさんの男達が集まったのを見たのは初めてだった。

「姉は身体からだが弱いのです。大人数の方とお会いするなんてできません。お引き取りを！」

　とにかく何とかこの場を静めて帰ってもらうしかないが、案の定不満の声が上がった。

「いいや。里桜姫にお目にかかれるまではこの場を動かぬ。我らは恋に生きる陽真乙国の貴族。愛いとしい女性に会う為ならば、何日ここで待たされても構わない。里桜姫にまずは話だけでも通してくだされ。会う会わないは彼女が決める事だ」

（だから、里桜姫はわたしだ！　わたしが会わないって言ってるんだから帰れ！……って言いたい。すごく言いたい。でも絶対に言えない……！）

　心の叫さけびを我が慢まんするのは、そろそろ限界かもしれない。

　それでも何とか理性を総動員して、男達に目を向けた。

「いい加減に帰ってください！」

「いいや、帰らないぞーっ」

　門番達と一緒に立ちはだかったが、男達にぐいぐいと詰め寄られる。人数ではまったく勝てないので、このままでは押し切られてしまうと焦あせった時だった。

「そこまでじゃ」

　声がしたのは男達の群れの向こう側からだ。

　彼らは一斉にそちらに目を向けて、慌あわてて膝ひざをついた。それもそのはず、白びやつ虎こ家の当主で白桜の祖父でもある上総かずさだが牛ぎつ車しやの簾すだれを上げて、睨にらみを利きかせていた。

「左大臣様……」

　四神の古ふる狸だぬきと呼ばれ、大内裏でも絶大な権力を持つ上総を見て、さすがに勢いのよかった男達もしんと静まり返った。

「里桜に会いたいと聞こえたが、孫まご娘むすめは具合が悪くて寝ね込こんでおる。今日の所はお引き取り願おう。孫の身体に差し障さわってはいかぬからな」

　上総の言葉には逆らえないらしく、男達が互たがいに戸と惑まどうような視線を交かわしている。

　しかし、上総の迫はく力りよくにも動じない青年が一人だけいた。

「それは仕方ありませんね」

　堂々とした態度で男達の間を通り、牛車まで歩み寄った青年に、上総は眉まゆ根ねを寄せた。

「大たい雅が殿、そなたも来ておったのか」

　大雅と呼ばれた青年は、年の頃ころは二十代前半。

　癖くせのある短い黒くろ髪かみに切れ長の瞳ひとみで体格もよく、日に焼けた浅黒い肌はだをしていた。

「ええ、左大臣様もお人が悪い。妙みよう齢れいのお孫様がいらっしゃるなら、早く仰おつしやってくださればよいものを。私は四神の一族ではありませんが、父は右大臣の地位を頂いております。身分としては申し分ないはず。ぜひ、美しき里桜姫にお目にかかりたい。もちろん結けつ婚こんを前提として」

　上総は顔色一つ変えないが、やや目を眇すがめている。

　それが不快な表情だと、白桜にはすぐにわかった。

「……さきほども申したが、孫は体調が悪いのだ。お引き取り願おう」

　上総の言葉に、男達が渋しぶ々しぶ立ち上がって背を向けた。

　大雅も彼らに続いたが、数歩歩いてふと足を止めて振ふり返る。

　その冷たい視線は、とても恋をする男性のそれには見えなくて、白桜は背筋が寒くなった。
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　男達がやっと帰ったのを確かく認にんして、白桜は上総と一緒に足早に屋や敷しきに戻った。

　上総の部屋で向き合うと、祖父がようやく息をつく。

「大変な騒さわぎじゃったな。実は今大内裏から帰ってきたのだが、そちらでも大おお騒さわぎでな」

　いつもかくしゃくとしていて、元気がいい上総だが、今日は顔色が悪かった。

「大騒ぎとは？」

「さきほどとほぼ同じだ。里桜姫に会いたい、里桜姫とお近づきになりたい、里桜姫を妻にしたい。大内裏で会った独身の貴族達がみな、わしにそう言ってきた。中には妻がおるのに、里桜を正妻に迎むかえたいという者までおって」

　断るのに苦労したのは、聞かなくてもわかっていた。

「どうやら里桜姫がとんでもない美姫だという噂が流れているみたいですね」

　困った噂ではあるが、心のどこかでは少しばかり嬉うれしいと思わないでもなかった。

　何しろ、生まれてこの方、美姫だなんて言われた事は一度もない。

「ああ、何をどう間ま違ちがってそんな真っ赤な噓が広まったのか。もしや都桜をどこかで見み初そめた者が里桜だと勘かん違ちがいしたのかもしれぬが。うむ、それなら納なつ得とくが……あっ」

　上総が声を上げたのは、じとっと見つめる視線に気付いたからだろう。

「いや、白桜。お前が不美人というわけではないぞ。ただ、あんなに噂が広がるくらいならばかなりの美び貌ぼうを持っている女性のはず。都桜ならどうにか当てはまって……いやいや、白桜ももちろん可愛かわいらしいぞ。なにせわしの孫だからな！　は、ははははは」

「困った時に笑って誤ご魔ま化かすのはわたしもよくやる手です。……もういいです。わたしは白虎家の跡あと取とり白桜。男として生きているのですから、美姫だと言われても嬉しくありません！」

　傷付かないと言えば噓になるが、精いっぱい凜り々りしく言い放つ。

　それを察したのか、上総が申し訳ないような顔をして、息をついた。

「……まあ、とにかく、大内裏でも噂うわさはかなり広まっている。おそらく都中の貴族が知っていると言っても過言ではないだろう。しかしどうも解げせぬ。昨日大内裏に赴おもむいた時には何も言われなかったのに、一夜にしてこれほどまでに噂が広まるとはどういう事だ？」

　首を捻ひねっている上総とまったく同じ気持ちだ。昨日までは屋敷は静かなものだったのに、今日になっていきなりたくさんの男達が詰つめかけた。もしやこのまま噂が広がったら、明日はもっと多くの男達が詰めかけるのではないだろうか。

「屋敷の警護を増やしましょう。今は里桜姫ひめといえば姉様です。姉様に何かあったら大変だ」

「うむ、わかった。すぐに手配しよう」

「失礼致いたします」

　そこへ聞こえたのは橘の声だった。目を向けると、そっと襖ふすまが開いて彼女が顔を出す。

「白桜様、お客様がいらっしゃってます」

　橘が告げた名は、こんな時にもっとも頼たよりになる人物のものだった。
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　三日月が白虎家の庭から窺うかがえた。月明かりが少ない時を狙ねらい、男達は庭を密ひそかに移動する。

「見張りが多いな。……だがそんな事では諦あきらめないぞ。絶対に里桜姫と会ってみせる！」

　拳こぶしを握にぎり締しめた男に、背後にいた男が不安な顔を見せた。

「しかし、左大臣家の屋敷に忍しのび込むなんて、無む謀ぼうじゃないか？　もし見つかったら……」

「何を気弱な事を。恋の為ならどんな危険をも顧かえりみないのが、陽真乙国の男たるものだ！」

　決意を込めた言葉に被かぶさるように、腹にずしんと響ひびくような低い声が聞こえた。

「──ほう、俺の意見は違うな。夜に紛まぎれて女性のもとに忍び込むなど、陽真乙国の男として恥はずべき行こう為いだ。そういう愚おろか者どもにはお仕置きが必要だな」

　慌てて振り返った先にいた、見上げるほど大おお柄がらな男は、男達も知っている人物だった。

　この国で最強の男であり妖よう鬼き帝ていとまで呼ばれる彼の、迫力ある眼まな差ざしと腰こしに差した大おお太刀たちを見て、男達は恐おそろしさのあまり腰を抜ぬかしたのだった。
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「うぎゃぁぁぁぁ！　すみませんっ。許してくださいっ」

　男達の悲鳴が聞こえて、白桜はすぐさま廊ろう下かから庭へと続く階段を下りた。

「この愚か者どもが！　その性しよう根ねをたたき直してくれる！」

　心も身体も震ふるえるほどの怒ど声せいを放ったのは鵬ほう玄げんだ。彼は玄げん武ぶ家の跡取りで親友でもあった。

　鍛きたえ上げられた身体ですごみ、漆しつ黒こくの闇やみのような黒い瞳で睨みを利かせると、どんな悪党でも震え上がるという。

　妖鬼帝と呼ばれ、都でも名のある武官として活かつ躍やくしていた彼の前では、忍び込んできたらしい男達も子供のように小さくなって震えていた。

「鵬玄！　捕つかまえてくれたんだね」

　男達の襟えりを摑つかんで警護の者に引き渡わたした鵬玄が、こちらに目を向けて頷うなずいた。

「ああ、変な噂が広まっていたようだから来てみてよかった。まったく、陽真乙国の男子ともあろうものが、女性に会いたいだけで屋敷に侵しん入にゆうするなど、恥はじを知れ！」

　鵬玄に一いつ喝かつされて首を竦すくめながらも、男達は声を上げた。

「どうしても姫を見てみたいのだ。恋こいしい恋しい里桜姫。美しく麗うるわしき里桜姫をどうしても」

（やめてくれーっ。美しいとか麗しいとか連発するのは。だってそれは真っ赤な噓うそなんだ、でたらめなんだよ。実際はあなた達の目の前にいるこのわたしが里桜姫なんだから！）

　頭を抱かかえたが、その思いは口には絶対に出せない。

　仕方なく黙だまっていると、男達はここぞとばかりに声を張り上げた。

「それに、女性のもとに夜な夜な通うのは貴族として正しい恋れん愛あいの作法だろう。夜の闇に紛れて恋しい女性のもとに通うは昔からの……」

「それは親から屋敷に入っても良いと許可をもらった場合だ。それだったら、双そう方ほう納得済みの逢おう瀬せだから、俺も何も言わぬ。だがお前達は許可なく勝手に入っただろう。上総様が知ったらどうなるかわかっているのか」

　冷たい鵬玄の言葉に、さすがの男達もようやく目が覚めたようだ。

「無用な騒ぎは避さけたいと言われているからな。一度だけは見み逃のがしてやる。さっさと帰れ。二度と忍び込もうと思うな。そんな事をしたら、今度こそ叩たたき切ってくれる！」

　鵬玄が腰に差した大太刀、妖よう鬼きをすらりと抜いて睨むと、男達は這ほう々ほうの体で庭の向こうにある裏門へと走り出した。

「ありがとう。鵬玄がいてくれてよかった」

　微笑ほほえむと、鵬玄がやや目をそらしつつ、太刀を鞘さやに戻もどした。

　彼は昼間、里桜姫の噂のせいで、都中の貴族達が浮うき足立っているようだと知らせに来てくれた。時すでに遅おそく、屋敷に男達が詰めかけた後ではあったが、もし里桜姫に夜よ這ばいをかけてくる不届き者がいたら大変だと、警護の者達を指揮する為ために泊とまり込んでくれたのだ。

「気にするな。俺達は親友だ。お前の手助けは俺がしてやると言っただろう。それに年寄りと女ばかりではいくら警護の者達がいても不安だろうしな」
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「年寄りと女ばかりではないよ。わたしがいるじゃないか。まあ、剣けん術じゆつはさっぱりだから頼りにはならないけど」

　口を尖とがらせると、なぜか鵬玄が目を見開いて首を何度も振った。

「ああ、もちろん！　お前がいるな。そうだ。お前は立派な『男』だからな！　し、しかし、一人では大変だろうと思って。親友の危機に駆かけつけるのは男として当たり前だ！」

　なぜかしどろもどろな受け答えをした鵬玄に眉まゆ根ねを寄せた。

　最近、鵬玄はおかしな言動をする時がある。

　見習い官かん吏りとして大だい内だい裏りに上がるようになってからだが、本人は疲つかれているからだと言っていた。確かにそれは納得できる理由ではあるのだが、どうも腑ふに落ちない。

　こほんと咳せき払ばらいした鵬玄は、親友にしか見せない優やさしい笑えみを浮かべた。

「確か、姉の里桜姫という方はお身体からだが弱いのだろう。あんな野や獣じゆうのような男達に詰め寄られたら驚おどろいて倒たおれてしまうかもしれない。……それにお前の事も心配だ。俺が警護の者達を指揮して、完かん璧ぺきな布ふ陣じんを敷しくから、今日はゆっくり休むといい」

「それは駄だ目めだ。わたしも警護に加わって、屋や敷しきに忍び込もうなんて不届きな事を考える奴やつを退治してやる！」

　鵬玄一人に任せるつもりなんてない。非力ではあるが、精いっぱいの事をするつもりだ。

　やる気満々の表情を見せると、なぜか鵬玄の顔色が一気に青ざめる。

「駄目だ！　警護を手伝ったりして怪け我がでもしたらどうする。お前は危険な事はするな。今日の所はゆっくり休むんだ。俺が必ず守ってやるから」

「いやだな。それじゃまるで、わたしを女子供みたいに扱あつかっているようだ。わたしは白びやつ虎こ家の跡取り白桜。これでも立派な男になろうと努力しているんだから、甘やかさないでくれ」

　立派な男になりたいというのは本音だ。心配してくれる気持ちはありがたいが、男としてもっと成長する為にも自分にできる事はしたかった。

　微笑みを向けると、鵬玄の顔がみるみるうちに真っ赤になる。

「も、もちろんだ！　もちろんお前を甘やかさないぞ。で、では、お前は俺と一いつ緒しよにいろ。絶対に離はなれるなよ。危ないからな！」

　背を向けた鵬玄が、わずかに顔を伏ふせた。

「……女性に夜の警護なんて……」

　ぼそりとした呟つぶやきが聞き取れなくて、首を傾かしげる。

「何か言ったかい？　鵬玄」

「いや、何でもない。では屋敷の見回りをしよう。さきほども言ったが俺から離れるなよ！」

　しつこいほど心配する鵬玄は過保護だなと思わないでもなかったが、その気持ちはありがたいと、白桜は思った。
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　陽真乙国を治める龍宝帝は、大内裏の広間で一人文ふ机づくえに向かっていた。

　考え事をしたいからと、側近達を遠ざけたのには訳がある。

　ふと書面から顔を上げたのは、気配がしたからだ。

　そのまま正面に顔を向けると、いつの間にか一人の男が片かた膝ひざをついて頭を下げていた。

「遅かったな、化か蛇だ」

「申し訳ありません」

　淡たん々たんとした声に、息をついた。化蛇とは翼つばさを持つ蛇という妖よう怪かいの名だ。

　その名は目の前の男にふさわしいと、龍宝帝は思っていた。内ない偵てい官かん吏りと呼ばれる彼の仕事は、表おもて沙ざ汰たにはできないような事件を、人にはとても言えない方法で解決する事だ。

　素す早ばやい身のこなしでどんな危険な場所にも侵入し、相手に一いつ切さいの同情すら覚えず仕事に当たる。その仕事ぶりは常に満足のいく結果をもたらしてくれていた。

　特とく殊しゆな身分である彼の正体を知る者は、直接命令を下す龍宝帝を含ふくめたわずか数人だった。

「『あれ』が盗ぬすまれて、もう十日経たった。……まだ見つからないのか？」

「手は尽つくしておりますが、探し出すのは難しいかと。すでに壊こわされた可能性も高いので」

　声には抑よく揚ようがなかった。龍宝帝は苦々しい面おも持もちで、手にした扇せん子すを握にぎり締しめる。

「盗ませた犯人はわかっている。あの男に違ちがいないのだ」

　顔には出さないが、はらわたは煮にえくりかえっていた。貴族ばかりが特別扱いされるこの国を変えたい、それはまだ龍りゆう青せいと呼ばれていた少年時代から決意していた事だ。

　その為に青せい龍りゆう家の兄弟達や四神の跡あと取とり達との争いに勝ち抜き、帝みかどの座を手に入れた。

　最高権力を持てば、この国を改革するという願いは叶かなうと信じていた。しかし準備を整え、改革の第一段階を発表しようとした矢先、思わぬ妨ぼう害がいにあってしまった。

「ですが主上。あの方を疑うならそれなりの証しよう拠こがないといけません。証拠もなく、あの方やその部下を調べているのが知られれば、かなりまずい事になります」

　開いた扇子をそっと口元にやった。今のいらついている表情は、誰だれにも見せられない。

「『あれ』がなければ、改革が頓とん挫ざしてしまう。いや、それよりも盗まれた事が知られたら、帝の座さえ危あやういだろう。……化蛇、お前の言う通り、もう壊されていたとしたら、私には打つ手がない。……何かいい案はないか？」

　難しい問いだとわかっていた。だがこの優ゆう秀しゆうな男からは、今まで期待以上の答えしか返ってきた事はない。じっと見つめると、化蛇が口角を上げる。

「いい案かどうかはわかりませぬが、手はあります。成功するかどうかは賭かけですが、やってみる価値はあるかと。……実はその布石をもう打ってあります」

「本当か？　しかし『あれ』が盗まれた事は誰にも知られてはならぬのだ。それを公表せずにできる手なのだろうな？」

　頷うなずいた化蛇が、その案について話を始めた。すべて聞き終わり、龍宝帝は目を丸くする。

「そんな事が、うまくいくのか？」

「根回しは完かん了りようしております。主上がうまく話をまとめて頂けると助かりますが」

　なかなかとっぴな案だったが、確かにやってみる価値はありそうだと頷いた。

　化蛇がふと、入り口の襖ふすまの方へと目をやった。そして小さく頭を下げる。

「主上、お客様がいらっしゃったようです。この足音だと、ご子息ではないかと」

「青丞か。そういえば先日の見合いの事で話があると言っていたな。まったく、あいつはいつもは冷静なくせに恋愛になると変わってしまうようだ。誰に似たのやら」

「ご子息と主上はとてもよく似ておられると思います。好きな女性に対しては情熱的になってしまう所など、特に。──では、私はこれにて」

　化蛇が意味深な笑みを残して、足音一つ立てずに入り口とは反対の方へと進んだ。

　そして瞬またたきをした瞬しゆん間かんに、その姿は消え失うせていた。
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　父である龍宝帝に会う為、青丞は大内裏の広間に向かっていた。

　ここ数日、白虎家の里桜姫ひめとのお見合いで不作法をしたせいで、龍宝帝から謹きん慎しんを言いつけられていた。しかし屋敷にいても、愛いとしい里桜姫の事が頭から離れない。

　心から欲しいと思った女性は、彼女が初めてだ。

　それは、今まで恋こいにうつつを抜ぬかす恋れん愛あい主義の貴族達を心の中で馬ば鹿かにしてきた青丞にとっては、生まれて初めて知った恋心だった。この恋心はとてもやっかいで、この国の半分は女性だというのに、どうしても彼女でなければ駄目だと思ってしまうのだ。

　狂くるおしいほどに燃え上がった恋の炎ほのおに突つき動かされて、今までの自分からは考えられないような行動をしたりもした。

　離れている時は落ち着かなくて、彼女の事ばかり考える。このまま会えないでいるのはどうしても耐たえられなかった。だから龍宝帝に謹慎を解いてほしいと直じか談だん判ぱんに来たのだ。

「失礼致いたします」

　声をかけて襖を開くと、龍宝帝が一人文机に向かっていた。

「よく来たな、青丞」

　龍宝帝がわずかに口角を上げた。青丞は部屋に足を踏ふみ入れつつ、妙みような違い和わ感かんを覚える。

「……一人でいらっしゃると聞いていましたが、誰かいたのですか？」

　うまく説明できないが、部屋の空気がどこかおかしかった。一人で書物を読んでいたにしては、龍宝帝の肩かたに力が入っている気がする。まるで誰かと大事な話をしていたかのようだ。

「いいや。誰もおらぬぞ。私一人だ」

　有う無むを言わさぬ微笑ほほえみに、息をついた。

　本当だとしても噓うそだとしても、龍宝帝がこう言う以上は、何も教えてはくれないだろう。

「それより何の用だ。私は忙いそがしい。その私の時間を割さこうというのだ。よほどの事だろうな」

　とげがある言い方に、むっとしないと言えば噓になる。しかしむきになって反論すれば、よけいに畳たたみかけられるだけだ。父の性格はよくわかっているから深呼吸して気を取り直した。

「実は先日の、里桜姫とのお見合いの事ですが……」

「お話し中、失礼致します」

　話し始めたと同時に、襖の向こうから声が聞こえた。

　開いた襖の向こうから顔を見せたのは、中なか務つかさ省しようの少輔しようである如月きさらぎだ。

「左大臣、白虎上総様がお見えです。こちらにご案内するよう申し付かっておりましたので、お連れ致しました」

　心の中で舌打ちした。間の悪い時に来てしまったようだ。まず龍宝帝に詫わびをいれて、改めて白虎家へ謝罪を申し込むはずだったのに、その当主と鉢はち合あわせしてしまった。

「おお、上総か。よく参った。入れ」

　龍宝帝の機き嫌げん良さげな声を聞きながら、ここは覚かく悟ごを決めるべきだとすぐに気持ちを入れ替かえた。里桜姫を諦あきらめるつもりなんてまったくない。彼女ともう一度会う為ためなら、帝である父と、四神の古ふる狸だぬきと言われる白びやつ虎こ上総の二人を相手にうまく立ち回ってみせる。

　部屋に入ってきた上総が、如月に促うながされて、青丞のやや斜ななめ前に座った。

「これは青丞殿どの、先日は……」

「先日は失礼致しました」

　青丞は上総に向かって潔いさぎよく頭を下げた。

　不作法な事をした自分に非があると思っているが、長々とお説教を聞くのはごめんだ。

「お見合いの席で、強ごう引いんに御み簾すをとって姫の顔を見るという大変失礼な事をしてしまいました。とても反省しております」

　悪かったとは思っているが、やった事は後こう悔かいしていない。

　彼女の様子がおかしくて、本当に御簾の先にいるのが里桜姫なのかどうしても確かめたかった。里桜姫と話をしていると、思わぬ答えが返ってくる事が多く、それを聞いて笑ったり困ったりとなかなか忙しい。しかしその忙しさが新しん鮮せんで、彼女とずっと話していたくなる。

　しかしなぜかその時だけ彼女ともっと話をしたいという欲よつ求きゆうがわかなかった。

　顔も知らないのだから、御簾をはぎとって確かめるというのもおかしな話だが、あの時は恋に突き動かされて冷静な判断ができなくなっていた。

　初めて見た彼女はとても美しかったが、顔の美び醜しゆうにさほどこだわりがあるわけではない。

　大事なのはもっと話をしていたい、ずっと一いつ緒しよにいたいと思わせる、目には見えない彼女の魅み力りよくだった。

「ですが、彼女を思う気持ちに偽いつわりはありません。もう一度、話をする機会を頂きたく……」

　普ふ段だんは決して納なつ得とくできない事に謝罪はしないが、愛する女性の為ならいくらでも頭を下げるつもりだ。

「もちろんもちろん、ぜひとも里桜ともう一度会ってほしいと思っておりますぞ、青丞殿」

　思わぬ言葉が返ってきて、深々と頭を下げていた青丞は我が耳を疑った。

　顔を上げると、古狸がにこにこと満面に笑えみを浮うかべている。

「……本当ですか？」

　半信半疑の声になった。古狸の笑顔はうさんくさい感じが否いなめない。急な態度の変化にも、不ふ審しんを覚えていた。上総はお見合いの時、なんだかんだと理由をつけて、里桜姫と会うのを邪じや魔ましようとした。彼は縁えん談だんには乗り気ではないと感じていたのに、この笑顔はなんだろう。

「ええ、白虎家としても青せい龍りゆう家との縁談は願ってもない事。四神の一族同士は今まであまり、その、良い間あいだ柄がらとは言えなかったが」

　歯にものが挟はさまったような言い方で、上総がちらりと龍宝帝に目をやった。

　陽真乙国の帝みかどは四神の跡取り達から選ばれる。その事もあって、四神の一族同士は帝の座を狙ねらう者同士として反目し合っていた。特に青龍家と白虎家は、代々帝を多く輩はい出しゆつしている事もあり、時には血なまぐさい陰いん謀ぼうを互たがいに張り巡めぐらせる事もあったのだ。

　だが現在の青龍家の主あるじである龍宝帝と、白虎家の主である上総は、比ひ較かく的てき信しん頼らいしあっている様子が窺うかがえる。大だい内だい裏りにおいても、二人が政策についてもめたりする事はほとんどなかった。

　この状態で青龍家の跡あと取とりである自分と、白虎家の姫である里桜が結けつ婚こんすれば、今までいがみ合っていた二つの一族の結びつきが強くなる。

　それは確かに、彼にとっても龍宝帝にとっても願ってもない事だろう。

「青丞殿が里桜を妻にしてくださるなら、わしも安心じゃ。少々身体からだは弱いが気は優やさしく、わしが言うのもなんじゃが、美しい娘むすめだ。弱々しい所もあるが、夫には従順に尽つくすだろう」

　いったいそれは誰だれの事だと首を傾かしげそうになる。今まで何度も御み簾す越ごしに話をした里桜姫の印象はそうではない。彼女はしっかりもので自分の意見をはっきり言い、たとえ相手が誰だろうとも、間ま違ちがった事は堂々と指し摘てきする強い女性だ。

　従順な女性には興味は無い。

　強く逞たくましく、自分自身をしっかり持っている里桜姫だからこそ、恋をした。

「やはり、おかしいな……」

　ぼそりと呟つぶやくと、上総が首を傾げた。

「何か仰おつしやったか？」

「いえ、何でもありません。では、里桜姫とはまたお目にかかれますか？」

　疑問は多々あったが、まずは里桜姫ともう一度話をしたかった。

　それが謎なぞを解く一番の近道でもあるだろう。上総が二つ返事で頷うなずいた。

「ええ、ぜひともまた屋や敷しきにおいでくだされ。……実は妙な噂うわさが広がっておりましてな。里桜が絶世の美び姫きだと、やたらに多くの求きゆう婚こん者達が集まって困っておりますのじゃ。わしとしては、青丞殿と縁えんを結んでほしいと思っております。実はこれは孫の意志でもありましてな」

　色んな意味で聞き捨てならない話だった。多くの求婚者達というのも気にはなるが、まあいい。噂に惑まどわされてやってきた男達に負けるつもりはない。

　しかし、自分との結婚が里桜姫の意志だというのは、どうにもおかしな話だった。

　悲しい事に、彼女にそういう意味で愛されてはいないという自覚がある。

「里桜姫の意志……ですか」

「そうですぞ。里桜は寝ねても覚さめてもあなたの話ばかり。あなたに恋こい文ぶみを送りたいと言っては書き始めるのですが、ああでもないこうでもないと、なかなか書き上げられずにおりますのじゃ。そういう所がまたいじらしくてな」

　古狸がこんなに相好を崩くずしたのを初めて見た。どうやら孫が可愛かわいくてたまらないようだ。

「わしも何とか孫の恋を叶かなえてやりたいのです。そこでもう一度、お見合いをやり直してはいかがかと、相談しに参った次し第だいでして」

　ありがたい申し出だが、不審は更さらに募つのるばかりだ。

　里桜姫ひめが本当に自分に恋こいしているというのなら、文を送る前に直接会いに来るだろう。

　彼女はそういう女性だ。そしてそんな所に恋をしたのだ。

　おかしな所が多すぎるが、まずは直接彼女に会うのが先決だ。

　了りよう承しようしようとすると、龍宝帝の傍かたわらに座っていた如月が、上総に目を向けた。

「お待ちください。それは少々問題がございます」

「問題とな？」

「はい。今かなりの数の貴族の方々が、里桜姫との縁談を望んでおられるのです。お屋敷にも彼らが訪ねてこられるでしょう？」

「うむ、訪ねると言うよりは押しかけてくるのだ。屋敷に侵しん入にゆうする者まで現れて、対応に困っておる。だから早く青丞殿と正式に縁えん組ぐみして、彼らに諦めてもらおうと……」

　そんな状じよう況きようにまでなっていたのかと、思わず目を見開いた。

　ここしばらく自宅で謹きん慎しんしていたせいで、そんな噂が広がっていた事に気付かなかった。

「いいえ。里桜姫の噂はもうすでに都中に広まっております。ここで青丞様と再度お見合いをして結婚という話になれば、彼らはどう思うでしょう」

　如月が言いたい事はぴんときた。青丞は視線を鋭するどくして話に加わる。

「俺が帝の息子むすこだから、親の七光りで美しい姫ひめ君ぎみを手に入れたと言われるだろうな。だが、里桜姫とはそんな噂が流れる前から何度もお会いしている。昨日今日里桜姫に興味を持った男達に嫉しつ妬とされる覚えはない」

「確かにその通りです。ですが、求婚者達はそうは思わないでしょう。青丞様のお父上が主上であらせられる事は事実でございます。この状況で里桜姫との結婚が決まれば、帝のごり押し……失礼。帝が求婚者を差し置いて息子可愛さに強引に縁談を進めたと言われかねません」

　とんでもない言いがかりではあるが、確かにそう声こわ高だかに叫さけぶ愚おろか者どもはいるだろう。

　龍宝帝の政治手しゆ腕わんは誰もが認めているが、優ゆう秀しゆうな統とう率そつ者には敵が多いのも世の常だ。

「青丞様、主上は現在、ある改革を進めておられます。それはご存じですよね」

　如月の問いかけにゆっくりと頷いた。

　龍宝帝は、貴族ばかりが権力や財を肥やすこの国を何とかしたいと考えていた。

　身分の低い者達はいくら働いても、地主である貴族や役人達に利益を吸い取られる。

　その世の中の仕組みを変える為にも、まずは官かん吏りの登とう竜りゆう門もんである大学寮りように、貴族以外の身分の低い者達でも入学できるようにしようという計画が水面下で進んでいた。

　青丞は正直に言うと、父としての龍宝帝はあまり好きではない。ある出来事があってから彼とは深い溝みぞができていた。できれば関かかわりたくないし、あまり顔も見たくない。

　だがその改革については賛成だ。貴族達は民たみ達から吸い取った利益で肥え太り、その権力をもっと大きくしようと様々な手段を使う。それが他人には言えないような卑ひ怯きようで悪あく辣らつな手段である事も多い。その犠ぎ牲せいになって泣くのは、力を持たない庶しよ民みん達だった。

　青丞が頷くと、如月が話を続けた。

「今はその改革の第一段階を進めている大事な時期です。何事も最初が肝かん心じんですから、ここで躓つまずくのは避さけたいのです。できるだけ波風を立てたくないこの時期に、主上が求婚者達を無視して、青丞様と里桜姫の縁談を決めてしまうのはまずいと思います」

　それは理解できる話ではあった。父としての彼は失格だし認めてはいないが、帝としての彼は心から尊敬できる。改革の邪魔もしたくはない。

「……だが里桜姫を諦あきらめるつもりはないぞ。たとえ求婚者達と戦ってでも彼女を妻にする」

　声は静かだが、決意を込めたものだった。さすがの如月も口を閉とざして龍宝帝に目配せする。それを受けた龍宝帝がしばらく考え込み、やがて持っていた扇せん子すを拡ひろげて口元に当てた。

「……なるほど。ではこの国で一番の美姫だと噂される里桜姫にふさわしいのは自分だと？」

　試ためすような口調に、青丞は強い意思を込めてしっかりと頷いた。

「──もちろん。里桜姫にふさわしいのは俺ですし、彼女をこの世で一番幸せな花はな嫁よめにできるのも俺です。もし、俺があなたの息子だから、里桜姫と結婚するのは親の七光りだと言われるのなら、青龍家の名を捨てる事さえ厭いとわない」

　淡たん々たんと、しかし決意を込めた言葉に、その場にいた全員が息を吞のんだ。まさかここまで言うとは思わなかったのだろう、龍宝帝がやや目を見開いて、そして声を上げて笑った。

「お前がそこまで熱くなったのを初めて見た。──ではその本気に私も本気で応こたえてやろう」

　にんまりと笑う顔に、とても嫌いやな予感を覚えた。

「本気で応こたえるとは、どういう意味ですか？」

「〝いい事〟を思いついたのだ。これならお前の本気を試しつつ、白びやつ虎こ家の屋敷に押しかけている求婚者達をどうにかしたいという上総の悩なやみも解決できるだろう」

　扇子をたたんで、ぽんっと膝ひざを叩たたいた龍宝帝に、思わず眉まゆ根ねを寄せた。

　父の思考は息子の自分にも読めない時がある。博士はかせのふりをして大学寮に潜せん入にゆうし、あまつさえ何も知らない白桜を試すような事を繰くり返していたと聞いた時は、呆あきれてものが言えなかった。訝いぶかしい目を向けると、龍宝帝は満面に笑えみを浮うかべていた。

「いったい、どんな〝いい事〟を思いついたのですか？」

　聞くのも怖こわい気がするが、聞かねば面めん倒どうな事になる気がした。

「それは……明日、白虎家に直接参って発表する。お前を含ふくめた里桜姫への求婚者達全員にな。楽しみにしておれ」

　その言葉には嫌な予感しかしなかった。席を立った龍宝帝を見送って、同じく困こん惑わくしている上総と目を合わせると、二人申し合わせたように深いため息をついていた。
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「白桜様、里桜姫ひめの事について、主上が何か企たくらんでおられるようですわ」

　大だい内だい裏りの庭を散策していた白桜は、何もないのに思わず転びそうになった。

「大だい丈じよう夫ぶですか、白桜様」

　声をかけてくれたのは、艶あでやかな紫むらさきの小こ袖そでをまとった胡蝶だった。

　彼女は青丞の従姉妹いとこで、白桜より少しだけ年上だ。長いまつげと整った顔立ちは、うっとりと見とれてしまうほどに美しい。顔立ちだけでなく性格もさばさばしていて、夢は女性初の官吏になる事だと公言している彼女は、同じ女性として尊敬できる人物だった。

　白桜が大内裏に赴おもむいたのは、上総と一いつ緒しよに帝みかどに謁えつ見けんする為ためだった。

　しかし如月から、帝から上総に話があるから遠えん慮りよするよう言われて、仕方なく紫し宸しん殿でんの近くにある庭で待っていた。そうしたら、偶ぐう然ぜんこの近くに居を構える胡蝶と顔を合わせたのだ。

　二人で他愛たわいのない話をしながら庭を散歩していたのだが、突とつ然ぜんの胡蝶の囁ささやきはとても心臓に悪い内容だった。

「胡蝶姫、主上の企みっていったい……」

「さあ、わたくしもついさっき小耳に挟はさんだのです。どうやら上総様と青丞との話し合いで何か思いつかれたようで、如月に準備をしろと仰おつしやっていたのをお見かけしたのですが」

　形のいい眉まゆを寄せて、胡蝶が身を乗り出した。

「その時の主上の顔がとても嬉うれしそうというか、子供がすごく楽しいいたずらを思いついた時のようだったというか……」

「なるほど。それは絶対に何か企んでますね。しかもわたし達に迷めい惑わくがかかる事のような気がしてなりません」

　彼女とは『白桜』として見合いをした。胡蝶の事は大好きだが、どんなに男のふりをしていても、女性とはさすがに結けつ婚こんなんてできない。だから好きな人がいるからと断っていた。

　しかし彼女はそれでもいい、諦めないと言い、顔を合わせると親しげに話しかけてくれる。

　噓うそをついていて申し訳ないと思いつつも、男ばかりに囲まれる都での生活の中で、彼女と話すのは唯ゆい一いつの楽しみでもあった。

「最近はおかしな噂うわさが流れたりして、どうも大内裏の中が落ち着きがないのです。白桜様のお屋や敷しきも、お姉様への求きゆう婚こん者が押しかけて毎日大変だと伺うかがいましたが」

「はい。今は鵬玄が指揮をして警護を固めてくれているので、忍しのび込もうなんて方々はいなくなりましたが、それでもたくさんの人達が門の前に陣じん取どって里桜姫に会わせろと大おお騒さわぎで」

　ため息をついて、項うな垂だれた。その事を相談したくて上総と一緒に大内裏に来たのだが、閉め出されてしまったので話がどうなったのか見当もつかない。

（おじいさま。うまく話を進めてくれているといいけど）

　しかし、その上総もあてにはならなかった。

　祖父は里桜のふりをした都桜と青丞の縁えん談だんを、強ごう引いんにでもまとめようとしているのだ。

　上総に悪気はないのだと思う。

　それが秘密を持つ白桜にとっても、青丞に恋する都桜にとっても一番いい事なのだから。

　だがどうにも納なつ得とくができなかった。そんな自分の気持ちが理解できないのも悩みの一つだ。

「困った事があったら、いつでも相談してくださいね。わたくしは白桜様の味方ですから」

　艶やかな笑みは自信に満ちていて、その表情を見ているとほっとした。

「ありがとうございます」

　都で初めてできた女友達は、知識も豊富で優やさしくて頼たよりになる。

　微笑ほほえむと、胡蝶がそっと白桜の手を握にぎった。

「お礼なんてけっこうですわ。わたくしは必ずあなたの妻になってみせます。妻が夫に尽つくすのは当たり前ですもの。いくらわたくしが男のようなものの考え方をしているとしても、そのぐらいは十分わかっているつもりです」

　思わず顔が引きつった。彼女の事は大好きだが、女性を妻になんてできない。

「お気持ちだけ頂いておきます。そろそろ祖父の用事も終わるので、これで失礼して……」

「これはいい眺ながめですね。お美しい胡蝶姫と可愛かわいらしい白桜殿どのが手を握り合っているなんて」

　からかうような言葉だが、声にはほとんど抑よく揚ようがなかった。顔を向けると、いくつかの巻物を小こ脇わきに抱かかえた、陰おん陽みよう寮りようの頭、草くさ薙なぎがこちらに歩いてくる所だった。

「草薙様、どうしてここに？」

「校きよう書しよ殿でんに借りていた巻物をお返ししに行く所です」

　片かた眼鏡めがねを押し上げて、草薙がわずかに口元を緩ゆるめた。

「白桜。相変わらず〝恋こいの嵐あらし〟に翻ほん弄ろうされているようですね」

「ええ、あなたが占うらなった事はばっちり当たっています。……草薙様。恋の嵐が治まる方法はないのでしょうか？」

　そっと耳打ちした。都一の陰おん陽みよう師じと名高い草薙の占いは、かなり当たると評判だ。例に漏もれず、彼に〝恋の嵐〟に巻き込まれると言われた白桜は、今まさにその状じよう況きように置かれていた。

（青丞は里桜姫ひめが好きだし、姉様は青丞が好きだし、胡蝶姫は白桜が好き。それでもって見も知らない男達は噂でしか知らない里桜姫に夢中。……ああ、もう！　こんがらかって自分でも訳がわからないよ！　とにかくわかっているのは恋の嵐がどんどん広がっている事だけだ）

　混乱する理由の一つは、秘密を持っているせいで誰だれにも相談ができない事だと思う。

　一人で考えているから、なかなか整理ができないのだ。

「草薙様、どうかお願いです。恋の嵐から抜ぬけ出したいのです。何か方法を教えてください」

　思わず泣き言を漏らすと、草薙が顎あごに手を当てふむと頷うなずいた。

「そうとうこたえているようですね。白虎家の白桜は、知ち恵えも体力もそこそこだが、根こん性じようだけはあると青丞から聞いていたのですが」

　厳しい一言に、首を竦すくめた。草薙が一つため息をついて、右手を頭にかざす。

「いくら私でも、運命を変える力はありません。ですから、あなたの未来をもう少しだけ読み取って差し上げましょう。さて、どんな結果が出るでしょうか」

　目を瞑つぶった草薙を見て、息をするのも忘れるくらい緊きん張ちようした。彼はどうやら本当に不思議な力を持っているようで、以前など危あやうく女だという秘密まで読み取られそうになったのだ。

　何とか誤ご魔ま化かしたものの、彼は要注意人物の一人だった。

　どきどきしながら草薙の言葉を待つ。

　しばらく無言だった彼が、ふいにぎゅっと眉根を寄せた。

「これは……！」

　いつもはあまり抑揚のない彼が発したのは、ずいぶんと緊張に満ちた声だった。

「ど、どうかしたのですか？」

「……白桜。蛇へびにお気をつけなさい」

　かっと目を見開いて、厳しい声こわ色いろを放った草薙に、一番に反応したのはなぜか胡蝶だった。

「蛇ですって？　まさか……主上が飼っておられる、あの蛇の事ですか？」

「え？　主上は蛇を飼っておられるのですか？」

　そんな事は初耳だった。蛇などのにょろにょろした生き物は大の苦手だ。

「白桜様は、龍宝帝の蛇の事をご存じないのですか？」

　胡蝶に驚おどろいた顔で聞かれて、目を瞬またたかせた。

「そういえば、白桜は最近都に来たという話でしたね。では知らないのも無理はない」

　納得したように頷いた草薙に、思わず一歩近づく。

「すみません。よくわからないのですが、その蛇とはいったい……」

　草薙が珍めずらしく困惑したように胡蝶と目を合わせた。不思議な事に胡蝶も同じような表情だ。

「……申し訳ないが、今の話は忘れてください。知らないのなら、そのままの方がいい。知らないままでいれば、運命が変わるかもしれないから」

　まったく意味がわからないが、胡蝶には話が通じたようで頷いている。

「白桜様。蛇はとても不ふ吉きつな存在。関かかわり合いになってほしくありませんわ。あ、そろそろ左大臣様もいらっしゃるのではなくて。一緒にお迎むかえに参りましょう。草薙様。ごきげんよう」

　胡蝶が強引に話を終わらせると、草薙もさっさとその場を去って行く。

　紫宸殿に向かいながら話を聞こうとしたが、胡蝶は言葉を濁にごすばかりだった。

（龍宝帝の蛇……いったいどういう意味だろう）

　言葉通り主上の飼っている蛇だろうかと思いつつ、胡蝶の態度が気になって仕方なかった。
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　晴天の下、白びやつ虎こ家の庭を埋うめ尽くすほど、身なりのいい数百人の男達が集まっていた。

　どこからこんなに人が集まったのかと、白桜は目を丸くするしかない。

　そしてこれが全員里桜姫の噂を聞いて集まった求婚者達だというから、更さらに驚きだ。

「みな、静まれ！」

　庭に面した露ろ台だいに姿を現したのは、如月だった。白虎家の屋敷に彼がいるのは不思議な感じがしたが、その後に登場した人物はもっとこの場にそぐわなかった。

「龍宝帝のおなりである！」

　全員が一いつ斉せいに膝ひざをついて頭を垂れた。白桜も倣ならおうとすると、ふと男達の後方に目立つ紺こん碧ぺきの髪かみが見えた。慌あわててそちらに向かうと、やはり青せい龍りゆう家の特とく徴ちようである紺碧の髪と瞳ひとみを持つ青丞が、氷の貴公子というあだなの通り冷静な顔つきで膝を折ろうとしていた。

「青丞、いったいこれから何が起こるのですか？」

　隣となりで膝をつきながら、声を潜ひそめた。上総からだいたいの話は聞いていたが、龍宝帝がわざわざ白虎家まできて、求婚者達を前にして何の発表をするのかがわからなかった。

「さあな、主上のお考えになる事は、俺達凡ぼん人じんには想像もできない」

　容よう姿し端たん麗れい、頭脳明めい晰せき、文武両道と絵に描かいたような貴族である青丞が、凡人であるはずもない。しかし龍宝帝は、普ふ通つうの人の上を一回転してぐんぐん上じよう昇しようするような思考の持ち主だ。

　その思考はあまりにも高い位置にあって変則的な動きをする為ため、想像さえ困難だった。

「でもきっと主上は、この求婚者達を説得する為に、わざわざおいでくださったんですよね」

「里桜姫と話をしたい者は集まれというお達しだからな。おそろくそうだと思うのだが、あまり期待はしない方がいいかもしれないな」

　不安を煽あおるような答えに、さすがに青くなった。

（どうしよう。これ以上騒さわぎを大きくしたくないのに。注目されればされるほど、秘密がばれる可能性も高くなるんだ。たくさんの求婚者達だけでも迷めい惑わくなのに、滅めつ多たに大だい内だい裏りを出ない主上が、屋敷にいらっしゃるなんて……）

　おそらく、今日の事はあっという間に都中に広まるだろう。天子様が屋敷にいらっしゃるのはとても名めい誉よな事だが、秘密を抱える身としてははっきり言って迷惑だ。

　顔を上げると、身軽な狩かり衣ぎぬ姿の龍宝帝が堂々とした態度で立っているのが目に入る。

「これは見事に都中の貴族の若者達が集まったようだな。なるほど、これだけの男達を魅み了りようする里桜姫は、現在流行の絵巻物に出てくる月の姫ひめ君ぎみのように美しいのだろうな」

　現在流行の絵巻物と聞いてぴんと来た。それは白桜でさえ知っている話だ。

　ある老ろう夫ふう婦ふが偶ぐう然ぜん見付けた赤ん坊ぼうが美しい姫になって、そして……。

（待ってください！　主上っ。どうしてわざわざ絵巻物の話をして、里桜姫をもてはやすんですか!?　そんな事をしたら、絵物語を読んでいる求きゆう婚こん者達はその話に出てくる姫と里桜姫を混同して、また盛り上がってしまうのに！）

　その予想はばっちり当たった。周りにいる男達が盛大な歓かん声せいを上げたのだ。

「ぜひ、里桜姫にお会いしとうございます！」

「月の姫のように、この世の者とは思われぬ美び姫きと一度だけでもお話がしとうございます！」

（ほら！　また間ま違ちがった情報がみんなの頭にすり込まれた！　里桜姫は……わたしは美姫なんかじゃないのに！　それは美しいって言われたら嬉うれしいけど、そこまで人間離ばなれした美しさだって言われたら、もう逆に恥はずかしくなるからやめてくれっ）

　心で叫さけんだが、声には出せない。秘密を抱える身としては、噓うその情報に惑まどわされる男達を黙だまって見ているしかなかった。龍宝帝が興奮しきりの若者達を両手で制した。

「待て待て。だが月に住まう姫君はお身体からだが弱いそうだ。こんなにたくさんの求婚者達が押しかけたら、姫君は倒たおれてしまうかもしれない。それは誰も望んではいないはずだ」

　いつの間にか、里桜姫を完全に月の姫君呼ばわりしている事が気にはなったが、白桜はわずかにほっとしていた。

「よかった。何を仰おつしやるのかと思っていたけれど、何とかみんなを止める方向に話を持って行ってくださるみたいだ」

　このまま里桜姫ひめの身体からだが弱い事を理由に、白虎家に押しかけるのは禁止だと龍宝帝が正式に命令を出してくれたら、さすがに誰だれも逆らえない。こんな馬ば鹿か騒さわぎも収まるはずだ。

　しかし隣にいた青丞の目つきは厳しいままだった。

「まだ、油断はしない方がいいぞ」

「やめてくださいよ、不吉な事を言うのは……あっ」

　龍宝帝が一歩前に出たので慌てて口を噤つぐむ。彼はその男らしい口元に笑えみを湛たたえた。

「そこでだ、貴き殿でん方。……周りの者と戦ってでも、美しく儚はかない里桜姫に会いたいか？」

　龍宝帝が、試ためすような目つきを庭にいる男達に向けた。てっきり止めてくれると信じていた白桜は、目と口を大きく開いて身体を強こわばらせる。周りにいた男達が一斉に頷いた。

「「はい！」」

「うむ、よい返事だ。しかしさきほども言ったが、里桜姫はお身体が弱い。貴殿達全員と話をするのは到とう底てい無理だろう。美しき女性に苦痛を味わわせる事は貴殿らの本意ではないはずだ」

　それには誰も異論は唱えなかった。龍宝帝がくっと口角を上げる。

「しかし、みな平等に里桜姫に会う権利はあるはずだ。だが実際問題として、それでは里桜姫が無理をする事になってしまう。そこで私は〝いい事〟を思いついた。美しく教養のある姫と話ができるのは、それにふさわしい男だけだ。そうだろう？」

「「その通りですーっ」」

　一斉に返事した男達に向かって、龍宝帝が両手を拡ひろげた。

「そのふさわしい男を決める為に、私はここに『龍宝帝杯はい、里桜姫争そう奪だつ戦』を開かい催さいする事を宣言する！　勝ち残った者だけが里桜姫と直接話をする権利を得られる。里桜姫に会う為に、知ち恵えと体力と勇気を振ふり絞しぼって戦うのだ。みな、参加する意志はあるか！」

　さすがに突とつ拍ぴよう子しもない提案に、今まで興奮状態だった求婚者達も静まり返った。

　しかし、そこで手を振り上げたのは大雅だった。

「望む所です！　それに勝ち抜ぬけば、里桜姫とお話しできるのなら、たとえ火の中水の中。どんな試練も乗り越こえてみせましょう！」

　その言葉が合図のように、男達の中で再び大きな歓声が上がる。

「愛いとしい里桜姫にお会いできるのなら我らも参加致いたします！」

　男達の熱気に包まれる庭で、白桜は一人だけ開いた口が塞ふさがらなくなっていた。

「り、龍宝帝杯、里桜姫争奪戦って何だ？　止めてくれると思ってたのに、どうして騒ぎが大きくなってるんだーっ」

　さすがに口にはだせなかったが、龍宝帝の馬ば鹿か！　と心の中で叫んでいた。
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「おじいさま、いったいどういう事ですか。これでは里桜姫への注目度が上がってしまいます。注目度があがれば、それだけ秘密がばれる可能性も高くなるんですよ！」

　白桜は祖父の上総を捕つかまえて、自分の部屋へと戻もどっていた。

　庭にいた求婚者達は、龍宝帝から明日争そう奪だつ戦の内容を発表するので今日は帰るようにと諭さとされて、大人しく家路についていた。ようやく屋や敷しきの周りが静かになったのはいいが、これは今だけの事だ。問題はどんどん複雑になっている。

　上総が眉まゆ根ねを寄せて腕うで組ぐみをした。

「わかっておる。しかし、わしもさきほど主上からその話を聞いたばかりだ。反対したのだが、このままでは集まってくる求婚者達を止められないし、噂うわさは広がるばかり。都の貴族達は熱しやすく冷めやすい。今はその熱がたまりにたまった状態じゃ」

　それは白桜にもわかっていた。上総はため息混じりに言葉を続ける。

「主上が、それならいっそその熱を発散させてやればよいと仰って。争奪戦をして優勝者を決めれば、他ほかの者は負けたからと屋敷に近づく事を禁止すれば良い。優勝者と会うのは御み簾す越ごしで、あくまで話す権利を得られるだけだから、その後は二度と会わなくてもよいと言われて」

　そう言われて断れなかった上総の立場もわかる。考えようによっては、不特定多数の男達に屋敷の周りをうろつかれたりするよりはいいのかもしれない。

　一度深呼吸してから、白桜はようやく落ち着いた声を出した。

「しかし争奪戦なんて、いったい主上はどんな事をされるつもりなのですか？」

「それはわしもまだ知らぬ。主上にお茶を差し上げているから、今から行って話を聞いて来ようと思っているのだ」

「では、わたしも参ります」

　白桜は逸はやる気持ちをどうにか抑おさえて、上総と二人で部屋を後にした。







「失礼します」

　白桜が広間に入ると龍宝帝と如月、そして四神の跡あと取とりの一人である朱雀すざく家の朱しゆ咒じゆがいた。

　赤い髪と瞳を持つ、この国で一番賢かしこいと言われる彼は、柔にゆう和わな表情でこちらを見つめ、大げさに両手を拡げた。

「やあ、白桜。元気だったかい？　君に会えない間、寂さびしくてたまらなかったよ」

「一昨日おととい会ったばかりだと思いましたが」

「一昨日なんて……！　私にはもう何十年も昔の事のように思えるよ。毎日でも会いたいと思うのは恋こいする男なら当然だろう」

　真顔で返されて、呆あきれるより先に恥ずかしくなった。

　今ここには、この国を統すべる帝みかどがいらっしゃるのだ。

「なんだ、朱咒は白桜が好きなのか？　だが白桜は男の子だぞ」

「主上、恋に男も女も関係ないのです。好きになったなら相手は誰だれであろうと、私は気にしません。それに白桜は〝女の子〟のように可愛かわいらしいですから」

　何とか顔には出さなかったが、心臓を矢で射い貫ぬかれるような衝しよう撃げきを受けた。

（まただ。どうして朱咒は今〝女の子〟を強調したんだ。それに意味ありげに流し目なんか送ってくるのも気になるぞ！）

　朱咒は時折、白桜が女だと知っているようなそぶりをする。

　はっきりした事は何も言ってこないが、彼の言動にはいつもびくびくさせられていた。

　常にひょうひょうとしている朱咒の言葉を、龍宝帝はあまり本気にはとらなかったようだ。

「これは面おも白しろい。四神の跡取り達には、今以上に親しくなってほしいと思っている。だからまあ、そういう意味で仲良くなるのも否定はしない。男同士の恋れん愛あいは障害もあろうが、頑がん張ばれ」

「主上、無責任に応おう援えんしないでください！」

　帝に対して失礼かとも思ったが、つい本音が口をついた。龍宝帝は気にした様子はないようで、肩かたを揺ゆすって笑っている。白桜は何とか落ち着こうと息を吐はき出した。

「……それより、どうして朱咒がいるのですか？」

　何とか話題をそらしたくて聞いてみると、朱咒がにっこりと笑った。

「私はこの国で一番の名医で、御ご殿てん医いでもある。大だい内だい裏りの外で主上に何かあったらいけないから、すぐに対応できるように一いつ緒しよに参ったのだよ。恋しい君の実家に堂々と入れる事だし」

　自じ慢まんと建前と本音を上手に入れた台詞せりふは、あまりに朱咒らしかった。

　このままでは彼の調子に乗せられて、大事な事を聞き損そこねてしまうだろう。

　白桜は上総と一緒に、龍宝帝の前で正座した。

「主上、さきほどの争奪戦の話でございますが」

「ああ、あれはいい案であろう。実は大内裏でも月からやってきた麗うるわしき里桜姫の噂で持ちきりでな。書物を一度読んだだけで一言一句覚えられるほど賢く、文を書かせれば流りゆう麗れいな文章で読んだ者の心を射止めるという才女だと……」

（里桜姫についての真っ赤な噓うその噂が増えてる！　どうして噂って尾おひれがつくんだ！）

　心の中で叫さけんでいると、龍宝帝が話を続けた。

「しかし困った事に里桜姫に恋する官かん吏り達のほとんどが、仕事をおろそかにしているようなのだ。物もの忌いみだなんだと理由をつけて仕事を休み、この屋敷に通っているようでな。恋に命をかける陽真乙国の貴族としてはその行動はわからぬでもないが……」

　そんな大事になっていたのかと目を丸くした。

　仕事より何より恋が優先されるという貴族達の考えは理解に苦しむ。

「そこで争奪戦を行い、優勝者を決めて、それ以外の者には諦あきらめさせようと考えたのだ。負けたのにまだ屋敷の周りをうろうろしていたら、それは我が命に逆らったとして、処しよ罰ばつを与あたえる事もできよう。だが今の状態でただ諦めろと言っても、誰だれも聞かぬであろう」

　それは理解できる話ではあった。できれば目立つのは避さけたいが、このままでは騒さわぎは大きくなるばかりだ。この間のように屋敷に侵しん入にゆう者が現れるのもまずい。

「わかりました……」

　渋しぶ々しぶと頷うなずくと、襖ふすまの向こうから凜り々りしい声が聞こえた。

「失礼します」

　入ってきたのは青丞だ。紺こん碧ぺきの涼すずしげな目で、部屋の中を見回していた。

「主上、争奪戦の事ですが、あれはとてもいい案だと思います。里桜姫への求きゆう婚こん者をふるい落とせますから。もちろん俺も参加します。見合いの席で、里桜姫に大変な無礼を働いてしまいました。さすがに反省しているので、謝りたいのです」

　しおらしい言葉の割に、青丞は自信ありげな笑えみを浮うかべていた。

「謝る機会は自分の力でもぎとります。この争奪戦に優勝して、彼女に直接お会いします」

　青丞はどうやらやる気満々のようだ。白桜は血の気が引く思いだった。

「だったら、私も参加したいな」

　軽い調子で片手を上げた朱咒を見て、白桜は息が止まって倒たおれそうになる。

（やめてくれーっ。これ以上大おお騒さわぎにしたくないのに、四神の跡取りである青丞に続いて朱咒まで出るなんて事になったら……！）
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　目を白黒させている間に、朱咒はにこやかに身を乗り出した。

「そんな楽しい行事に参加しないなんて、この国で一番女性にもてる私の名がすたります」

「しかしお前は白桜が好きなのだろう」

「はい、主上。ですがそれほどまでの美び姫きなら、ぜひ見てみたいです。いわば好こう奇き心しんですね」

　面白がっているような言い方に、白桜は思わずじとっとした視線を向けた。

「おや、そんな目で見るなんて、焼き餅もちかい、白桜。大だい丈じよう夫ぶ、一番好きなのは君だよ。でも君の姉上とやらにも興味があるんだ」

　うきうきしている朱咒を止める事は自分には無理だろう。

　ふいに龍宝帝が口角を上げて、青丞と朱咒を交こう互ごに見つめた。

「なるほど。ではお前達二人は私の敵となるわけだ」

「敵？　敵って何の話ですか!?」

　聞き捨てならない台詞に、白桜は慌あわてて膝ひざ立ちになって身を乗り出した。とてもとても嫌いやな予感がして仕方ない。龍宝帝は、青丞と朱咒に向かって不敵な笑みを浮かべ、大きく頷いた。

「私も恋愛に重きを置く、陽真乙国の貴族だ。みながそれほど騒ぐ里桜姫ひめに興味がある。だが帝の地位を利用して、彼女と特別に会ったりしようとは思っていない」

　口元に扇せん子すを当てた龍宝帝を見て、真っ青になったのは白桜と隣となりにいた上総だ。

「私もこの争奪戦に参加し、正々堂々勝負して、里桜姫に会う権利を勝ち取ろう！……青丞、彼女を手に入れる為ためなら、青せい龍りゆう家の名を捨てるとまで言ったお前の本気に触しよく発はつされたのだ。優勝するのはこの私だ。お前も覚かく悟ごをしておけ」

（な、何て事だ！　四神の跡取りである朱咒と青丞が参加するだけでも大事なのに、主上まで参加するなんて事になったら、この争そう奪だつ戦は国をあげての大行事にまで発展してしまうぞ！　そんなの前ぜん代だい未み聞もんじゃないか）

　何としてでも止めなければと思うが、あまりに意外だったので、言葉が出てこずにあたふたするばかりだった。そこへ青丞が、意志の強さを窺うかがわせる紺碧の目で龍宝帝を見返した。

「ですが、主上が参加されるのはいかがなものかと思います。他ほかの参加者が萎い縮しゆくするでしょう。それでは公平とは言いがたくなる。主上はあくまで、中立な立場でいらっしゃるべきかと」

　二人の視線がぶつかりあって、火花でも飛びそうな勢いだ。

　その場にいる誰もが二人の迫はく力りよくに押されて、話に口を挟はさめずにいた。

「もちろん、これに身分は関係ない。また、優勝した者には、私の采さい配はいで今の地位よりも出世できるように計らおうと思っている。好きな女性と出世が手に入るなら、多少の危険は顧かえりみないのが陽真乙国の貴族の男子たる者だ」

「しかし……」

「言いたい事はわかる。だが考えてみろ。私が参加する事で萎縮してしまうような中ちゆう途と半はん端ぱな覚悟しかないなら、さっさと辞退すればいい。これも里桜姫に会う為の第一の関門なのだ」

　龍宝帝が一度言葉を句切って、青丞に薄うすい笑みを向けた。

「私が参加するならお前は里桜姫を諦めるか？　お前の本気とやらはその程度だったのか？」

　青丞が明らかにむっとした顔をした。

　いつも冷静であまり表情の変わらない彼が、こんな顔をするのはかなり珍めずらしい。

「いいえ。俺は決して里桜姫を諦めない。たとえ主上が相手でもです。帝に対して不敬ですが、負けません。主上こそ、覚悟してください」

　強気な青丞の笑みは、ぞっとするほど迫力があった。







「待ってください！」

　睨にらみ合う親子を遮さえぎるように、白桜は手を上げた。

　さきほどから聞いていれば、二人は争奪戦とやらをやる気が満々だ。ここまで話が大きくなったら、もう止められないとわかっていた。こうなったら最後の手段だ。

「その争奪戦、わたしも出ます！」

　宣言すると、その場にいた全員がぽかんとした顔になる。

「白桜、姉の争奪戦に弟が出るとは、もしやお前は……。いや、それは駄だ目めだぞ。男同士の恋愛はまあいいが、姉弟きようだい同士はよくない」

　焦あせったように身を乗り出した龍宝帝に、思わず目が据すわった。

「男同士も姉弟同士も、わたし的には恋れん愛あいの対象ではありません。わたしはただ、姉の身体からだを心配しているだけです。知らない男性と話をするのは、姉にとってとても負担になるのです」

　拳こぶしを握にぎり締しめて力説した。顔を心配そうに歪ゆがめるのも忘れない。

「大丈夫だ、坊ぼうや。俺が勝つ」

　自信満々な青丞だが、彼が勝つのもまた面めん倒どうな結果を生みそうだった。

　都桜は青丞に恋こいをしている。上総も二人の縁えん談だんには乗り気だ。

　青丞がまた〝里桜姫〟と会ってお見合いが成功したら、二人は早々に結けつ婚こんするだろう。

（でもそれはどうしても納なつ得とくがいかない。自分でもどうしてだって聞かれたら困るんだけど……。とにかくもう少し考える時間が欲しいんだ。時間を稼かせぐにはもうこの手しかない！）

「わたしが争奪戦に出て優勝したら、誰だれも姉に求婚する事は認めないで頂きたいのです。どうか姉をそっとしておいてください。特に青丞、これはあなたにお願いしたい。わたしが勝ったら、あなたも姉と会うのは控ひかえて頂きたい」

　目を向けると、青丞が驚おどろいた様子を見せながらも、すぐに表情を引き締めた。

「なぜ俺までも？」

「あなたはとても強ごう引いんなので、姉は疲つかれると思います。だから駄目です」

「お前に駄目だと言われる覚えはないぞ。坊や」

「いいえ、言わせて頂きます。この争奪戦であなたに勝って！」

　彼に向き直って視線を鋭するどくした。

　最初は冷たい印象しかなかったし、辛つらい言葉を投げかけられて恐おそろしくも感じていた。

　しかし大学寮りように入りともに成長する中で、彼の優やさしさや強さ、そしてまっすぐな所に尊敬の眼まな差ざしを向けるようになった。そんな彼とこうして対立するのは不本意ではあったが、秘密を守る為にはあえてそうするしかない。白桜は片かた膝ひざ立ちになって、青丞を正面から見み据すえた。

「わたしは、絶対にあなたには負けません！」

　自分の身は自分で守るしかない。覚悟を決めて拳を握り締めると、青丞も同じように片膝立ちになった。紺碧の目で睨まれると、震ふるえ上がるほど寒気がする。

「俺に意見できるとは成長したな。初めて会ったばかりの頃ころはびくびくしていたくせに。──面おも白しろい、俺も坊やに負けるつもりはない。争奪戦では正々堂々勝負しよう」

　久々に向けられた冷たい目に負けぬよう、白桜は自分自身に気合いを入れた。
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「青丞殿どの。少々よろしいかな」

　白びやつ虎こ家の屋や敷しきを後にしようとした青丞は、前方から歩いてきた上総に呼び止められた。

「いやいや、大変な事になりましたな。しかし、わしはあなたが優勝してくださると信じておりますぞ。里桜ももちろん同じ気持ちです」

　古ふる狸だぬきの笑え顔がおが作り物めいている気がしてならない。無言でいると上総がそっと声を潜ひそめた。

「もちろん、万が一あなたが優勝できなかったとしても、その時は優勝者と里桜を一度は会わせますが、二度はありませぬ。その後は絶対にその男を我が屋敷に入れる事はありませぬので、ご安心なされ。里桜が好いておるのはあなただけですからな」

　念を押すように言われて、以前から感じていた不ふ審しんの種が大きく芽め吹ぶいた。

「……負けはしません。誰だれも里桜姫と話をする事さえ許しはしないのでご安心ください」

「これは頼たのもしい。そうそう、お急ぎでなければ、里桜と話でもしていってくださらぬか」

「しかし、争奪戦で優勝しなければお目にかかれないのでは？」

「いや、それは里桜が望まぬ相手の場合。あなたと話をしたいというのは里桜のたっての願いなのです。ですからどうか、この老いぼれとか弱い孫まご娘むすめの願いを叶かなえてくだされ」

　まったくもって不可解だ。今まで一度たりとて、上総がこれほど下した手てに出た事はない。

　それにあの里桜姫が望んで自分と話をしたがっているというのも、納得がいかなかった。

「……わかりました」

　だが恋しい人に会いたい気持ちは止められず、上総に促うながされて里桜の部屋へ向かう。

「失礼する」

　声をかけて几き帳ちようを上げると、御み簾すに仕切られた奥の間から小さく「どうぞ」と聞こえた。

　間ま違ちがいなく愛いとしい人の声だった。それなのに、青丞は眉まゆ根ねを寄せる。

　声は同じだが、それはとてもか弱いものだった。気を利きかせたのか、上総が一礼して母おも屋やの方へと歩いて行った。それを見届けてから部屋に足を踏ふみ入れ、御簾の前に座る。

「先日は失礼した」

「いえ……」

　静かな声だった。じっと観察するように見つめると、それ以上の答えは返ってこなかった。

「争奪戦の話は聞きましたか？」

「はい」

「……どう思いますか？」

「どう、というと？」

　やはり違ちがう、と心が叫さけんだ。声も話し方も愛しい里桜姫ひめなのに、話の調子がどうもおかしい。

　感覚的な事なのでうまく言えないが、里桜姫に問いかけると、思いもよらない答えがぽんぽん返ってくる。それが面白いのに、今は投げかけられた言葉にも満足に答えられていない。

「いや、もういい」

　ため息をつきたくなった。以前の里桜姫と話していた時は心が弾はずむようだったのに、今の彼女と話すのは、言葉は悪いがとても〝退たい屈くつ〟だ。

　青丞が争奪戦に参加すると決めたのは、これが原因の一つでもあった。

　本当は上総があれだけ乗り気なら、求きゆう婚こん者達を押しのけて彼女を妻にする事は可能だ。

　親の七光りと言われるのは業ごう腹はらだが、愛しい人の為に浴びる罵ば声せいならば我が慢まんもしよう。

　しかし、当の里桜姫がすっかり以前の彼女と変わってしまった。

　この変わり様は何なのか、ただ単に自分の気のせいなのか、もしくは本当に彼女の体調が悪くていつもの調子が出ないだけなのか、確かめる時間が欲しかった。

　争そう奪だつ戦なんて愚おろかだとは思ったが、時間稼ぎにはぴったりだ。

「里桜姫、あなたは以前と少し違うような気がするが、どうかしたのか？」

　まずは単刀直入に聞いて、相手の様子を見る事にした。

「いえ、それはその……。身体の調子が少し悪いので」

「具合が悪いなら、あまり無理はしない事だ」

「はい……」

　部屋に入ってから、退屈さは増すばかりだ。今までは一度もこんな事はなかった。

　はっきり言うなら、御簾の奥にいる彼女とこれ以上話したいとは思えなくなっていた。

「……俺はこれで失礼しよう。争奪戦の準備もあるので」

　さっさと腰こしを上げようとした。いろいろと探さぐるつもりだったが、はいやいいえなどの当たり障さわりのない事しか言えない人形のような女性に質問する事はもうなかった。

「あっ、お待ちになって。青丞様」

　立ち上がって背を向けると、御簾の奥から切なそうな声が響ひびいた。

　何度も通っているが、帰ると言って引き留められたのは初めてで、やや目を見開く。

「何かご用か？」

「いえ、あの、その……」

　もごもごと話す女性はあまり好みではない。すうっと気持ちまで冷めていく気がした。

　そこへ勢いよく襖ふすまが開き、紅の瞳ひとみをつり上げた白桜が大おお股またで入ってきた。

「何をしているのですか、争奪戦が終わるまで姉と会うのは控えてください！」

「俺もそう思ったが、上総殿どのがぜひにと言われてな」

「ええ？　おじいさま、よけいな事を……。とにかくお帰りください。姉は疲れているので」

　ぐいぐいと背中を押されて、そのまま部屋を後にする。

　変わったといえば、白桜もそうだった。争奪戦で向けられた敵意の眼差しには驚いたものだ。

　彼はいつもは素す直なおなのだが、姉の事になると人が変わったようになる。

　しかし……と青丞は心の中で呟つぶやいた。

　いくら姉思いでも、弟の立場で争奪戦に参加するだろうか？

　里桜姫の部屋の外に追い出されるように移動して、ようやく白桜と向き合った。

　彼は顔をやや赤らめていて、怒おこっているようだ。それだけ姉が心配なのかもしれない。

　青丞はふと、里桜姫の事なら、弟の白桜が一番よく知っているのではと思いついた。

「坊や、少し聞きたい事がある。里桜姫は最近どうも様子がおかしくないか？」

　問いかけてみると、彼の顔が明らかに焦あせりの色を見せた。

「お、おかしいわけないでしょう。姉は姉です」

「確かに声は里桜姫だが、どうも話がかみ合わないのだ。俺の知っている彼女は、とても元気が良くてはきはき物を言う女性だ。しかし今の彼女はただの引っ込み思案の姫ひめ君ぎみだ。声にも覇は気きがない。彼女は以前の彼女と違う」

　はっきり言い切ると、白桜がなぜか息を吞のんで頰ほおを赤らめた。

　こちらを見つめる紅の瞳には、嬉うれしいような戸と惑まどっているような複雑な色が浮うかんでいる。

　とっさに口を開こうとした白桜が、慌あわててそれを閉じて唇くちびるを嚙かみ、俯うつむき加か減げんになった。

　青丞は思わず我が目を疑った。

　はにかんでいるようにも見える白桜の様子が、まるで可か憐れんな少女のように思えたのだ。

「……男のくせになんて顔をしているんだ」

　動どう揺ようするなんて自分らしくなかった。常に冷静でいられるように、心を鍛きたえている。

　白桜がすぐにその顔を隠かくすように片手で覆おおって、小さく首を振ふった。

「……今日はお帰りください。姉とは争奪戦が終わるまで話さないでください」

　同じ事を繰くり返す白桜にも、ふと疑問がわいた。以前から感じていたが、白桜が里桜姫の事を話す時は、いつもどこか様子がおかしい。焦ったり困ったり慌てたりとせわしなくなる。

　まるでそう、二人の間に、何か『秘密』でもあるかのように。

　そう考えていると、以前朱咒が話していた事が頭をよぎった。




〝白桜には、秘密がある〟




　今までは他人が隠しておきたい秘密なら、無理に暴あばこうなんて悪あく趣しゆ味みはなかった。

　他人の事など興味はない。白桜に対してもそのつもりだったが、彼の秘密とやらが今回の里桜姫の突とつ然ぜんの変へん貌ぼうに関かかわっているような気がしてならなかった。

　もちろん、それはただの勘かんだ。だが自分の勘はよく当たると、青丞は知っていた。
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　鵬玄は、白びやつ虎こ家の屋や敷しきの中を白桜を探して歩いていた。

　どうやら里桜姫という白桜の姉を巡めぐって、争奪戦とやらが開かい催さいされるらしい。

　さきほど恐おそれ多くも龍宝帝がいらっしゃって、そう宣言されていた。それにはまったく興味がないが、終われば求婚者達が屋敷に詰つめかける事もなくなると聞いてほっとしていた。

　求婚者達がいなくなれば、この屋敷の警護を一手に引き受けている鵬玄の肩かたの荷も、下りるというものだ。それに何より、白桜に警護の手伝いをさせるのが忍しのびない。

　なぜなら、彼女は『女』なのだから。

　その秘密を知ったのは、たまたまだった。

　白桜が噓うそをついて白虎家の跡あと取とりを名乗っている事を、龍宝帝に告げるべきか黙だまっているべきか悩なやんだ。だがもし本当の事が知られたら、白桜は死罪になってもおかしくはない。

　結局、白桜が男でも女でも大切な友には変わりないと気付き、黙っている事にした。

　白桜に秘密を知っていると告げるつもりもなかったので、今まで通り男同士のつきあいをするつもりだったが、やはり危険な仕事をさせるのは嫌いやだった。何日も睡すい眠みん不足の生活が続いているので、今夜の警護だけは何とか休ませたくて説得しようと探しているのに、なかなか見つからない。鵬玄は仕方なく、姉の里桜姫の部屋へと足を向けた。

　おそらく彼女の所だとは思ったが、部屋の前で立ち止まったまま声をかけられないでいた。

　白桜から、なるべく彼女には近づかないでほしいと言われていたのだ。絶世の美び姫きらしい里桜姫を見てみたいという気持ちはないでもないが、大親友の頼たのみを無視するつもりはない。

　白桜が実は女だと知ってから、いろいろと迷いもしたが、見守って助けようと決めたのだ。

「……困ります、姉上」

　部屋の前でどうしようかと悩んでいると、中から小さな声がした。間ま違ちがいなく白桜の声だ。

　やはりここだったかと声をかけようとしたが、その後に聞こえた声に目を見開く。

「ごめんなさい、どうしても青丞様に一目お会いしたくて」

　か弱い口調だが、声は白桜によく似ていた。さすがに姉弟きようだい……いや姉し妹まいだ。

「秘密を守る為ためにも、あまり青丞には会ってほしくないんです」

　何やら深刻な白桜の声だった。どうも大事な話をしているようだ。

　邪じや魔まをするようで声をかけるのは気が引ける。また出直そうかと考えた時だった。

「でも私は青丞様をお慕したいしているの。あなたの代わりに青丞様とお見合いした時に、心を奪うばわれてしまったの。私があなたのふりをしてあの方と結けつ婚こんすれば、秘密がばれる可能性は少なくなるのでしょう。里桜」

　ん？　と眉まゆ根ねを寄せた。今の二人の会話はどこかおかしかった。

「私はあなたの役に立ちたいの。だってあなたは、私の病気に効く異国の薬を手に入れる為に、男のふりをして頑がん張ばってくれている。私はそんなあなたを見ているだけなんて嫌だわ」

「…………！」

　声に出すのは何とか堪こらえたが、思わず息を吞んだ。

　白桜の男装にはそんな事情があったのかと、初めて知って愕がく然ぜんとしていた。なぜ男のふりをしているか疑問だったが、まさか本人に聞くわけにもいかず、ずっと気になっていた。

　そういう理由ならば、白桜が周りを騙だましてでも男のふりをしているのにも納なつ得とくがいった。

　白桜の秘密を公表しないでよかったと思う。

　改めて姉を守る為に、男のふりをして危険な橋を渡わたる白桜を見直した。そしてそんな事情があるのなら、秘密が絶対にばれないように、これまで以上に協力するべきだと心に誓ちかった。

　そう決心した鵬玄だったが、さきほどから気になっている事がもう一つあった。

　どうして『姉』は白桜の事を『里桜』と呼ぶのか。

　その答えは薄うす々うすわかっていたが、確かく認にんする為にも耳をすませた。

「私は青丞様が好き。妻になりたいと思っているわ。それであなたも秘密がばれる可能性が低くなるなら、その方がいいのではなくて？　だけどおじいさまからお聞きしたけど、争そう奪だつ戦にあなたも参加するのでしょう。どうして？　青丞様が優勝した方が何もかも丸く収まるのに」

「……男のふりをしていますが、それは遠とお縁えんの男子が跡取りになれる年ねん齢れいに達するまでです。それがすぎたら白桜は死んだ事にして、女に戻もどるつもりです。つまり、『里桜』に」

　その言葉で、鵬玄はすべてを悟さとった。

　今話題の月の姫君とは、白桜の事なのだ。おそらく姉は、代わりをしているだけだろう。

「だから、それまでは独身でいたいのです。姉様が里桜の名で結婚してしまったら、わたしは女に戻った時に自分の名を名乗れません」

　声には悲痛な響ひびきが混じっていた。白桜の気持ちが痛い程ほど伝わってくる。

　しばらくの沈ちん黙もくの後、再び声が聞こえてきた。

「……わかったわ。あなたがそう言うのなら。……でもね、里桜。これだけはわかってほしいの、私は、青丞様が本当に好きなの」

　震ふるえるような声だが、強い意思を感じた。白桜が息を吞む気配が伝わる。

「こんなに殿との方がたを好きになったのは初めて。それにおじいさまは青せい龍りゆう家と縁えんを結びたがっておられるわ。だからあの方が優勝して再び私の前にいらっしゃれば、その時は……」

　弱々しく聞こえるが、それでも彼女なりの決意が込められているのが伝わってきた。

　白桜は何も言えないらしく、無言でいる。

　鵬玄はそっと足を忍ばせて、その場から離はなれた。

　そしてようやく誰だれもいない庭の片かた隅すみに立って、大きく息をつく。

「『白桜』が『里桜姫ひめ』だったのか……！　そして今あの場にいた彼女が白桜の姉で、里桜姫のふりをしている。つまり、先日青丞とお見合いしたのは、白桜の姉の方だ」

　とてもややこしい話ではあるが、彼女達の会話から察するに大筋当たっているだろう。

　しかし噂うわさで聞いた所によると、青丞は何度も里桜姫と会っていて、ようやくお見合いにこぎつけたらしいのだ。そのお見合いで青丞を〝ふった〟里桜姫はそうとうの美姫なのだろう、それが今回の騒そう動どうの発ほつ端たんになった噂だった。

　だが彼女達の会話から察するに、お見合い以前に青丞が会っていたのは……。

「女の姿に戻った白桜……なのか？」

　二人が会っている姿を想像すると、なぜか頭に血が上った。

　自分も知らない親友の本当の姿を青丞は知っていて、あまつさえ恋こいをしていた。

　鵬玄から見て、白桜と青丞は仲がいいと思う。白桜は青丞に懐なついているし、青丞は迷めい惑わくそうな態度だが、よく面めん倒どうを見ている。外見は男同士だから、それは美しい友情だと今まで思っていた。しかしあの二人が男女として、密ひそかに会っていたとしたら話は別だ。

　もちろん青丞は白桜の秘密は知らないだろう。彼の白桜に対する態度は完全に男としてのものだ。しかし、白桜は女として青丞に会い、いったいどんな気持ちでいたのだろうか。

「そんな……！」

　思わず力が抜ぬけて片かた膝ひざをついてしまうほど、動どう揺ようしていた。白桜が女の姿で青丞と会っていた。そして青丞は里桜姫、つまり白桜に恋をしている。

　青丞は男の自分から見ても立派な青年だ。

　冷たい所はあるが、常に筋の通った言動で感心する事も多い。

　そんな青丞に、もし白桜が友人以上の気持ちを抱いだいたとしたら……。

　そう考えただけで、途と端たんに息が苦しくなった。思わず襟えりを摑つかんで握にぎり締しめる。

　白桜と青丞の事を考えるだけで、胸が焼け付くような痛みに襲おそわれるのはなぜなのか。

　その理由は、この時の鵬玄にはまだわからなかった。
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　帝みかども参加するという事で、里桜姫ひめ争そう奪だつ戦が開催される事は光の速さで国中に広まったようだった。白桜は屋敷に訪おとずれる客人や商人、そして大だい内だい裏りで会う人々全員に、里桜姫はどれほど美しいのか、争奪戦では何をするのかと聞かれて、答えに窮きゆうしていた。

　大内裏の大広間で、机に向かって正座していた白桜は、どうしてこんな事になってしまったのだろうとため息をつく。

「浮うかない顔だね。知力勝負の試験がうまくいかなかったのかい？」

　声をかけてきたのは朱咒だった。たった今、争奪戦の予選が終わったばかりだ。

　最初の段階では、数百人の参加希望者がいたらしい。だが龍宝帝が参加すると発表された後、さすがに臆おく病びよう風かぜに吹ふかれたのか辞退者が相次ぎ、予選に参加したのは二百人ほどだった。

　その全員が如月が作成したという、政治経済や計算に文章力などの試験を受けていた。

「いえ、試験はまあまあだったと思います。大学寮りようの時に猛もう勉べん強きようしましたし。それより参加者がこんなに残った事に驚おどろいてます。主上が出ると聞いたら、もっと人数が減ると思ったのに」

　周りを見回すと、帝に青龍家の青丞に朱雀すざく家の朱咒、右大臣家の大雅もいる。

　それ以外でも、都では誰もが知っているような有名人が揃そろっていた。

「主上がこの件に関しては身分は関係ないと断言されたからね。それに優勝したら、都一の美姫、里桜姫と会えるだけでなく、出世も約束すると仰おつしやった。家いえ柄がらが良くても、次男三男は高い地位を望むのは難しいから、これを機に成り上がろうという男達も参加したみたいだ」

　龍宝帝の采さい配はいが、白桜の思おも惑わくとは逆の方向にばかり事を進めているような気がしてならない。白桜は肩かたを落とした。

「この予選で成績優ゆう秀しゆう者の十名に絞しぼるって聞きました。その十名で本戦を行うと。それにしてもこれはもう国をあげての大行事ですよね。何でこんな大げさな事に……ん!?」

　広間の片隅で立ち上がった大おお柄がらな男を見て、我が目を疑った。

「鵬玄！」

　慌あわてて駆かけ寄ると、彼が慌てたようなそぶりを見せて、なぜか目をそらした。

「どうしているんだ？　争奪戦に参加するつもりか？」

　鵬玄はまったく里桜姫に興味を持っていないようだった。だから彼の姿を予選の会場で見るとは思ってもいなかった。鵬玄は一つ息を吐はいて、ゆっくりとこちらに目を向ける。

「ああ、俺も争奪戦に出る。──お前は姉上を煩わずらわせたくなくて出るのだろう？　俺もその手助けがしたいんだ」

　やや視線が泳いでいるのが気になったが、その心強い言葉は胸を打った。

「本当に？　ありがとう！　鵬玄」

　思わず彼の手を握った。

　びくっと身体からだを震わせた鵬玄が、目を白黒させている。それがなぜかはわからなかったが、喜びに溢あふれていた白桜にとっては、今は彼への感謝を伝える事で精いっぱいだった。

「本当は一人で不安だったんだ。だけど鵬玄がいてくれたら、すごく心強い。──鵬玄と親友になれてよかった。本当によかった。……男同士の友情って素す晴ばらしいな。帝に逆らう事になるかもしれない戦いに、友の為ためを思って参加してくれるなんて！」

　感動のあまり、目がうるうるとした。その目で見上げると、鵬玄の顔が引きつった。

「どうしたんだ？　鵬玄。慌てているように見えるけど」

「いや、何でもない！　決して後ろめたいとか、そういう事ではないぞ。お前の事を心配するのは、友だからだ。そうだ、そうに決まっている！」

　まるで自分に言い聞かせてでもいるかのように繰くり返す鵬玄に、首を傾かしげた。

「どうかしたのか。すごい汗あせが出てるけど」

　不思議そうに見つめると、鵬玄がはっとしたようにこちらに向き直る。

「大だい丈じよう夫ぶだっ。とにかく、俺は大丈夫だから。心頭滅めつ却きやくすれば大丈夫だから！　とりあえず、ちょっと外の空気を吸ってくる」

　慌てたようにきびすを返し、まるで逃にげるようにその場を後にした。

　おかしいと思いつつも、彼が参加してくれる事には、本当に感謝していた。

「でもよく考えたら、これで帝と四神の跡あと取とり全員がこの争奪戦に参加するわけだよな」

　これでまた世間が大おお騒さわぎするのが目に見えるようだ。ちらりと広間の正面を見ると、龍宝帝と青丞が話をしていた。正々堂々と戦うとの言葉通り、この試験を龍宝帝も受けたようだ。

（主上も青丞もだけど、みんなやる気満々の顔をしているな。里桜姫はただの幻まぼろしなのに……）

　真実を知っていても口に出せない辛つらさに心を痛めていると、ふわりといい香かおりがした。

「白桜。ひどいよ。私と話をしている途と中ちゆうだったのに鵬玄の所に行くなんて……」

「同じ手は何度もくいません！」

　素す早ばやく右みぎ隣どなりに避よけた。すると、背後から抱きつこうとしたのだろう朱咒が、勢い余って前のめりに倒たおれ込もうとする。何とか転ぶのだけは避さけて、恨うらめしそうにこちらに目を向けた。

「もうちょっとで抱きつけたのに……こっそり忍しのび寄ったつもりだったのによくわかったね」

「忍び寄っても香りでわかるんです。あなたがまとっている香こうは、とてもいい香りなので。……それより突とつ然ぜん抱だきつくのはやめてください！」

　腰こしに手を当て仁に王おう立ちになり、精いっぱい怖こわい顔をすると、朱咒が口を尖とがらせた。

「愛の抱ほう擁ようなんだから、そう怒おこらなくてもいいだろう。最近可愛かわいくないよ。以前は素す直なおに抱きつかせてくれたのに」

「素直にではありません。ふいを突かれて避けられなかっただけです。そうそういつまでもあなたの思う通りにはさせませんから」

「つまらないな。白桜は身体が柔やわらかくて、まるで〝女の子〟みたいに抱き心地ごこちがいいのに」

　またしても女の子を強調されて、顔が引きつりそうになった。だが何とか堪こらえて、足を開いて腕うで組ぐみをする。この恰かつ好こうが一番男らしく見えると、鏡を見ながら練習して知っていた。

「身体が弱いせいで運動がなかなかできないから、筋肉がつかないのです。……それより、ずっと聞きたかったんですが、どうしてあなたまで争そう奪だつ戦に出るんですか？」

　何とか話を変えると、朱咒がにこやかに肩を竦すくめた。

「昨日も言ったけど、面おも白しろそうだろう？　美しい里桜姫にも興味があるし。それにどうも君は里桜姫に誰だれも会わせたくない様子なんだよね。君が彼女を隠かくそうとすればするほど、彼女の〝正体〟を暴あばきたくなるのだよ」

　今度は正体を強調した朱咒に、息が止まりそうになる。

　朱咒は普ふ段だんひょうひょうとしてふざけてばかりいるが、この国で一番賢かしこいのは確かだ。

　大学寮に入学した時も、彼は博士はかせとして教える側だった。その授業はわかりやすく、大学寮の他ほかの博士達が辞やめないでくれと泣いて頼たのんだほどである。その彼が、含ふくんだ言葉を自分に向けてくるのが気になって仕方ない。朱咒が耳元に口を寄せてきた。

「これは絶好の暇ひまつぶしだよ。君と一いつ緒しよにいる理由もできるしね。君の『秘密』を暴いて証しよう拠こを摑みたい。今までは邪じや魔まが入ってうまくいかなかったけど、今度こそ覚かく悟ごしてくれ」

　その言葉に寒気すら覚える。彼は秘密の匂においを嗅かぎつける猟りよう犬けんのようだ。

　理路整然と詰つめ寄られたら、言い逃のがれは難しい。

「じゃ、本戦で会おう。私はもちろん予選一位で通過しているけど、君だってあのくらいなら十位以内には入れるだろうから」

　余よ裕ゆうの笑えみを残し立ち去る朱咒の背中を見送りつつ、白桜は額に汗をかいていた。

（青丞が勝ったら姉様と彼が結けつ婚こんしてしまう。それはまずい！　だけど、主上が勝つのもまずい。勘かんの鋭するどい方だから、里桜姫ひめと会ったら秘密に気付いてしまうかも。朱咒は秘密を暴く気が満々だし……！）

　考えれば考えるほど、状じよう況きようは複雑だ。将来女に戻もどった時には、どうあっても里桜の名に戻りたい。しかし都桜がこのまま里桜として青丞と結婚してしまったら、さすがにその名は名乗れなくなる。自分の名前と秘密を守る為にも、ここはどうあっても勝つしかない。

　改めて考えると、今まで信しん頼らいしていた四神の跡取り達と、今回は敵同士だった。彼らの有能さを知っているだけに、恐おそろしさもある。しかし白桜は心を強く持って、拳こぶしを握り締めた。

「いいや、誰が敵であっても負けるものか！　自分自身を守る為にも争奪戦に勝ってやる！」

　その言葉を胸に、白桜は広間を出ようと大きく一歩を踏ふみ出した。
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「何でこんな所で本戦をやるんだろう」

　朱咒の予想通り、無事予選をくぐり抜ぬけた白桜が、指定された本戦の会場へとやってきて一番に抱いだいた感想はそれだった。目の前にあるのは、都の外れにあるさびれた寺だ。

　かなり大きな寺ではあるがまったく手入れされておらず、今にも朽くち果てそうだった。

　予選を勝ち抜けた者だけに案内状が届き、ここに集まるよう指示された。

　しかも、落選した者が妨ぼう害がいを企たくらんでいるという情報があったらしく、本戦が行われる日時と場所は、絶対に漏もらすなと注意書きまであった。

　どんどん話が大げさになっているとため息をついていると、背後から声が聞こえた。

「悪あく趣しゆ味みな場所だ。主上の悪趣味にぴったりといえばそうだが」

　振ふり向むくと、荷物を抱かかえた青丞が寺へと続く階段を上ってくる所だった。

「おやおや、予想通りの出場者だね。面白みがないな」

　青丞の後ろからやってきたのは、すました顔の朱咒だ。その後ろには鵬玄の姿も見える。

　四人並んで寺を見上げると、朱咒がわくわくした様子で声を弾はずませた。

「主上は面白い場所で本戦を行われるのだな。ここは都でも有名な幽ゆう霊れい寺で……」

「ええっ、幽霊寺!?」

　思わずひっと息を吞のんだ。幽霊なんて一度も見た事はないが、いないとは絶対に言い切れないと思っている。そしてできたら一生会いたくない存在だった。

「そうだよ。この寺は陽真乙国ができた頃ころからある由ゆい緒しよ正ただしい寺なんだけど、もうずいぶんと住職がいなくてね。取り壊こわそうと何度もしたらしいんだけど……」

　朱咒の声が、急におどろおどろしくなった。

「そのたびに作業する者達が怪け我がしたり命を落としたり。その内、住職や子供の幽霊が出たと、みんな騒さわぎ出してね」

　ぞっとする話に震ふるえ上がった。朱咒もさも恐ろしいと言わんばかりに表情を歪ゆがめている。

「それで結局、この寺には誰も手を出せなくなったそうだ。その後も寺の境けい内だいでは夜な夜な、幽霊達がお経きようを上げる声が聞こえてきて……」

（ひぃぃぃぃぃ！　やめてくれ！）

「おい、いい加減にしろ。坊ぼうやが真っ青になっているだろう」

「そうだぞ。幽霊などいるわけがない。もしもそんなものがいたら、俺が叩たたき切ってやる」

　青丞と鵬玄の頼もしい言葉にほっとする半面、そんな噂うわさのある寺に入るのは抵てい抗こうがあった。

　しかしここで立ち止まるわけにはいかない。

（絶対に争奪戦に勝つんだ！　そうしないと、わたしは二度と里桜の名を名乗れなくなるかもしれない。しかももっと悪い事に、秘密がばれてしまうかもしれないんだ。そんな危険はおかせない。……よーし、頑がん張ばるぞ！）

　心の中で気合いを入れて、白桜は青丞達と一緒に寺の門を潜くぐった。
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　寺の境内はかなり荒あれていた。白桜がぐるりと辺りを見回すと、草は生え放題で池なのか大きな水たまりなのかわからないものが境内の片かた隅すみにあった。

　三つある建物は、おそらく本堂と母おも屋やと蔵くらだろう。建物の大きさだけは白びやつ虎こ家と変わらないほどだったが、今にも倒とう壊かいしそうなほど斜ななめに傾かたむいていた。境内にある大きな鐘かねは外されていて、地面に転がっている。その上やたら大きな木が生おい茂しげり、昼間なのに辺りは薄うす暗ぐらかった。

　不気味な烏からすの鳴き声が辺りに木霊こだまして、正直長居はしたくないような雰ふん囲い気きだ。

「よくいらっしゃいました。あなた方が最後のご到とう着ちやくです」

　表情一つ変えずに出で迎むかえたのは、如月だった。龍宝帝の一番の側近でお守もり役の彼は、こんな所まで連れて来られたせいか、不ふ機き嫌げんな雰囲気を全身から醸かもし出している。

「予選の知力勝負を突とつ破ぱしただけあって、やはり都の名だたる知ち恵え者が残ったようだね」

　朱咒が境内の真ん中に集まっている男達に目を向けた。そこには五人の若者がいる。

　その中で知った顔は、右大臣家の息子むすこだという大雅だけだった。

「そんなに知恵者揃ぞろいなんですか？」

　問いかけると、朱咒が珍めずらしくまじめな顔で頷うなずいた。

「ああ、あそこにいるやや小太りな方は、大学寮りようの頭の子息だ。去年の大学寮の試験で一位をとったらしい。あの背の高いのは大おお蔵くら省しようの卿の次男で、計算力だけで限定するなら、私も苦戦するほどの方だ」

　自信家の朱咒がそこまで言うとは驚おどろきだった。

　それほど集まった参加者達が優ゆう秀しゆうだという事に他ならない。朱咒が庭の左手に目を向けた。

「あの口元にほくろがあるのが式しき部ぶ省しようの中ちゆう判はん事じ。彼は、三年前の官かん吏り登用試験で次席だったんだ。それから、典てん薬やく寮りようの典てん薬やく博士はかせもいるな。彼は古今東西の薬草に通じていて、いわば薬に関して言えば天才なんだ」

　次々と出てくる役職と、その子息だか次男だかの彼らを覚えるだけで一苦労だ。

　最後に朱咒が目をやったのは、屋や敷しきにも来ていた大雅だった。

「そしてあそこの色男は、右大臣の息子で一昨年おととし大学寮を首席で卒業し、すでに宮く内ない省しようでも大だい丞じようの位を頂いている方だ。大だい内だい裏りの若手では、出世株の一人だ」

　堂々とした態度の大雅は、男達と談だん笑しようをしていた。

　だが視線に気付いたのかこちらに目をやり、不敵に微笑ほほえむ。

「これはこれは青丞殿どの。遅おそい到着で。帝みかどの子息ともなると悠ゆう長ちような態度でも許されると見える」

　言葉にとげがあって、不快な気持ちになる。

　しかし青丞は特に気にした様子もなく、持っていた扇せん子すを拡ひろげて口元を隠した。

「大雅殿はお早いようだ。お暇ひまなのだな。……ああ、そういえば今は謹きん慎しん中だったかな」

　その一言が気に障さわったらしく、大雅が顔色を変えた。

「この！　誰だれのせいで……！」

　こちらに向かってくる大雅を止めるように、如月が一歩前に出た。

「大雅殿、私は主上より、この争そう奪だつ戦において不正などがないか見守るよう指示を受けております。騒ぎを起こすなら失格に致いたします」

「そうだぞ。ここで主上のご機き嫌げんをとって謹慎を解かねば、せっかくの出世街かい道どうが閉とざされてしまうぞ。騒ぎは起こさない方がいい」

「青丞……！　いいか、里桜姫に会うのはこの俺だ。お前になど絶対に負けないからな！」

　怒いかりの声を上げて指を突つきつけた大雅に、青丞は薄うすく笑った。

「それは楽しみだ。せいぜい頑張れ」

　一いつ触しよく即そく発はつの雰囲気に戸と惑まどっていると、朱咒がそっと耳元に口を寄せた。

「あの二人。いろいろとあってね。今ちょっと仲が悪いから近づかないように」

　なぜだろうと問い返す暇もなく、寺の庭に面した廊ろう下かに龍宝帝が姿を見せた。

　身軽な狩かり衣ぎぬに身を包み、ご機嫌な表情の彼は、集まった男達をじっくりと見回した。

「よく参ったな。私を含ふくめて、お前達十人が予選を勝ち抜いた者達だ。私もしばらく学問から遠ざかっていたから、予選の知力勝負では苦労したが、どうにか合格できてほっとしている」

「……落ちればよかったのに」

　とてつもなく不敬な事を呟つぶやいたのは如月だ。だがその気持ちはわからないでもない。

（如月様からしたら、こんな所で主上の警備をするなんて迷めい惑わく以外のなにものでもないよね。できれば予選敗退して大内裏で大人しくしていてほしかったはず。そういえば、試験を採点したのも如月様だって聞いたな。……という事は、主上は実力で合格点を取ったんだ）

　心のどこかで、主上がまじめに試験を受けたのかと疑問があった。

　しかし如月こそ、誰よりも龍宝帝の不合格を望んでいたはずだ。

　それでも彼がここにいるという事は、本当に正々堂々と試験を受けて合格したに違ちがいない。さすがに如月も、不正をしてまで龍宝帝を不合格にはできなかったのだろう。

　それにしても、帝の気まぐれでこんな所まで来なければならなかった如月と、寺の外を警備している衛兵達が気の毒でならなかった。

「知っている者も多いと思うが、この寺は都一の幽霊寺として有名な所だ」

　呆あきれてしまうほど、とてつもなく龍宝帝の機嫌がよかった。

「どうして、あんなに嬉うれしそうに仰おつしやるんだろう」

　呟くと、近くにいた如月が恨うらめしそうな声を上げた。

「主上は昔から、幽霊にものすっごく興味があるのです。口くち癖ぐせのようにこの幽霊寺にも来たいと仰っていたのですが、私達が必死でお止めしていました。何かあったら大変ですから」

「ほうほう、なるほど。今回の事はここに来たいという主上の長年の夢を叶かなえる為ためでもあるわけだ。争奪戦と合体させて自分の夢まで叶えてしまうとはさすが主上！」

「朱咒。そこは褒ほめる所ではないです！」

　注意すると、朱咒が苦笑した。廊下の方では龍宝帝が話を続けている。

「──しかし幽ゆう霊れいとは何と素す敵てきな響ひびきだ。この世ならざるものを一度でいい。見てみたい！」

　拳こぶしを握にぎり締しめて力いっぱい宣言した龍宝帝に、如月が冷静な声を発した。

「主上、話がずれてます。ここに来たのは幽霊に会う為ではありません」

「ああ、すまなかった。……では、争奪戦の話に移ろう。実はこの寺は幽霊寺として有名ではあるが、もう一つ隠かくされた伝説がある場所なのだ」

　こほんと咳せき払ばらいした龍宝帝が、参加者達に向き直った。

「その伝説とは……『月の勾まが玉たま』だ」

　辺りがざわっとした。青丞と鵬玄が顔を見合わせて難しい顔をしている。

「月の勾玉ってなんですか？」

「知らないのか、坊や。さすが田舎いなか者だな」

　きつい事を言いつつも、青丞はそっと声を潜ひそめて話を続けてくれた。

「月の勾玉とは、正確には空から落ちてきた虹にじ色いろに輝かがやく〝石〟の事だ。以前発見されて、数代前の帝に献けん上じようされた。当時の帝はその美しさをいたく気に入り、それで国印を作ったそうだ。後にも先にも石が見つかったのはその一つだけで、つまりそれほど貴重な石という訳だ」

「そう、青丞の言う通りだ」

　どうやら話が聞こえていたようだ。龍宝帝に声をかけられて、慌あわてて背筋を伸のばした。

「伝説によると、月の勾玉は月から落ちてきた石だ。最初は装そう飾しよく品として使われていた為、勾玉と呼ばれるようになった。その石で作られた大内裏にある国印は、まさしく虹色に輝く美しいものだ。この国に月の勾玉はそれ一つしかない──と言われていた」

　龍宝帝がそこでにやりと笑った。

「だが実はこの幽霊寺には、その月の勾玉がもう一つあるという伝説があるのだ。──そこでだ、みなに問いたい。その月の勾玉は、月の姫ひめ君ぎみのように美しいと言われる里桜姫への贈おくり物として、ふさわしいと思わないか？」

　おおーっと周りから興奮したような歓かん声せいが響いた。龍宝帝が満足げに頷く。

「だが大内裏にある月の勾玉は、もう印として加工されてしまっている。つまり、この国で月の勾玉がある可能性があるのはここだけだ」

　龍宝帝がもったいぶったように片目を瞑つぶり、人差し指を立てた。

「みなの者、考えてみよ。里桜姫への贈り物は、彼女の心を摑つかむほど美しくて、だがどんなに財力や地位があっても簡単には手に入らない物が良いと思わないか。その月の勾玉を、月の姫君に進しん呈ていするのは、なかなか趣しゆ味みがいいと私は思うが」

　参加者達がざわついた。自信ありげな表情で叫さけんだのは大雅だった。

「はい。都一の美び姫きへの手て土産みやげですから、そう簡単に手に入れられるものでは恥はずかしいです。月の勾玉ならぴったりかと」

（月の姫君とか都一の美姫とか、見た事もないくせになぜそんなに話を大きくするんだ!?）

　啞あ然ぜんとしている間に、大雅の隣となりにいる男達も頷いた。

「ええ。里桜姫はこの国一番の絶世の美姫ですから。それにふさわしい贈り物でなければ」

「そうだろう、そうだろう。里桜姫は月より舞まい降りし乙女おとめなれば、この国だけではなく、生きとし生けるものすべての頂点に立つほど美しい……」

　あまりの美び辞じ麗れい句くに、さすがに恥ずかしくなった。慌てて龍宝帝に向かって首を振ふる。

「さすがにそれは言い過ぎだと思います。姉はそれほどの美姫では……うっ」

　慌てて口を挟はさんだものの、盛り上がっている龍宝帝と大雅達に睨にらまれて、思わず唸うなった。

「とにかく、それほどまでに美しい里桜姫に贈る物は、伝説と言われる宝物でなくてはならない。そこでだ」

　ようやく美辞麗句を止めて本題に戻もどった龍宝帝が、袂たもとに手を入れ、一枚の紙を取り出した。

「この寺のどこかにある月の勾玉を探し出そうと思うのだ。実はここに私が独自に手に入れた、月の勾玉を発見したというこの寺の住職が描かき残した地図がある」

　龍宝帝が手にした紙を掲かかげると、またしてもおおーっとどよめきが起こった。

「おそらく月の勾玉の在処ありかを記していると思うのだが、これはなかなかに謎なぞの多い地図だ。今までもいくたの者達がこの地図に挑いどんだが、謎を解いた者はいなかった」

　龍宝帝が参加者達を一人一人じっくりと見み据すえた。

「今流行の絵物語に出てくる月の姫君には、贈り物をする男達が出てくる。彼らは失敗に終わったり不正をしたりして、月の姫君の心は手に入れられなかった。だが、我々は違う」

　声に気合いがこもっていた。参加者達はみんな、魅み入いられたように龍宝帝を見つめている。

「この何百年も解けなかった謎を解き、月の姫君に贈るにふさわしい月の勾玉を見事探し出してみせようぞ。それができた者こそ、絶世の美姫、里桜姫と話をする権利を得られるのだ！」

「「おおーっ」」

（うわっ。さすが主上、話も人の心を摑むのもうまい！　すっごく盛り上がってる！）

　里桜姫とは自分の事だとこの場で唯ゆい一いつわかっている白桜は、今ひとつこの波に乗り切れなかった。啞然としていると、龍宝帝が拳を握り締めた。

「月の勾玉を探し出した者が、この争奪戦の優勝者だ。期限は明日からの三日間。優勝者には里桜姫に会う権利と、大だい内だい裏りにおいての出世を約束しよう。みなの者、知ち恵えと体力と運を使って、愛する女性の為に贈り物を探し出すのだ！」

「「お任せください！」」

　ぴったり揃そろった声を聞いて、龍宝帝が満足げに頷うなずいた。

「よし。では明日からさっそく宝探しを開始する。今日はそろそろ日が暮れるから、ゆっくり休んで明日に備えるがいい」

「お話し中、申し訳ありません！　ゆっくり休むってもしかして、ここでですか？」

　思わず片手を上げていた。いつの間にか空は橙だいだい色いろの夕日が支配している。

　さびれた寺は、いっそうおどろおどろしいものになっていた。

「もちろんだ。ここにいるのは将来の大内裏を背負って立つ逸いつ材ざいばかり。今は敵同士かもしれぬが、それは一いつ旦たん置いておいて、全員同じ部屋で寝ね泊とまりして友好を深めるように」

「し、主上！　どうしていつも友好を深める時は同じ部屋でって事になるのでしょうか。別々の部屋でも十分友好は深まると思いますが」

　帝みかどに意見なんて恐おそれ多いが、さすがに黙だまっていられなかった。こんな恐ろしげな寺に寝泊まりするのもごめんだが、彼ら全員と同じ部屋だなんてもっとごめんだ。

（今までも青丞とか鵬玄とか朱咒とかと同じ部屋で寝た事があるけど、今度はこの全員と同室だなんて！　さすがに主上は違う部屋だろうけど、それでもわたしを入れて九人いるんだぞ！　さすがにその人数の男達と同じ部屋はきつい！）

　心の叫びにまったく気付かない龍宝帝は、不思議な顔をしていた。

「相手を知るには時間がかかるものだ。別々の部屋にいたのではその時間もとれないだろう。だから私は四神の跡あと取とり達も、なるべく同じ部屋ですごすように気を配っているのだぞ」

（ありがた迷惑です！　って言いたい！　一度でいいから、思いっきり言ってみたい！）

　そんな心の葛かつ藤とうを知ってか知らずか、龍宝帝は人の悪い笑えみを浮うかべた。

「どうした、白桜。姉の為にとやる気満々だっただろう。みなと同じ部屋では何か不都合でもあるのか？　もし嫌いやならば争そう奪だつ戦は棄き権けんしてもいいのだぞ」

「い、いえ！　……みんなと一いつ緒しよに精いっぱい頑がん張ばらせてもらいます」

　項うな垂だれるしかなかった。以前は青丞や鵬玄といった気心の知れた者同士で同室だったが、今回はまったく知らない男達と一緒の部屋ですごさねばならない。

「では、この幽霊寺で、みなぐっすり眠ねむってくれ」

　晴れやかな龍宝帝の顔とは裏腹に、白桜の顔はどんよりと曇くもっていた。
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「どうしていつもいつもいつもこうなるんだろう……」

　白桜は思わず遠い目で、開いた襖ふすまの向こう側に広がる、枯かれ草しかない庭を見つめていた。

「何をしているんだい、白桜。ほらほら、早くここにおいで」

　声をかけたのは朱咒だった。うんざりしつつ室内へと目をやる。

　かなり広い畳たたみの間には、八人の男達が思い思いの恰かつ好こうでくつろいでいた。

（うわっ……。こんな光景はさすがに初めてだ。大学寮りようの時も男子寮だったけど、三人部屋だったし。こんなにたくさんの男の人と一緒の部屋なんて……）

　これから三日間は彼らと寝しん食しよくをともにするのだ。

　期間が短いのだけがせめてもの救いだが、油断はできなかった。

「白桜。どうしたんだい？　布ふ団とんを敷しいてあげたよ。さあ、早く休もう！」

　満面の笑みの朱咒は、すでに布団に入って横になっていた。

　右手を枕まくらにして横向きになり、布団をぽんぽんと叩たたいている。

「実は布団が足りないらしくてね。だから君と私が一緒に寝れば……」

「噓うそをつくなーっ」

　怒ど鳴なったのは鵬玄だ。仁に王おう立ちになって、朱咒を見下ろしている。

「布団はちゃんと人数分ある。お前と白桜は離はなれて寝ろ。そうでなければ、お前が庭で寝ろ」

「ひどいよ、鵬玄。まだ外は寒いんだよ。凍こごえてしまうよ」

「お前は寒さで凍えるぐらいの方が静かになっていい」

「鵬玄は少しばかり白桜をかまいすぎだ。いくら親友でもやりすぎじゃないのか？　ああ、わかった。鵬玄は白桜を親友以上に好き……」

　朱咒の言葉を遮さえぎるように、一気に真っ赤になった鵬玄が身を屈かがめて彼の胸むなぐらを摑んだ。

「黙れ！　この軟なん弱じやく者がっ」

「やめてください、二人とも！」

　駆かけ寄ろうとすると、背後からふんっと鼻を鳴らす音が聞こえた。

「うるさいな、四神の跡取り達は」

　振り向くと大雅だった。いつの間にか、四神の跡取り達以外の参加者達が、彼の周りに集まっている。彼らは非難するような視線をこちらに向けていた。

「どんなに騒さわいでも君達は注意されないからいい身分だな。君達四神の跡取りは、主上の覚えもめでたく大内裏でも特別扱あつかいだ」

　声や表情は冷静なものだが、言葉は悪意に満ちていた。

「今回の試験だって、本当に実力で受かったのか怪あやしいものだな。何しろ四神の跡取り達は、大学寮の卒業だって怪しかったのに、見習いで官かん吏りになっている。普ふ通つうなら大学寮に逆ぎやく戻もどりのはずだ。そんな卑ひ劣れつな手段を使える君達が、今回だけは実力で勝ち上がったとは思えない」

　大雅に同調するように、参加者達が忍しのび笑いを漏もらす。白桜は思わず立ち上がった。

「待ってください、大学寮をちゃんと卒業できなかったのは、わたしのせいです。彼らはとても優ゆう秀しゆうだったのに、わたしの失敗を庇かばったせいで、正式な官吏になる道が遠のいてしまったんです。今回の試験だって、みんな正々堂々と受けました！」

　大学寮での事を思い出す。四神の跡取り、特に青丞に恨うらみを持つ彼の弟である碧へき嵐らんに邪じや魔まをされて、白桜は騎うま射ゆみ大会で失格になった。その大会で上位の成績を取るのが卒業の条件だったが、そのせいで卒業は絶望的になったのだ。龍宝帝の計らいで見習いとして官吏にはなれたものの、正式な官吏になる為ためには更さらに帝が出す試験を受けなければならなかった。

「お前が言ってもあてにはならないな。仲間同士で庇い合っているだけだろう。お前達はどうせ徒党を組むだろうから、俺達は俺達で協力する事にした。絶対にお前達より早く、月の勾まが玉たまを見付け出してみせる！」

　宣言した大雅が、参加者達を引きつれて襖を開けた。

「では俺達は幽ゆう霊れい寺の見学をしてくる。月の勾玉も気になるが、ここは『蛇へび』が出た場所だから、何か手がかりがないか調べてみたいしな」

　その言葉には聞き覚えがあった。ふと草薙に蛇に気をつけろと言われていたのを思い出す。

「蛇……とは何なのですか？　動物の蛇の事ではないのでしょう？」

　草薙は龍宝帝が飼っている蛇だと言っていた。詳くわしい事を聞こうとしたら、知らない方がいいと言われたのだ。それからずっとその蛇の話が気になっていた。

「ふふ、あはははは」

　まじめに問いかけたのに、返ってきたのは大雅達の笑い声だった。

「なるほど、白びやつ虎こ家の白桜は田舎いなか育ちで都の常識を知らないと聞いていたが、蛇の話も知らぬとは。四神の跡取り達は仲間同士なのだろう。教えてもらうといい。では、俺はこれで」

　大雅はあざけるような笑みを残して、男達を連れて部屋を出て行った。







「右大臣家の大雅か。面めん倒どうなのが来たものだ」

　ぼそりと呟つぶやいたのは青丞だった。

　彼は部屋の壁かべにもたれかかって、書物に目を落としている。白桜は彼の前に正座した。

「大雅殿どのと何かあったのですか？　ここに来た時、もめてましたよね」

「別に。ただ、あいつは昔から俺にやたら絡からんできてうるさかった。だから少しばかりお灸きゆうをすえてやっただけだ」

　それがさきほど大雅が言っていた、謹きん慎しん騒さわぎと関係があるのだろうか。

　聞いてみたい気がしたが、とりあえず今はもっと気になる事がある。

「青丞、蛇って何の話ですか？」

「蛇はそこらの森にいる細長い生き物だ。個人的にはあまり好きではないな」

「そうじゃなくて！　どうしてみんな、蛇の話になると言葉を濁にごすんです？　草薙様に言われたんです。蛇に気をつけろって。その蛇は龍宝帝が飼っているんだって。教えてください」

　青丞が仕方なさそうに息をついた。

「……蛇とは、正式には化蛇という名で、その正体は帝が直接命令を下す内ない偵てい官かん吏りだ」

　短く的確な答えだったが、疑問だらけでもあった。

「内偵官吏って何ですか？」

　青丞が書物を閉じた。同じ部屋にいる朱咒と鵬玄は、その化蛇という名の内偵官吏の事を知っているのか、さほど驚おどろいた顔はしていなかった。

「いいか、坊ぼうや。これはあくまで噂うわさの域を出ない話だ。……都には悪い事をしても捕つかまらないよう、うまくやる奴やつが意外に多いんだ。そういう表おもて沙ざ汰たにできない事件を調べ、秘ひ密みつ裏りに処分を下す特とく殊しゆな任務を主上から与あたえられた者、それが内偵官吏だ」

　その処分というのは、もしや命を奪うばうといった血なまぐさい事ではないだろうか。

　青丞の真しん剣けんな目つきからすると、そう予想がついた。

「噂ではその内偵官吏は、化蛇という通つう称しようを使う男らしい。どんなに守りが堅かたい場所にも蛇のように入り込み、毒のある牙きばを持つ蛇のように、相手を襲おそうという」

　ぞっとするような話だった。やはり内偵官吏の仕事とは、予想通りのようだ。

「本当にそんな人物が実在するのでしょうか？　今まで聞いた事がありませんでしたが……」

「名前を聞くようになったのは、数年ほど前からだ。都の貴族達の間では、まあまあ知られている噂ではある。正体を知っているのは、直接命令を下す主上だけらしい。貴族の間では、帝みかどの機き嫌げんを損そこねると、蛇の毒にやられるぞという噂があるぐらいだ」

　青丞が息をつくと、鵬玄が話に入ってきた。

「化蛇の正体を知った者は命はないという噂もあるな。実は俺が武官だった頃ころ、主上に反感を持つ貴族達を秘密裏に調べていた事がある。証しよう拠こが見つからなくて捕まえられなかったが、ある日忽こつ然ぜんとその貴族達の首領がいなくなった事があった」

　穏おだやかではない話だった。しかもその話は、実際に鵬玄が経験した事であり、世間に流れる真否のわからない噂ではないのだ。

「今でもその男の行方ゆくえはわかっていない。その時にそばで仕えていた奉ほう公こう人に話を聞いたが、その男が姿を消した時、何やら争う声が聞こえたとか。そしてその男は、蛇が……！　と叫さけんだそうだ。慌あわてて部屋に行くと、血だまりを残して男はすでにいなくなっていた」

　白桜は鳥とり肌はだが立つのを止められなかった。姿が見えないものほど恐おそろしいものはない。

「そんな人がいるのですね……。ではさっき大雅殿が言われていた、この寺に蛇が出たらしいっていうのは、どういう意味なのですか？」

　鵬玄と青丞が目を見合わせている。どうやら二人は、その話も知っているようだった。

　青丞が腕うで組ぐみをして、こちらに目を向けた。

「ここはずっと誰だれも使っていなかったが、数年前ここの住職だと名乗る男が現れた。男は勝手に住み始め、寺にはあまり雰ふん囲い気きのよくない男達が出入りしていた。そいつらは帝に恨みを持つ貴族が雇やとった、荒あらくれ者だという話だ」

「その男は、何をしたんですか？」

「寺がある山を下りた所に主上が新年になると参られる神社がある。寺を拠きよ点てんにして神社に来られた主上を襲うつもりだったらしい。だが計画は失敗に終わった。化蛇が仲間のふりをして潜もぐり込み、そいつらを雇った貴族の証拠を摑つかんでから役人に捕まえさせた……という噂だ」

　あくまで噂の域を出ないようだ。しかし先さき程ほどの話と共通しているのは、龍宝帝に反感を持つ人達を、化蛇という内偵官吏が捕まえている点だ。

「すごいですね。では、その龍宝帝の命を狙ねらっていた貴族も捕まったのですか？」

「いや、そいつは捕まる前に自害したそうだ。だがそれにも不ふ審しんな点があるという噂だった」

　その不審という言葉が何を指しているのか、すぐにわかった。

「もしかして、化蛇という男が、その貴族を自害に見せかけて……」

　それ以上は口にできなかった。青丞達も何も言わないから、あまり踏ふみ込まない方がいいかもしれない。青丞が肩かたを竦すくめた。

「だがすべて噂だ。化蛇という男が本当にいるかどうかもわからない。都の七不思議の一つ、化蛇の正体を知りたいと考えるのは、貴族全員が思う事だ。化蛇がいたらしいと噂されている寺にせっかく来たからと、大雅達は月の勾玉探しのついでに調べてみる気なんだろう」

　宮中には魑ち魅み魍もう魎りようという名の貴族が住んでいると、以前聞いた事があった。

　その通り、どうやら宮中には、まだまだ自分の知らない秘密が隠かくされているようだ。

「でも白桜。大雅達みたいに、化蛇の正体を知りたいなんて思わない方がいいよ」

　すっと背後から手が伸のびてきて、抱だきすくめられた。

　話に気を取られていて、朱咒が同じ部屋にいた事を失念していた。

「放してください！」

「じゃあ約束して。化蛇の事は気にしないって。噓うそか本当かはわからないけど、彼の正体を知ったら命はないって言われてるんだよ。君に何かあったら大変だ」

　心配げな声に、白桜は腕うでを振ふり解こうと必死になった。

「気にしませんから、とにかく放してください！　今は争そう奪だつ戦に勝つ事が優先ですし……」

「いい加減に白桜から離はなれろーっ」

　言葉が終わらない内に、鵬玄の怒ど声せいが部屋に轟とどろく。朱咒が耳を塞ふさいだ隙すきに彼から逃のがれた。

　恐ろしい話ではあったが、まずは目の前の争奪戦で勝つ事が先決だ。

　草薙に蛇へびに気をつけろと言われた事が気にはなっていたが、帝に逆らうつもりなんて一いつ切さい無いので、自分が狙われる事もないだろう。

　白桜はとりあえず蛇の話は心の底に閉まって、明日からの争奪戦に思いを馳はせた。
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　荷物を片付けて、布ふ団とんを敷しいて眠ねむる段階になっても、大雅達は帰って来なかった。

「白桜、お風ふ呂ろに入ろう」

　にっこり微笑ほほえんだ朱咒に、白桜は身体からだを固まらせた。

「か、風邪かぜ気味で……コホン、コホッ、ゲホッ！」

「わざとらしい咳せきだね。医者の私をそれで誤ご魔ま化かせると思っているのかい。それにもし万が一本当に風邪を引いているのだとしたら、よけいに風呂に入って温まった方がいい。風呂で汗あせをかけば、少々の風邪なんて吹ふき飛ぶよ」

　こんな時にいつも彼を止めてくれる鵬玄が、今は席を外していた。

（朱咒の風呂に入ろう攻こう撃げきを、そろそろ回かい避ひできなくなってきている！　まずいぞ、身体の調子が悪いと言えば、医者の彼に診しん察さつしてあげるとか言われるし。傷があるから見られたくないといえば、男同士だから気にするなと言われるし）

　以前大だい内だい裏りで一いつ緒しよに宿直とのいした時など、湯ゆ殿どのの管理の男に小こ遣づかいをやって、白桜が風呂に入った時は教えてくれと根回しまでしていたのだ。

「……風呂には入りません！」

　やけっぱちになって宣言すると、朱咒がくすりと漏もらした。

「駄だ目めだよ、白桜。お風呂には入って清潔にしておかないと。私がいくらでも背中を流してあげる。風呂に入るのが面めん倒どうなら、私が全身を隅すみ々ずみまで洗ってあげてもいいんだし」

　朱咒がそっと耳元に口を近づけた。

「そんなに必死に抵てい抗こうされると、何かあるんだと疑うよ。君の着物の下には、どんな秘密があるんだろうねぇ」
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　人差し指が白桜ののど元をすうっと撫なでた。

「おやおや。白桜にはのど仏がないね。これではまるで、女の子……」

「うぎゃぁぁぁぁ！」

「何をしているーっ」

　叫んだと同時に、襖ふすまが開いて鵬玄が姿を見せた。朱咒が慌てて身を引く。

「別に。大した事じゃないよ」

「何を言っている！　白桜が怯おびえているだろう。もう我が慢まんならん。明日の朝まで貴様を本堂の柱にくくりつけてくれる！」

　さすがにそれはまずいと思ったのか、朱咒が部屋から逃にげ出した。その後を追って鵬玄もドタバタと駆かけていく。二人の姿が見えなくなってから、白桜はがっくりと膝ひざをついた。

（のど仏って……！　絶対に秘密がばれてる気がする！　朱咒を何とかしなきゃ。このままじゃもっと決定的な証拠を摑まれてしまうのも時間の問題だ）

　どうしたらいいかと頭を悩なやませていると、ふいに声がかけられた。

「坊ぼうや」

「はいっ！」

　突とつ然ぜんの事につい大声を上げてしまった。慌てて振り向くと、青丞の紺こん碧ぺきの瞳ひとみとぶつかった。

「な、何でしょうか？」

「ちょっと話がある。なかなか二人だけで話せなくて、頃ころ合あいを見ていたのだが」

　気付けば部屋には青丞と二人だけだ。改めた態度を見せた彼に、目を瞬またたかせた。

「どういったお話ですか？」

「実は、里桜姫ひめの事だが、前にも話したが、やはりどうも最近様子がおかしい」

　真しん剣けんな口ぶりに、心臓が今にも口から飛び出そうなほどばくばくとした。

　それでも何とか顔に出すのは堪こらえた。正座したまま、じっと青丞を見つめる。

「姉は最近具合が悪いのです。そのせいでは……」

　しどろもどろで答えたが、青丞は鋭するどい視線を外さなかった。

「俺も最初はそう思ったが、お見合いの時とその後に会った時も、どうも以前の彼女と様子が違ちがっていた。お見合いを境にして、その前と後では、まるで〝別人〟だ」

（うわぁぁぁぁ！　青丞、勘かんが良すぎるよっ）

　今にも口から泡あわを吹いて卒そつ倒とうしそうだった。だがそんな事になったら、自分で何かあると認めてしまう事になりそうだ。白桜は必死で自分を律した。

　しかし青丞からの追つい及きゆうが休まる事はなかった。

「声は確かに里桜姫なのだ。それは間ま違ちがいない。話し方も同じだが、話の調子が違う。以前の彼女とはいつまでも話していたいほど楽しい会話ができたのに、今の彼女と話すのは正直に言うと退たい屈くつだ」

　断言されて、肝きもが冷える思い……をするはずだったのに、胸には違う思いが生まれていた。

（いつまでも話していたいほど楽しいって言ってくれた。前の里桜姫と今の里桜姫は違うとも。彼はわたしと姉様の違いをわかってくれているんだ）

　そう思うと、胸の辺りにぽわんと温かな何かが生まれた。

　それは気き恥はずかしいような、それでいて甘いような、不思議な思いだ。

　その気持ちがどういったものなのかわからなかった。しかし白桜はすぐに気持ちを切り替かえる。自分にとって大事な事は、秘密を守る事だ。今は彼を誤魔化すのに、全力を注がねば。

「……いや、でも姉は以前と特に変わりないです。ただ、本当に今は身体の調子が悪いんです。冬の寒さがこたえているんだと思います」

「体調か。だったらいい医者を紹しよう介かいしよう。早く以前の彼女に戻もどってもらいたいからな」

　口調は優やさしいが、目つきは鋭さを増していた。どうやら、彼はまだ納なつ得とくしていないようだ。

（多分、秘密にはまだ気付いていないはずだ。もし知ったとしたら、彼はこんなに遠回りな聞き方はしない。おそらく里桜姫の様子がおかしい事はわかっているけれど、その理由までは突つき止められていないから探さぐりを入れているんだ）

　彼の事はここ数ヶ月でだいぶ摑つかんだつもりだ。

　ここで怯ひるむと、追及の手を更さらに強めてくる。だから堂々と言い返す事が大事だった。

「お医者様はおじいさまが最高の名医を呼んでくださってます。もうすぐ春が来ますから、きっと暖かくなったら良くなると思います」

　張り付いたような笑え顔がおだと自分でもわかっていた。

　それでも胸を張って言い返すと、青丞がようやく視線をそらせた。

「しかし、体調が悪いだけでああも変わるだろうか。あれではまるで……」

「あ！　そういえば、鵬玄達はまだ帰って来ないのでしょうか。まさか本当に朱咒を柱にくくりつけていないかどうか、見てきます」

「おい、まだ話が……」

「すぐ戻って来ますから」

　聞こえないふりで部屋を後にする。かなり不自然だが、このまま話を続けてぼろが出るよりましだ。襖を閉じて、ようやく大きく息をついた。

「青丞もかなり疑っているみたいだ。とりあえず、これ以上追及されないように、彼とはあんまり二人っきりにならないようにしよう！」

　心に決めて、まずはしばらく部屋から遠ざかろうと廊ろう下かを歩き出した。







　部屋を出てきた白桜だが、特に行くあてはなかった。廊下に面した庭は、すでに暗くなっている。星は綺き麗れいだし月も出ているが、さびれた幽ゆう霊れい寺では悠ゆう長ちように眺ながめる気にはならなかった。

　薄うす暗ぐらい廊下は歩くとぎしぎし鳴って、不気味な事この上ない。

　とにかく人がいる所に行きたいが、部屋には青丞がいるから戻れない。

　龍宝帝の部屋には行こうなんて考える事すら恐おそれ多かった。

　どうしようと悩んでいると、ふいにいい香かおりが前方から漂ただよってきた。

　さきほど夕食はすんだから、おそらく明日の朝食の仕込みをしているのだろう。この先にあるはずの台所には、身の回りの世話をしてくれる雑ぞう色しき達が数人いるはずだ。とりあえず一人でいるのは嫌いやなので、彼らの邪じや魔まにならないように台所で時間を潰つぶさせてもらおうと、匂においがする方へと向かう。廊下を曲がった先が確か台所だったと思い出して、角を折れた時だった。

「あ、朱咒だ。無事に鵬玄から逃げ切ったんだな」

　前方でこちらに背を向けているが、目立つ赤い髪は間違いなく彼だ。

　声をかけようとしたが、ふと誰だれかと話しているようだと気付いた。

　彼の肩かた越ごしに見えるのは、どうやら如月のようだ。

　片手を上げたが、何やら真剣な様子で話しているのを見て、固まってしまった。

　彼らの横を通り過ぎないと台所には行けないが、話の邪魔をするのは気が引けた。

　どうしようかと思っていると、ふいに厳しい声が廊下に響ひびく。

「誰だ！」

　声は朱咒だった。振ふり返った彼の目つきがあまりに迫はく力りよくがあって、思わず身体からだが震ふるえた。

「す、すみません」

　慌あわてて頭を下げると、朱咒の顔つきが和やわらいだ。

「なんだ、白桜か。どうしたんだい、そんな所で」

「真剣にお話をされていたみたいなので、邪魔してはいけないかなって」

「そうだったのか。すまないね。大きな声を出したからびっくりしただろう」

　にこやかな表情はいつもの朱咒だった。手招かれて近づくと、如月が仏ぶつ頂ちよう面づらをしている。

「やっぱり、お邪魔だったみたいですね。わたしはこれで……」

　龍宝帝の一番の側近と御ご殿てん医だから、おそらく帝みかどについての大事な話をしていたのだろうと察して、そのまま横を通り過ぎようとした。だが、朱咒が前に立ちふさがる。

「そんな事はないよ。別に大した話はしていなかったんだ。実は如月とは大学寮りようの時に同室で、大親友なんだよ。それで旧交を温めていたというわけさ」

　両手を拡ひろげた朱咒に対して、如月がうんざりした顔で腕うで組ぐみした。

「大親友？　旧交？　誰と誰が？」

「私と君に決まっているだろう」

「ふざけるな。確かにお前と同室だったが、親友だった覚えは一度もない。私が大学寮に入学する時、最年少だともてはやされたのに、お前は私より一つ年下で同時期に入学してその栄えい誉よをかっさらった。その上、大学寮時代は一度も試験でお前に勝てなかった！」

　声は小さいが、恨うらみ言の響きがすさまじかった。

「しかもお前は要領がよくていたずら好きで。私はどれだけお前にいじられて遊ばれた事か……！　やっと卒業してお前と離はなれて官かん吏りになったのに、今度は主上にいじられて遊ばれている。子供の頃ころから神童ともてはやされてきたのに、私の人生はどこで間違ってしまったんだ！」

　力いっぱい叫さけんだせいで肩かたで息をしていた如月が、白桜の方へと向き直った。

　その顔には、なぜか満面に笑みが広がっている。

「今のこの状じよう況きようから逃のがれられる方法は一つ、あなたにさっさと正式な官吏になってもらって、中なか務つかさ省しようで働いてもらう事です。私の代わりに主上と朱咒にいじられる役目は、二人に気に入られているあなたが適任ですから！」

「嫌ですーっ。そんなお役目は！」

　ぶんぶんと首を振ったが、如月は腰こしに手を当てて首を大きく振った。

「官吏になってすぐに中務省に入れるなんて、とんでもない出世ですよ。官吏になりたいと願う全員が望む道だと言っても過言ではない」

「じゃあ、如月様がそのまま頑がん張ばればいいではありませんか」

「いいえ。以前は出世するのが男の花道と思っていましたが、今は違ちがいます。私はあなたが仕事に慣れたらさっさと引退します。大学寮に戻って好きな勉強をして、天敵のいない状況で心穏おだやかに暮らしたいのです」

　その光景を思い浮うかべているのか、うっとりとしている如月に、思わず顔が引きつった。

「如月様！　現実に戻って来てください。わたしはそんなお役目は絶対に嫌ですからねーっ」

　叫んだが、如月の表情は変わらない。朱咒が肩を竦すくめた。

「如月は放っておいて大だい丈じよう夫ぶだよ。そのうち目が覚めるから。それより……」

　朱咒が白桜の肩に手を置いた。そのまま逃にがさないとばかりに、手に力を込める。

「そろそろ寝ねる時間だよ。一いつ緒しよの布ふ団とんは諦あきらめるとして、隣となりで寝るくらいはしてほしいな」

「そ、そんな……！」

　逃げようとしたが、朱咒に力では敵かなわなかった。

　白桜はそのまま引きずられるようにして、部屋に連れ戻されたのだった。
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　部屋に戻ると、鵬玄や大雅達が帰ってきていた。

　すでに布団も用意されていて、大雅達は奥の方に陣じん取どっている。

　白桜はめまいがするような部屋の状況を見て、青ざめてしまった。

（一、二、三……やっぱり八人だ。男ばっかり八人と一緒にごろ寝って……！）

「……朱咒。今からでもいいので、屋や敷しきに戻もどって明日の朝、また来たりなんて事は……」

「ここは都の中心部からかなり離れているんだよ。今から君の屋敷まで牛ぎつ車しやで帰っても着くのは朝方だ。寝る暇ひまなんてもうないし、明日からの争そう奪だつ戦にも間に合わなくて出で遅おくれるよ」

　理路整然と言い返されて、がっくりした。

　だが何とか落ち着こうと息を整える。そわそわしたりあたふたしたりしていると、変に目立つだろう。人数は多いのだから大人しくしていれば大丈夫なはずと自分に言い聞かせた。

　ぎこちない動きで部屋に入ると、鵬玄が一番手前の布団を顎あごで示してくれた。

　それを見てほっとする。右手は襖ふすまだから、せめて片方に誰もいないのは何よりだった。

「白びやつ虎こ家の白桜は、大学寮の時から他ほかの跡あと取とり達に助けられてばかりだと聞いていたが、本当にそうみたいだな」

　そこへ馬ば鹿かにしたような声が響いた。見ると、寝衣ねまきに着き替がえた大雅だった。

「女子供のように寝る場所まで確保してもらって、何様のつもりだ。お前が足手まといになっているから、他の優ゆう秀しゆうな跡取り達まで見習いの官吏に甘んじているのではないのか」

　痛い所を突つかれて、ぐっと唇くちびるを嚙かみしめた。鵬玄が立ち上がって、大雅を睨にらみつける。

「お前……！」

　しかしそんな鵬玄を手で制したのは、青丞だった。

「ずいぶんと、当たりが冷たいな、大雅殿どの」

「当然だろう。どうして里桜姫ひめの争奪戦に弟が参加するのだ。ここは彼女を慕したう男達の集まる場だ。弟がいるのはふさわしくない。しかも、そいつは親の七光りと優秀な貴き殿でん達の助けがあって、四神の跡取りとして認められているだけだ。そういう奴やつを見るといらいらする」

　歯に衣きぬ着せぬ発言に、怒いかりを通り越こして驚おどろいてしまった。

　目を見開いていると、大雅が皮肉げな表情を浮かべた。

「お前のような奴に、ここにいる資格はない。さっさと帰れ」

　はっきりと言われて、返す言葉がみつからなかった。

「……それで終わりか？」

　張り詰つめた空気が流れる中で、声を発したのは青丞だった。

「大雅殿。いい事を教えてやろう。この坊ぼうやはそんな事を言われたぐらいでは大人しく帰ったりしないぞ。確かに坊やは、四神の跡取りとしては頼たよりないだろう。知識には乏とぼしいし、体力もないし世間知らずだし」

「青丞！　そこまで言う事ないでしょう」

　その通りだが、わざわざ言われると悲しくなる。

「だが、この坊やは俺達に勝っている所が一つだけある。──それは打たれ強い所だ」

　ふいに笑えみを浮かべた青丞に、目を見開いた。隣にいた鵬玄が大きく頷うなずく。

「確かに。白桜は根こん性じようがあるから打たれ強く粘ねばり強い。諦めない精神には、いつも感心させられる」

　朱咒も顎に手を当てて、頷いた。

「そうだね。最初の頃なんて、青丞に今の大雅殿よりもっときつい言葉でいじめられてたし、鵬玄には身体を鍛きたえろとか言われて稽けい古こさせられてたし、私にはつきまとわれていたし」

　その中でももっとも嫌いやだったのは、朱咒のつきまといだと言いたかったが、どうやら味方をしてくれているようなので言わないでおく事にした。

　青丞が一歩前に出て、大雅と視線をぶつけ合った。

「俺達も、親の七光りだけで坊やが宮中に出入りしているなら、それ相応にしか相手しない。だが坊やはそうじゃない。やる気があって能力もある。ただ、経験が足りないだけだ」

　ふいに青丞が頭に手を置いてくれた。そのままくしゃくしゃと撫なでられる。

「坊やは今、色んな事を体当たりで身につけようとしている。それをただ中傷しかできないような奴の方がよほど品性を疑われるぞ」

　大雅の顔が怒りで一気に赤くなった。立ち上がろうとした所を、隣にいた男が止める。

　確か、大おお蔵くら省しようの卿きようの次男だという和かず秋あきだった。

「喧けん嘩かはまずいです、大雅殿。主上も近くにおられるのだから」

　大雅が一いつ瞬しゆん逡しゆん巡じゆんするような様子を見せた。

　そして悔くやしそうな顔をしながらも、和秋の手を振ふり払はらい、自分の布団へと向かう。

「仲間同士で庇かばい合ってけっこうな事だ。この決着は争奪戦でつけてやる。勝つのは、もちろん俺だ！」

　言い放つと、こちらに背を向けて布団に潜もぐり込んだ。

「……ありがとう、青丞、鵬玄、ついでに朱咒」

　小声で礼を言うと、青丞と鵬玄は微笑ほほえみ、朱咒は口を尖とがらせた。

「どうして私だけついでなんだ？」

　むっとしたような朱咒だったが、すぐに笑みを漏もらした。

　そろそろ就しゆう寝しんの時間だ。鵬玄の計らいで、朱咒とは離れた布団で寝られる事になった。

　朱咒は不満そうだが、白桜としてはほっとしていた。

　布団に入りながら、波乱の宝探しになりそうだなとため息をつく。

　四神の跡取り達とは敵同士だし、大雅には嫌きらわれているし、しかも今回は龍宝帝まで里桜姫に興味があって争奪戦に参加している。

　どちらを向いても敵だらけだと思いつつ、白桜は布団の中で唇を嚙みしめた。

（負けるものか！　絶対に月の勾まが玉たまを探し出して、秘密を守り抜ぬいてやるんだ！）

　決意を胸に、明日から始まる戦いに備えて眠ねむりについた。
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「みな、地図は行き渡わたったか？」

　太陽がさんさんと照らす寺の境けい内だいに集まった白桜達に、龍宝帝が声をかけた。

　さきほど如月から手て渡わたされた紙を見つめ、白桜は思わず首を傾かしげる。

「何だ、これ……？」

　紙には大きな丸と小さな丸が二つ、重なるように描えがかれていた。

　目を皿のようにして見つめても、それ以外には何も書かれてはいない。

「これが月の勾玉がある場所の地図なのか？　いったい何を表しているんだろう」

　悩なやんでいると、龍宝帝が片手を上げた。

「ではこれより、麗うるわしき里桜姫争そう奪だつ戦の、本戦を行う。みな、正々堂々と宝探しに挑いどんでくれ。もちろん、私も参加する！」

　歓かん声せいが上がって、龍宝帝が満足げに微笑んだ。

「猶ゆう予よは三日後の夕刻までだ。伝説の月の勾玉を探し里桜姫への手て土産みやげにするぞ！」

「「おおーっ」」

　雄お叫たけびを上げた男達が、大雅を中心にして集まった。見ると、四神の跡取りと龍宝帝を除いた全員だ。大雅がこちらに目を向けて、不敵に笑った。

「昨夜も言ったが、俺達は宝を見付けるまでは協力しあう。四神の跡取り達は仲良しだから、手を組まれたら個人では勝てないからな」

「え？　別にわたし達は手を組んだりしてないけど」

「愚おろかな事を。そう見せているだけで、本当は裏で協力しあう作戦でいるのだろう。……さあ、みんな行くぞ！　四神の跡取りどもに遅おくれを取るな！」

　おお！　と声を上げて、彼らはすぐに庭を後にした。

　目を丸くして見送った白桜は、すぐにはっとして青丞に駆かけ寄る。

「か、彼らは協力しあうみたいです。どうでしょう、わたし達も……」

　一人でこの意味不明な地図の謎なぞを解くのは骨が折れるだろう。ある程度知ち恵えを出し合って協力するのはいい案だと思う。そう提案しようとしたが、青丞はさっさと背を向けた。

「じゃあな、坊や。勝つのは俺だが、せいぜい頑がん張ばれよ」

　続いて朱咒も地図を睨みながら、歩き出した。

「宝探しね。謎と不思議が大好きな私にぴったりのお題だ。必ず宝を見付け出してみせましょう。この国で一番賢かしこいと言われている私に不可能はない！」

　こちらの話をまったく聞かずに境内を出て行った二人に、白桜は啞あ然ぜんとした。

「……本当に協調性がない人達だな。大雅殿達が手を組んだのだから、わたし達も知恵を出し合った方がいいのに」

「まったくだ」

　ぼそりと呟つぶやいたのは、その場に唯ゆい一いつ残っていた鵬玄だ。

「この地図は思ったより難題だぞ。三日という期限の中で、あるかどうかもわからない宝とやらを探すのだ。協力した方がいいに決まっている。あいつらは協調性がないが、俺達は違ちがう。一いつ緒しよに宝を見付けよう」

　手助けをする為ために争そう奪だつ戦に参加してくれた鵬玄の優やさしさに、涙なみだが出そうだった。

　敵だらけの環かん境きようで、唯一心を許せる相手がいるだけで、勇気もやる気も何十倍もわいてくる。

「ありがとう！　鵬玄はやっぱり頼りになるな。一緒にいてくれると心強いしすごく嬉うれしい」

　満面の笑みを向けると、鵬玄が目を瞬またたかせつつも、照れたように苦く笑しようした。

「俺もそう言ってもらえると嬉しいぞ。……俺はお前にもっともっと頼ってほしいし、信しん頼らいしてほしい。お前は必ず俺が守ってやる。親友としての約束だ」

　男同士の友情とは本当に素す晴ばらしいと、改めて胸がいっぱいになった。

「わたしも約束する。もし鵬玄が困った時は必ず助ける。わたしは一生鵬玄の味方で親友だ」

　言い切ると、鵬玄が嬉しそうな表情を浮うかべたが、なぜかやや視線を落とした。

「……親友、か。そうだな。俺とお前はそうだ。さあ、それより地図の解読をしよう」

　鵬玄の声が、なぜか気落ちしているように聞こえたのは気のせいだろうか。

　不思議に思って見つめたが、鵬玄がすぐに地図を拡ひろげて、近くにあった置き石に置いた。

　気を取り直して地図を覗のぞき込んだものの、渋しぶい顔になる。鵬玄が顎あごに手を当てた。

「……丸は建物を表しているのか？」

「でも寺は本堂もあれば母おも屋やもあって蔵くらも物置もある。どの建物を表しているんだろう」

　ぐるりと辺りを見回すと、大きな建物が三つ。最初はわからなかったが、それ以外にも敷しき地ち内にいくつか物置のような小屋があるらしい。だが地図の丸は二つだけだ。

　どういう事かと首を捻ひねっていると、鵬玄が息をついた。

「よし、まずは行動あるのみだ。寺を観察して回ろう」

　異論はなかった。ただここで地図を眺ながめているだけでは何もわからない。

　鵬玄に促うながされて、白桜は自分の秘密と本名を守る為に歩き始めた。
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　寺を隅すみ々ずみまで歩いて探たん索さくし終わる頃ころには、すっかり日が暮れていた。

　くたびれて夢も見ずに眠ったというのに、朝になってもまだ疲つかれはとれない。

　歩きすぎて悲鳴を上げる足あし腰こしに、白桜は顔をしかめていた。

「宝探しも二日目か……。まだ宝が見つかったって話は聞かないけど、みんなどこを探してるんだろう」

　今日は建物以外の場所を探そうと、まずは本堂の前にある広い庭に、鵬玄と一緒に足を踏ふみ入れていた。何もない荒あれ果てた庭を見つめつつ呟くと、鵬玄が息をつく。

「俺達のように闇やみ雲くもにあちこち探しているようだ。だがそれだと大雅殿どの達は有利だぞ。人数が多いからな」

「でもそれでは駄だ目めだと思うんだ。だって、しらみつぶしに探せば見つかるんだったら、もうとうの昔に発見されているはずだ。多分この地図を解読しないとわからないような場所に隠かくされているんだと思うんだけどな……」

　地図を見つめていると、ふいににこやかな声がした。

「やあ、白桜。調子はどうだい？」

　片手を上げていたのは朱咒だ。軽い足取りで近づいてきた彼に顔を覗き込まれる。

「謎は解けそうかい？」

「難しいですね。この地図がよくわからないので……。朱咒は解けましたか？」

「うーん。まだまだだよ。でもそれだけやりがいがあるね」

　朱咒は心底楽しんでいるようだ。よく考えれば今回の争奪戦はものすごく彼好みだった。

　彼が持っている地図を見て、ふと白桜はある事に気付いた。

「そういえば、この地図って全員が持っていますよね。つまり、これは写しなのでしょう？　だったら、本物の地図は誰だれが持っているのですか？」

「私だよ」

「えっ!?　何で朱咒が？」

　朱咒が懐ふところから、もう一枚の紙を取り出した。それは自分が持っているものより明らかに黄ばみがひどく、今にも破れそうなほど古いものだった。

「この地図の写しを人数分作ったのは私なんだ。本当は如月が命じられていたんだけど、予選の採点に忙いそがしいからと頼たのまれてね。まったくあいつは本当に人使いが荒あらいよ」

　そういえば、朱咒と如月は大学寮りようの同期で大親友（朱咒の主張では）だと言っていた。

　白桜は思わず身を乗り出す。

「それを見せてもらっていいですか？　本物の地図なら何かこの写しにはない鍵かぎがあるかも」

「うーん。そうだなぁ。ほっぺにちゅってしてくれたら、考えてあげても……イタタタ！」

　鵬玄に耳を引っぱられて、朱咒が悲鳴を上げた。

「懲こりない奴やつだな。失礼な事ばかり言うな！」

「また君なのか。君は白桜の何なんだ。それではまるで恋こい人びとをとられそうな男の反応だぞ。しかも独どく占せん欲よくが強くて、恋人がいつもそばにいないと落ち着かなくて、何から何まで世話を焼いてあげたい的な、ちょっと面めん倒どうでうざい男のようだぞ」

「な、何だとーっ。俺のどこがうざいのだ。お前なんて相手を追いかけ回して困らせる恋れん愛あいしかできないだろうが！」

「そうだよ。だけど、私の恋人達はそれが心地ここちいいと考えてくれる子達ばかりなんだ」

　堂々と言い切れる朱咒にある意味感心した。この自信はどこからくるのだろうと思ったが、おそらく本当にそんな女性達に囲まれて生きてきたからだろうと思い直す。この国で一番女性にもてて、一番男性に嫌きらわれているという朱咒だが、あながちそれは噓うそではないのだろう。

「二人とも、とりあえず今は喧けん嘩かはやめてください。それより、朱咒。その本物の地図を見せてください。それには写した地図にはない何かがあるかもしれませんし」

「どうしようかな～？　白桜が可愛かわいくお願いしてくれたら考えてもいいけど」

「可愛くはしませんが、お願いはします。どうか見せてください」

　わざと無骨な様子で頭を下げると、朱咒が口を尖とがらせつつも、庭にあるやや平べったい置き石に地図を拡げた。

「仕方ないね。でもこの紙は特に問題はないよ。あ、破かないように気をつけてね」

　確かに紙が古いというだけで、白桜も持っている地図と描かいてある内容はまったく同じだった。じっくりとそれを観察して、ため息をつく。

「これって本当に月の勾まが玉たまを探す鍵になるものなんですか？　いえ、それより今いま更さらですけど虹にじ色いろに輝かがやく伝説の月の勾玉なんて本当に存在するんですか？」

　不ふ審しんを顕あらわにしたが、朱咒が力強く頷うなずいた。

「月の勾玉は存在するよ。帝みかどの国印を見た事があるんだが、確かに虹色に光る不思議な材質のものだった。あれと同じ石はいまだかつてこの国で発見された事がない。もしあるとすれば、この寺だけなんだ」

　珍めずらしく真しん剣けんな眼まな差ざしの朱咒が、境けい内だいをぐるりと見回した。

「数百年の間隠されていた月の勾玉を探し出すのは容易じゃない。だが、ここにいるのは知力試験で上位の成績を修めた者ばかり。貴族達の中でもかなりの知ち恵え者揃ぞろいだ。長年解けなかった謎なぞを暴あばき、伝説の月の勾玉を探し出せるとしたらこの中の誰かだろうな」

　珍しく冷静な声は、真剣みを帯びていた。いつも軽けい薄はくな印象しかないのに、なぜか今の朱咒からは妙みような迫はく力りよくを感じる。

　不思議に思っていると、ふと頰ほおに水すい滴てきが落ちたのに気付いた。

　見上げるといつの間にか空を黒い雲が覆おおい、みるみる内に雨がぽつぽつと落ち始めた。

「あっ、まずい！」

　慌あわてて置き石に拡げていた本物の地図を手にした。

　濡ぬれては大変だと思って胸に抱かかえ込み、本堂の屋根の下にみんなで駆かけ込む。

「山の上だから、天候の変化が激しいね。濡れなかったかい？」

「ええ、朱咒。わたしは大だい丈じよう夫ぶですか、地図が……」

　いきなりの事だったので、地図が少しばかり濡れてしまった。

　破れないよう、ゆっくりと拡げて見てみると、紙の右下の方がわずかにしめっている。

「何か描いてある部分じゃなくてよかったけど、早く乾かわかさないと破れて……あれ？」

　地図を見つめていた白桜は、ある事に気付いて声を上げた。

「どうしたんだい？」

　朱咒が覗き込んできたので、気になった部分を指さす。

「濡れた部分なんですが、ここに何か滲にじんで見える気がするんですけど」

　それはよく見ないとわからないぐらいに薄うすかった。ただの染しみかと思ったが、さきほどまではそんなものはなかったはずだ。朱咒がそれを見て、すぐにはっとした表情になった。

「これはもしかして……」

　朱咒に地図を廊ろう下かに置くよう指示されて、破れないよう注意しながら言われた通りにする。

　そのまま少し待っていてくれと言い、朱咒はどこかに走っていった。

　しばらく待っていると、ひしゃくを手に戻もどってくる。

「どうしたんですか？」

「白桜の言う通りかもしれない。本物の地図自体に、宝を探す鍵が隠されているのかも」

　朱咒は、ひしゃくの水を手で掬すくい、あろうことか本物の地図に垂らした。

「何をするんですか！　そんな事をしたら破れてしまいますよ」

「大丈夫だよ、ほら見てごらん」

　朱咒が指す方に目をやって、白桜は息を吞のんだ。

「濡れた所に文字が……！」

　地図の片側の何も書かれていない所に、何やら数字のようなものが浮うかび上がっている。

「水出し文字だ。特とく殊しゆな液体で書くと、水に濡らした時だけ反応して文字が浮き出てくる。……すごいな、数百年前にこんな技術があったなんて。もしや月の勾玉は本当にこの世のものならざる存在が持ち込んだものなのかもしれないな……」

　心底嬉うれしそうな朱咒を尻しり目めに、鵬玄が水出し文字を読み上げた。

「三、二、五、八……。これは何の数字だ？」

「わからない。だけど、宝を探す鍵を一つ手に入れたのは確かだ。時間はあんまりないけど、この数字に関連するものを見付けよう！」

　やっと見えた光を失わないよう、まずは行動する事が大事だと、白桜は思った。
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　雨も上がり、再び庭に出た白桜はさきほどの数字を頭に思い浮かべていた。

「三、二、五、八、いったい何なんだろうな」

　地図の二つの丸と数字に関連するものを、まずは探してみようという事になり、時間もない事もあって昼からは鵬玄と別れて捜そう索さくすることになった。

　一人になった白桜は、考え事をしながら眉まゆ根ねを寄せていた。一歩前進したかのように思えたが、数字の意味がわからないので、実は足あし踏ぶみをしているのと同じだった。

「何かもう一つ手がかりがあれば、突とつ破ぱできる気もするんだけど……」

「ほう、白桜はすでに何か摑つかんだのか？」

　慌てて顔を向けると、龍宝帝がこちらに歩いてくる所だった。

「主上、まさかお一人なのですか？　供も連れずに出歩かれるのは危険です」

「大丈夫だ。陰かげから如月が見張っている」

「どうしてわざわざ陰から見張っているのですか？　堂々と近くで見張ればいいのに」

「せっかくの宝探しだぞ。私自身の力で探し出したいのだ。如月がそばにいてあれこれ口を出されたら、邪じや魔までたまらないだろう」

　仮にも一国を治める者が、護衛を邪魔だなどと言ってもいいのだろうか。

（こんな感じだから、如月様も逃にげたいんだろうな。如月様はわたしに中なか務つかさ省しように入って主上のお守りを代われと言うけど、わたしには絶対に務まらないよ）

「それより白桜、今もう一つ手がかりがあればと言っていただろう。もう一つという事は、すでに何か一つは手がかりを摑んでいるという事だ。いったい何を手に入れたのだ？」

　探さぐるような目を向けられて、躊ちゆう躇ちよしたものの首を振ふった。

「教えられません。主上といえど、敵でございます。正々堂々と勝負すると仰おつしやったでしょう」

　青丞や大雅達に優勝されるのは困るが、龍宝帝が勝つのはもっと困る。

　この方が本当はどれほど鋭するどいかは、今までの事でよく知っていた。

「おや、そう言われては返す言葉がないな。仕方ない、では自力で宝を見付けてみせよう」

　やる気満々の表情の龍宝帝を見て、ふとある事が気になった。

（一国を治める帝ともあろう方が、こんな馬ば鹿かげた……いや、どうしてこんな争そう奪だつ戦なんかに参加するんだろう）

　まじまじと見つめると、龍宝帝が不思議そうな顔をした。

「何か言いたい事があるのか？　だったら遠えん慮りよせずに言ってよいぞ。私は帝ではあるが、今はこの争奪戦の参加者の一人。ここにいる間はお前達と立場は同じだ」

　帝と二人で話をするなんて滅めつ多たにない事だ。白桜は意を決して口を開いた。

「では一つだけ。どうして主上は、争奪戦に参加されるのですか？」

　遠回しに聞くなんて話術はないから、単刀直入に聞いてみる。

「もちろん、里桜姫ひめに会いたいからだ。麗うるわしの美び姫きをこの目で見たい、その為ために努力するのは陽真乙国の貴族として当然の事だ」

「でもたったそれだけの為に争奪戦に参加したのですか？　今はお忙いそがしい時期なのでは？」

　帝が進めているこの国の改革を以前聞いた事があった。

　その第一弾だんとして、大学寮りように庶しよ民みんの入学を許そうという動きがあるのだ。

　着々とその準備をしている最中だろうに、こんな事をして遊んでいていいのだろうか。

「……私は、君達の母上が好きだったという話は前にしただろう」

　ふいに龍宝帝の目が細められた。

「あの時は、家同士がいがみ合っていて、とても縁えん談だんを組める状態ではなかった。だが私は本当に彼女が好きだったんだ。彼女がもうこの世にいないなんて信じられない」

　白びやつ虎こ家の姫だった母は、貧びん乏ぼう貴族の父と駆け落ちし、五年前に病気で亡なくなっていた。

「……君は彼女によく似ている。里桜姫はもっとよく似ているかもしれない。里桜姫が彼女の面おも影かげを残しているかどうか、どうしてもこの目で確かめたいのだ。……私はいつまでも昔好きだった女性の事を引きずっている愚おろかな男だからな」

　優やさしげな表情と眼差しは、愛いとしき人の面影を思い出しているからかもしれない。

「この争奪戦で正々堂々勝負して、里桜姫へ会う権利を勝ち取ってみせる。彼女の娘むすめに会えば、この愚かな恋こい心ごころにようやく終しゆう止し符ふを打てる気がするのだ」

　とても納なつ得とくできる理由だった。そんなに母が愛されていたのかと思うと、嬉しくもある。

「……おかしいです」

　だが口をついて出た言葉は、疑ぎ惑わくをはらんだものだった。

「おかしい、とは？」

「わたしが知っている主上は、帝みかどという職に誇ほこりを持っている人だと思うのです。争奪戦に参加するという事は、その間政務が滞とどこおってしまう事にもなるでしょう。もちろん支障のないようには手配されていると思いますが」

　一度言葉を句切って龍宝帝をじっと見つめた。

「さきほども言いましたが、改革を進めている大事なこの時期に、昔好きだった女性をふっきる為だけに、こんな所に来るでしょうか？」

　心に芽生えた疑問をそのまま口にすると、龍宝帝が苦く笑しようした。

「私も人間だ。政務ばかりでは疲つかれもたまる。大事な時期だからこそ、息いき抜ぬきも必要だ。昔の恋心という心の憂うれいを晴らせば、今まで以上に政務も精力的にこなせるだろう、そう思って今回は参加したのだが」

　完かん璧ぺきな答えだと思った。そう言われたら、もう返す言葉はない。

「そうですか。わかりました。失礼な事を聞いてすみません」

「気にするな。では白桜。私は先に行くぞ。どうやらお前は手がかりを見付けたようだからな。私も負けてはいられない」

　見送りをする為に頭を下げると、頭上で小さな声がした。

「……油断大敵だな」

「？　何か仰いましたか？」

　顔を上げると、龍宝帝がにこやかに首を振った。

「何でもない。ではお互たがい頑がん張ばろう」

　再び頭を下げた白桜は、今のやりとりを反はん芻すうした。

　だがどれだけ考えても、胸に刺ささった小さなとげを取り去る事はできなかった。
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　白桜が龍宝帝と別れて鵬玄と合流した時には、そろそろ日が暮れようとしていた。

「もう明日の夕方までしか時間がないっていうのに、結局この数字の謎なぞは解けないままだ」

「ああ、宝を探す新たな鍵かぎだと喜んだが数字に関かかわるものが見つからない。どうしたものか」

　鵬玄がため息をつく。同じく情報を手に入れたはずの朱咒からも、何かを見付けたという知らせはないから、苦戦しているのだろう。

　鵬玄と二人で本堂にある巨きよ大だいな仏像の前に座り、改めて地図を見つめる。それは白桜が持っていた写しではあるが、さきほど知った数字も本物の地図と同じ場所に書き込んでいた。

　そこへふと足音が聞こえてきたので顔を上げると、入り口から青丞が姿を見せる。

「青丞、宝探しの方はどうですか？」

　さっと地図を懐ふところにしまった。彼はまだ数字の事は知らないはずだ。

　隠かくし事をするのは胸が痛んだが、そうするしかなかった。

「なかなか難しいな。大雅達も必死になっているが、何も摑んではいないようだった」

　近づいてきた青丞に、どきりとする。実は彼に里桜姫についていろいろと聞かれて以来、なるべく顔を合わせないようにしていたのだ。

　立ち上がって、本堂から出るために背を向けようとしたが、素す早ばやく肩かたを摑まれた。

「待て、坊ぼうや。俺を避さけているだろう。ちゃんと話をしたいから、ここにいろ」

「でも、宝探しをしないと。時間もあんまりないですし」

「少しだけでいい。今話をしたら、もうこの後は話しかけない。だがもしまた逃げたら、ずっとつきまとってやるぞ」

　淡たん々たんとしていたが、表情は真しん剣けんそのものだ。仕方なく向き直ると、青丞が腕うで組ぐみをした。

「さて、この間の話の続きだ。考えたんだが、やはり里桜姫の様子はおかしいと思う」

「あ、姉は、体調が悪いだけだって何度言えばいいんです」

「しかし、声はそっくりでも話の調子が違ちがう。先日も言ったが、あれではまるで『別人』だ」

「…………！」

　言い当てられて心臓が止まる思いがした。

　青丞はやはり勘かんがいい。どう答えるべきかと考えるだけで、背中に冷や汗あせが流れた。

「そ、そんな事はないです。姉は昔も今も……」

「いいや、絶対におかしい。それにお前もおかしいぞ、坊や。どうして里桜姫の話をするとそんなに真っ青になる？……朱咒がよくお前には秘密があると言っているだろう。これは勘だか、今回の彼女の変へん貌ぼうとお前の秘密とやらは何か関わりがあるのではないか」

　切り込み方が半はん端ぱなく鋭すぎた。真実にぐっさりと突つき刺さっているのだが、まさかそれを口にはできない。噓うその理由も通じない今となっては、自分にできる事は一つだけだった。

「い、いいえ、関わりなんて断じてありません。これっぽっちもありませんーっ。あの、用事を思い出したので、これで失礼します！」

　慌あわてて回れ右をした。これ以上何か喋しやべればぼろがでる。

　とりあえずどんなに不自然でも逃にげるしかないのだが、素早く青丞に襟えりを摑つかまれた。

「用事があるなら、俺の質問に答えてから行け。今までは他人が隠したい秘密なら、無理に暴あばくのも無ぶ粋すいだと思っていたが、そんな事を言ってもいられなくなってきたからな」

　冷静な顔の下にある強ごう引いんな顔は、里桜姫だけに向けられるものではなかったようだ。

　白桜は両手をじたばたさせて、何とか青丞の手を振ふり払はらおうとした。

「いい加減にしろ」

　必死にもがいていると、鵬玄が彼の手を振り払ってくれた。

　そして白桜を庇かばうように、青丞の正面に立つ。

「白桜にも触ふれられたくない事はある。……里桜姫が変わったとお前は言うが、それはただ単に彼女がお前への興味を無くして、適当にしか相手をしなくなったからではないのか？」

　鵬玄が浮うかべた笑えみは、彼らしくなく皮肉げなものだ。青丞が珍めずらしく不快な表情になる。

「俺は今まで何度も里桜姫とお会いしている。今までは嫌きらっているようなそぶりはなかった。お見合いの時から急に変わったのだ。まるで『別人』のように」

　その一言を言われるたびに、肝きもが冷える思いがした。鵬玄がふんっと鼻を鳴らす。

「女性の心は移ろいやすいものだ。相手への気持ち次し第だいで態度も会話も変わるだろう。お前は絶対に彼女に嫌きらわれるような事はしていないと断言できるか」

　それにはさすがの青丞も言葉に詰つまっていた。

　おそらく、強引すぎるのは自覚があるのだろう。押し倒たおしたり手に口付けしたりと、押して押して押しまくる彼の恋れん愛あいは、一歩間ま違ちがえば女性を怖こわがらせてしまうものだった。

　鵬玄がやっぱりと呟つぶやいて、厳しい顔つきになった。

「断言はできないようだな。だったら、彼女が変わった原因はお前にあるかもしれない。白桜を問い詰める前に、なぜ彼女が変わったのか自分の心に聞いてみるべきだ」

　鵬玄が背中に手を当ててくれた。そのまま行こうと促うながしてくれる。

　ほっとした半面、やや俯うつむき加か減げんで考え込んでいる青丞の事が気になった。

（確かに強引に迫せまられたから驚おどろいたけど、でも嫌っているわけじゃないんだ。今回の事はそれが原因じゃないのに、彼を悩なやませてしまっている。でも本当の事は言えないし……）

　どうしたものかと思っていると、ふいに青丞が顔を上げた。

「鵬玄」

　呼び止められた鵬玄が、足を止めて振り向く。二人の視線がぶつかった。

「ずっと聞こうと思っていた。お前はなぜ、この争そう奪だつ戦に参加した？　正直な所、この争奪戦で一番やっかいなのはお前だ。行動力があって、知ち恵えがあり腕うでも立つ。お前に本気になられると面めん倒どうだ。……まさかお前、本気で里桜姫ひめが好きなのか？」

　問いかけられた鵬玄が、なぜかこちらに目を向けた。目が合うと彼が一いつ瞬しゆん微笑ほほえんだ気がした。

「……ああ。彼女が好きだ」

　それは衝しよう撃げきの言葉だった。口にした鵬玄も、やや目を見開いて口元に手を当てている。

「本当なのか？」

　声を震ふるわせて聞くと、鵬玄が一瞬目を伏ふせた。しかしすぐに視線を上げ、力強く頷うなずく。

「この気持ちに偽いつわりはない。彼女を守ろうと心に決めている。だから争奪戦も彼女の為ために勝つ。〝困っている〟彼女を放っておけないからな。俺は俺のやり方で彼女を守り抜ぬいてみせる！」

　視線はこちらのまま、だが声は青丞に向けられていた。

　なぜ自分から目を離はなさないのか不思議だったが、そんな疑問は今の告白で吹ふき飛んだ。

（そんな……！　鵬玄が姉様を好きだったなんて。そうか、きっと屋や敷しきにいる時に姉様を見かけて、一ひと目め惚ぼれしたんだ！）

　二人の接点はそれしかない。複雑な気持ちではあるが、鵬玄が誰だれよりも男らしく頼たよりがいがあって信しん頼らいできると知っている。男の中の男だと認めている彼になら、姉を任せられるかもしれない。きっと彼の妻になれば、この国のどんな花はな嫁よめよりも大切にしてもらえるだろう。

　だが都桜が好きなのは青丞なのだ。

　以前陰おん陽みよう寮りようの頭である草薙に『恋こいの嵐あらしが吹き荒あれる』と言われた事がある。

　その通り周りでは、色んな人達の恋こい心ごころが混じり合って、今まさに大きな嵐が生まれていた。

　青丞の目つきが変わった。鵬玄を睨にらみつけるようにしつつ、口角を上げる。

「なるほど、だが俺も本気で彼女が好きだ。お前に渡わたすわけにはいかない」

　まるで火花でも飛びそうな鋭するどい二人の視線が絡からみ合い、そばにいるだけで背筋が寒くなるほど恐おそろしかった。今にも実力行使に訴うつたえそうな二人を見て、白桜はうろたえた。

（誤解だ！　だって鵬玄が好きなのは姉様の方だし、青丞が好きなのは……）

　しかしその誤解を解くすべはない。鵬玄が、彼らしくない冷たい笑みを浮かべた。

「俺も、お前に渡す訳にはいかない。……彼女をずっと見守ってきた。これからも彼女の為にそうするつもりだ。お前は彼女の為にならないと俺は判断した。これからは全力で阻そ止しする」

　言い切った鵬玄に、青丞も冷たい笑みで答えた。

「面おも白しろい、お前が相手なら不足はない。どちらが先に里桜姫の心を手に入れるか、勝負だ」

　二人は互たがいを睨み合ったまま、同時に背を向ける。

　反対方向へと歩く二人の背中を見つめ、どうしていいのかわからずに呆ぼう然ぜんとしていた。
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　突とつ然ぜんの鵬玄の告白は、驚きを隠せないものだった。

　白桜は夕食をとった後、考え事をしたくて、一人で本堂の仏像の前に座り込んでいた。

　本当なら幽ゆう霊れい寺に一人でいるなんて怖くて仕方ないが、夕方あった出来事を整理するのに頭がいっぱいで、恐きよう怖ふを感じる暇ひまはなかった。

「鵬玄が姉様を好き。でも姉様は青丞が好き。青丞は里桜姫が好き。ではわたしは……？」

　その答えを考えようとして、なぜか息をするのも苦しいくらいに呼吸が乱れた。

　顔を真っ赤にして思わず蹲うずくまる。

「いやいや、わたしは誰も好きじゃないよ。うん！　わたしは白びやつ虎こ家の跡あと取とり白桜として、まだしばらくは生きていかなくてはならないんだ。女に戻もどるまでは人を好きになんかなってはいけない。だって、わたしは男なんだから！」

　それでも心の中には女としての自分が常にいる。

　どんなに男らしく装っても、それは絶対に消せないものだった。

「と、とりあえず、争奪戦が終わってからまたゆっくり考えよう。今はまず、秘密を守る為にも、里桜姫には誰も近づけないようにしないと。その為にも宝を探す事に専念しないと！」

「何をぶつぶつ一人で騒さわいでいるのだ？」

　呆あきれた声は、本堂の入り口に立つ大雅だった。一人のようで、ゆっくりと中に入ってくる。

「い、いえ。何でもありません。……失礼します」

　さすがに嫌われているのはわかっている。あまり二人だけで顔を合わせたいとは思えなかった。すぐに出て行こうとすると、大雅が前に立ちはだかる。

「何か用ですか？」

「白桜殿どの、何か手がかりを摑んでいるのだろう？」

　突然聞かれて、びくりとした。だが顔には出さずに俯く。

「いいえ。まだ何も」

「噓をつけ。朱咒殿と鵬玄殿とお前で、昼間何やら騒いでいたらしいではないか。新しい手がかりが見つかったとか何とか言ってな」

「どうしてそれを……あっ」

　慌てて口を閉じたがもう遅おそい。大雅がにやりとした。

「やはりそうか。実はお前達を見張らせていたのだ。先を越こされては困るからな。お前達三人が集まって興奮したように騒いでいたと言うからかまをかけてみた。……単純だな」

　ほくそ笑まれて、自分の間ま抜ぬけさに腹が立った。

「わたしは何も知りません。失礼します！」

「おっと、そうはいかない」

　両手を拡ひろげて行く手を塞ふさがれ思わず睨みつけると、にやりと笑った大雅に突つき飛ばされた。

「うっ！」

　転ぶのだけは何とか防いだが、よろけている間に、大雅が本堂の戸を閉めてしまった。

「さあ、これで逃げられないぞ。さっさと手がかりを言え。……そういえば、何か紙を見て騒いでいたと聞いたな。それに手がかりが書いてあるのか？」

　どきりとした。確かに懐ふところにある地図には、あの数字を書き加えている。

　それを見られたら、手がかりだと気付かれる恐れがあった。

「そんなものは持っていません」

「本当か？　だったら裸はだかになれ」

「はい!?」

　とんでもない一言に、目を瞬またたかせた。あたふたしていると、大雅がにやりとする。

「その慌あわてよう。やはり手がかりを持っているのだな。それでも持っていないと言い張るのなら、裸になって証明してみせろ」

「な、何を言っているのですか！　裸になんてなれるわけないでしょーっ」

「男同士だ。裸くらい何ともあるまい」

　そう言われると何も返せなくなる。しかし本当に着物を脱ぬぐわけにはいかなかった。

「馬ば鹿かな事を言わないでください。とにかく失礼します。……あなたももっと自力で頑がん張ばった方がいいのではないですか」

　その一言で、大雅の表情が一気に変わった。失言だと悟さとったのは、その顔を見た時だ。

「貴様！　今俺を馬鹿にしただろう」

「い、いえ。そんな事は……」

「いいや。自力で手がかりも得られない愚おろか者だと含ふくみを持たせただろうが。……貴様達四神の跡取りは、生まれた時から出世を約束されている。だが俺のように右大臣家に生まれても嫡ちやく男なんでなければ、どれだけ能力があったとしても大した出世は望めないのだぞ！」

　突然興奮したように怒ど鳴なり始めた大雅が恐ろしかった。体格でも力でも大雅にはとても敵かなわない。何をするかわからない状態の彼と向き合うのは、足が震えるほど怖こわかった。

「青丞にだって負けない実力を俺は持っている。……家いえ柄がらがいいだけで、俺の先を歩くあいつが許せない！　偉えらそうなあいつを陥おとしいれようと罠わなを仕し掛かけたら、逆に足を掬すくわれて謹きん慎しんだ。一度出世の道から外れた俺が再びのし上がるには、白虎家の姫との婚こん姻いんが必要なのだ！」

　大雅の本心を聞いて、血の気が引く思いだった。彼が一歩近づく。

　その表情は、すでに暗い野望に支配されていた。

「しかも白虎家の姫を妻にすれば、彼女に惚ほれている青丞に吠ほえ面づらをかかせられる。宝を見付ければ、出世もさせてくれると主上も約束してくださった。……だから俺は絶対に地図の謎なぞを解かなければならないんだ」

　小声なのがよけいに不気味だった。どこか逃にげる場所はないかと、素す早ばやく辺りに目を配る。

「逃げようとしても無む駄だだ。手がかりをよこせ。嫌いやなら力ちから尽ずくで裸に剝むいて奪うばい取ってやる」

（手がかりを書いた地図は絶対に渡せない。だけど裸にされるのはもっと駄だ目めだ。でも抵てい抗こうしてもきっと無駄だ。正面からぶつかっても、きっとわたしでは彼に勝てない）

　体力も腕わん力りよくも、どんなに男のふりをしても、女である事実は変えられない。

　落ち着け、と心の中で呟つぶやいた。慌てたり興奮したら、きっと正常な判断ができなくなる。

　大雅と間合いをとって、辺りにもう一度目をやった。

（あ、あれを使えば……！）

　ふとあるものに気付いて、大雅に目を戻す。

　入り口に行くには大雅の横を通らねばならない。それ以外に見える所には出口はなかった。

「さあ、白桜。手がかりをよこすか、裸に剝かれるか。お前はどちらを選ぶ？」

「──どちらも選びません。えい！」

　叫さけんで素早く仏像の方に走り、置いてあった壺つぼを摑つかんで大雅に投げつけた。

「うっ！」

　肩かたに当たって大雅が怯ひるんだ。その隙すきを突いて、彼の横を通り過ぎる。

「待て！」

　追いかけてきた大雅を振ふり切る為ために、白桜はすぐさま外に出て、全速力で庭を駆かけ抜ぬけた。
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「ちっ、どこに行ったんだ！」

　戸の向こうから聞こえた大雅の声に、蹲った白桜は身体からだを震ふるわせた。

　大雅から逃げ回るのに必死になっていたから、ここが寺のどの辺りかはよくわからない。

　無我夢中で走って逃げ込んだ先が、この小さな物置だった。

「早くどこかに行ってくれ」

　口の中で呟いて、息を潜ひそめた。そのままじっとしていると、大雅の足音が段々と遠ざかっていく。完全に何も聞こえなくなるまで待ってから、ようやく大きく息をついた。

「よかった……。裸になれって言われた時はどうしようかと思ったよ。早くみんなの所に戻ろう。大雅殿どのも人前だったら、あんな無む茶ちやな事はしてこないだろうし」

　立ち上がって入り口に歩み寄った。木造の戸に手をかけて、思わず眉まゆ根ねを寄せる。

「あれ、開かない」

　戸は押しても引いてもびくともしない。どうやら何かが引っかかっているようだ。

「立て付けが悪いのかな。勢いよく閉めたせいかも……」

　よく見ると戸と枠わくが微び妙みように歪ゆがんでいる。どれだけ頑張ってもびくともしない戸が恨うらめしく思えた。大声を出してみようかとも思ったが、聞きつけてやってきたのが大雅だったら困ると思い直し、そのまましゃがんで大きく息をつく。

「どうしたらいいんだろう」




ガタッ！




「ひっ！」

　物音がしたのは、隅すみの方からだ。そのすぐ後に何かが動き回る音がする。

「ネズミだよ、きっと。それか虫か何か……。ああ、でもそれも嫌だ！」

　ふいにここが都で一番有名な幽霊寺だという話が頭に浮うかんだ。みんなと一いつ緒しよにいる時はそう気にならなかったが、たった一人で暗い場所にいたら、さすがに怖くなってくる。

「幽ゆう霊れいなんかいないさ。だって今まで見た事ないし。子供の頃ころに肝きも試だめしした時だって、何にも出なかったし……」

　無理に心を奮い立たせようとしたものの、失敗した。冷や汗あせと一緒に涙なみだまで出てきそうだ。

「駄目だ。しっかりしろ！　わたしは白びやつ虎こ家の跡あと取とり白桜なんだぞ。陽真乙国の男子たるもの、暗がりに一人でいるくらいで怯おびえてどうする！」

　それでもまだ恐きよう怖ふ心はあったが、声を出す事でそれを追い払はらおうとした。

「違ちがう事を考えよう！　そう、違う事だ。えっと、そうだ！　この地図の事を考えよう！」

　宝探しの期限は明日だ。悠ゆう長ちようにしている暇ひまなんてない。地図を取り出して拡げると、小さな明かり取りから差し込む月明かりを頼たよりに、じっくりと眺ながめた。

「だいたい、何なんだろう。この二つの丸」

　それが最大の疑問だ。

　怖いのを忘れたくて考えに集中していると、再び隅の方からガタッと音がした。

「ひぃぃぃ！……うわっ!?」

　慌てて立ち上がって、音がした方とは反対側に飛び退すさる。

　勢いで背後にあった壁かべにぶつかると、そこがガタッと大きく揺ゆれた。

　すぐに振り返って、入り口から見て右手の壁をじっと見つめる。

「あれ、この壁は……！」

　押してみるとガタガタとかなり揺れた。試しに他ほかの壁を押してみたが、そちらは頑がん丈じようで、揺れる事はなかった。どうやらこの右手の壁だけ板が薄うすいようだ。

「これ、外れるかもしれないな。もしかしたら、外に出られるかも」

　わずかな希望が胸に灯ともる。行ぎよう儀ぎが悪いと思いつつ、大きく息を吸って片足を上げた。

「はぁぁぁ！」

　気合いの雄お叫たけびと共に、壁を蹴ける。

　予想通り壁は薄い上に、古くて湿しつ気けをはらんでいたので、メキメキッと音を立てて破れた。

「やった！……あれ、でも外じゃないぞ」

　壁の向こうは、洞どう窟くつのようにごつごつした石いし壁かべだった。

　出られると浮かれた分だけ、落らく胆たんも激しくてがっくりとする。

「何だよ、すごく期待したのに……！　何なんだ、ここは」

　壁の向こうは、人が一人入れるくらいの石壁に囲まれた空間だった。

　物置のこちら側はどうやら山やま肌はだか崖がけに面しているのだろう。

「無駄な労力を使ってしまった……ん？」

　落ち込んでいると、ふいに石壁にある模様が目に入った。

　暗いのもあるし、ごつごつしている石壁だから、よく見なければ自然に作り出された壁の亀き裂れつだと思って見過ごすだろう。しかしその亀裂が、ついさっきまで睨にらんでいた地図に描えがかれた形と酷こく似じしているような気がしてならなかった。

「大きな丸と、小さな丸に見える……ような気がする。これってもしかして……！」

　地図と何度も見比べる。

　自然にできた亀裂かと触さわってみたが、どうやら誰だれかが彫ほったもののようだった。

「地図だって言われて渡わたされたから、建物か場所を記してるんだと思ってたけど、まさかこの石壁のどこに宝があるか示している〝地図〟だったりして……」

　まさかそんな事はないと思いつつも、確かめてみようという気になった。

　石壁に彫られた丸と地図の丸は、それほど良く似ていたのだ。

「何かないかな……。あ、これだ！」

　物置を探さぐっていると、刃は先さきがぼろぼろになった鍬くわを見付けた。

　泥どろだらけの柄えを握にぎって、石壁の前まで行く。

「よし。行くぞ！」

　叫んで鍬を振り上げて、そのまま思いっきり振り下ろした。

　石壁はおそらく固いだろう。こんな古びた鍬では歯が立たないかもしれない。

　そう予想して力を込めたのに、案外壁は脆もろかった。ゴトッと音がして、石壁ががらがらと崩くずれる。勢いあまって前につんのめって、慌あわてて体勢を整えた。

「ここだけ、奥に穴があるんだ……」

　どうやらこの穴を塞ふさぐ為に、正面に石壁を作ったようだった。

　暗いので奥はよく見えないが、そのぽっかり開いた穴の中にはどうやら何かあるようだ。

　正直に言って、何があるかわからない中に手を突つっ込むのはかなりの勇気がいる。もし蛇へびでもいたら、ネズミでもいたら、ムカデでもいたらと考えると、鳥とり肌はだが立って寒気すらした。

「……でも、もしかしたらここに宝があるかもしれない！　宝を見付けて、里桜姫ひめへの求きゆう婚こん者達に勝たないと、秘密がばれてしまうかも！」

　怖こわくて仕方ないけれど、男として生きていくと決めて、そして今は官かん吏りになって帝みかどの改革を手伝いたいという目標まで持っている。もし女だとばれたら、一族の命だけでなく、せっかく見付けたやりたい事まで諦あきらめねばならない。

　それに何より、男として生きて今まで経験してきた事は、大きな宝になっていた。

　もっともっとこの宝物を増やしていきたい。

　その思いに後押しされて、一度大きく深呼吸して右手を握り締しめた。

「えいっ！」

　そして気合いと共に、穴の中に右手を突っ込む。すると奥の方で何か硬かたい物に触ふれた。

「こ、怖い……！　でも負けるものか！」

　その硬い物を摑んで、勢いよく取り出す。怖い事はさっさと終えたい、その一心だった。

　手にした硬い何かを見つめ、思わず眉根を寄せた。

「これって木箱？……でもかなり古いな」

　両手くらいの大きさの細長い木箱は、正面に拳こぶしほどの鉄の錠じよう前まえがかかっていた。

「おかしいな、この錠前、鍵かぎ穴あながない。という事は、鍵じゃなくて別の方法で開けるのかな」

　錠前を引っぱったりしてみたが、鍵がしっかりかかっているらしく、びくともしなかった。

　木箱も古いものなのにずいぶんと頑丈で、どれだけ力を込めても壊こわれたりする気配はない。

　じっくり観察していて、ふと錠前につまみのような出っ張りがあるのに気付いた。

　そしてその周りに、今にも消えそうな数字が書かれている事にも。

「数字……。あっ、まさか！」

　もう一度地図の紙を取り出した。それには、本物の地図に書いてあった数字を記してある。

「三、二、五、八。……もしかして、この通りにつまみを回せって事？」

　半信半疑だが、やってみる価値はあるだろう。さっそくつまみを指で摑つかんだ。

「三、一……あ、違った。三、二、五……八！」

　最後につまみを回し終えると、カチャリと錠じようが開く音がした。その音と共に、どきどきと心臓が大きく鳴る。まるでその音が、静かな物置に響ひびいている気さえした。

　古びた箱を開ける時は、勇気と期待と不安が一気に入り交じる。

「わっ。綺き麗れいだな……！」

　そして予想は的中した。箱の中にあったのは、拳ほどの大きさの石だった。

　それも、暗い物置の中で虹にじ色いろに輝かがやきを放つ、不思議な石だ。

　なぜこんなに光っているのか、なぜこんなに美しい色をしているのか、それはまったくわからない。こんな石を見たのは初めてだったからだ。ただ一つ言える事は……。

「これが間ま違ちがいなく月の勾まが玉たまだ。やった！　みんなより早く見付けられたぞ！」

　月の勾玉は、触るのも気き後おくれするほど美しかった。

　壊れ物でも扱あつかう手つきで手の平に載のせると、なぜか熱を持っているように温かい気がした。

　まるで生きているかのような石に、感動して涙が出そうだ。

「これを持って行けば、わたしの優勝だ。これで誰も里桜姫に求婚できなくなるぞ！」

　そうすれば秘密がばれる心配は少なくなる。

　しかも青丞の求婚まで断れるという、願ってもない機会まで訪おとずれる。

　そこへ、物置の入り口からガタッと音がした。

　どうやら誰かが戸を動かしているようだ。白桜は慌てて勾玉を箱に入れ、袂たもとに隠かくす。

「誰だ？」

　もし大雅や彼の仲間だったらまずい。慎しん重ちように問いかけると、戸の向こうから声がした。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　寺の見回りをしている者ですが。どなたかいらっしゃるのでしょう？」

　それは聞いた事のない声だった。どうやら大雅達ではなく、帝が連れて来た衛兵のようだ。

　ほっとして戸に駆かけ寄る。すると、向こうから戸ががらりと開いた。

「よかった、気付いてくれてありがとう！　ずっと閉じ込められていたんだ」

　物置から出られるのが嬉うれしくて嬉しくて、開いた戸の隙すき間まから飛びだした。

　ようやく外の空気を吸って、助けてくれた人物の方を向こうとする。

「助かった……。実はすごいものを発見したんだ。すぐに主上にお会いして……」

「それはよかった。助けに来た甲か斐いがありました」

　声はさきほどとは違うものだった。そして、とてもよく知っている声だった。

　暗くら闇やみの中、月の光を受けて佇たたずむ白い顔を見て、白桜は目を見開く。

「あっ……！」

「失礼」

　何かで口を塞がれて、目の前にいる想そう月げつの顔がすぐにぼんやりとなった。
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　温かな何かに頭を乗せていた。やや硬い感じもするけれど、懐なつかしい匂においがして安心できた。

　白桜は目を瞑つぶったまま、肩かたの力を抜ぬいて久しぶりに深呼吸をした。

（朝の匂いがする。そろそろ起きなきゃ……。だって想月が起こしに来てくれてるし）

　そこまで考えてはっとした。寝ねぼけた頭を叱しつ咤たして、重たい瞼まぶたをこじ開ける。

「あっ……！」

　驚おどろいたのは、すぐ目の前に想月の顔があったからだ。どうやら彼の膝ひざに頭を置いて眠ねむっていたらしい。夢かと思ったが、頭を撫なでている彼の手から感じる温ぬくもりは現実のものだった。

「目が覚めましたか？　相変わらず寝ね起おきが悪いですね。ぼんやりした顔をしてますよ」

　想月は正座して、何かの書物に目を通していた。白桜は慌てて起き上がろうとする。

「いたっ！」

　だがすぐにひどい頭痛に襲おそわれた。頭を抱かかえると、想月の白い手がまた髪かみを撫でてくれた。

「あまり急に動かない方がいいです。急いでいたので、薬を多めに使って気絶してもらいましたので、しばらく頭痛がひどいと思いますよ」

　がんがん痛む頭を抱えて、何とか目を開ける。辺りを見回すと、足も伸のばせないくらい狭せまい部屋だった。天てん井じようも低く、座った想月と自分がいるだけでいっぱいいっぱいの広さだ。

　ここはどこだと考えていると、床ゆかが振しん動どうしているのに気付いた。

　この振動には覚えがあると考えて、ふとこれは牛ぎつ車しやの揺ゆれではないかと思いつく。

　どうやら移動しているらしいと気付いて、想月に目を戻もどした。

「想月、どうして……!?」

　想月は、もともとは田舎いなかの屋や敷しきに仕えてくれていた奉ほう公こう人だった。

　五年の間一いつ緒しよに暮らし、兄のように慕したってきた。

　しかしそれは偽いつわりの姿だった。

　彼は帝と四神に恨うらみを持つ忌いみ神一族の一人で、四神の血を引く自分に近づいて、白びやつ虎こ家に入り込もうとしていた。四神の像を盗ぬすんだ事で正体が露ろ見けんし、姿を消した。

　先月、再会した時に投降するよう説得したが、返ってきたのは冷たい言葉でしかなかった。

「どうしてとはこちらの台詞せりふです。あの寺はいろいろあって見張っていたのです。それなのにぞろぞろとやってきて騒さわいでいるから驚いたのですよ。調べてみたら、どうやら楽しそうな戦いが繰くり広げられているみたいですね」

　起き上がろうとしたが、やはり頭が痛くて難しかった。狭い牛車の中では、身動きも満足にできない。想月に肩を押さえられているから、彼の膝に頭を乗せたままになっていた。

　見上げると、想月は面おも白しろがっている時のような笑えみを浮うかべていた。

　彼は自分の〝秘密〟を知っている数少ない一人だ。里桜姫が絶世の美び姫きだという真っ赤な噓うそに踊おどらされている男達を見て、笑ってしまうのも無理はなかった。

「仕方ないだろう。変な噂うわさが広まって、それで里桜姫が美人だと勘かん違ちがいした人達が集まってきて。どんどんどんどん話は大きくなっていくし、勝った人と里桜姫として会わないといけないし、でもそんな事になったら秘密がばれてしまうかもしれないし」

　ついぶつぶつと本音が出た。

　彼は敵だ。彼にも、白虎家の白桜と一緒に生きる未来はないと言われている。

　しかし、彼とは子供の頃ころから一緒に暮らしてきた。

　喧けん嘩かもしたけれど、いつでも本音で話せる存在は彼しかいなかった。

「それは私の方でも調べました。その妙みような噂は、大だい内だい裏りの貴族達の間である時を境に一気に広まったようです。しかも噂の元も、どうもはっきりしない。いくら何でも、ここまで一気に広まるのはおかしいです。……まるで誰だれかが、意図的に噂を流したような感じを受けます」

「意図的にって、つまり誰かがわざと噓の噂を流したって事か？　でも何でそんな事を。それにそんな噂を流して誰が得をするって言うんだ」

　さっぱりわからず眉まゆ根ねを寄せていると、想月がふいに口角を上げた。

「私は何となく想像がついていますよ」

「どういう事だ？　何か知っているのか？」

「ええ。……おそらくこの噂を流したのは、化蛇です」

　その名には聞き覚えがあった。しかし今回の事と、その人物はどうにも結びつかない。

「化蛇って、帝みかどが直接命令を下すっていう内ない偵てい官かん吏りの？　でも何でそんな会った事も話した事もない人が、里桜姫ひめの噂を流すんだ？　そもそもそんな人物が本当にいるのか。それこそ、化蛇という秘ひ密みつ裏りに帝の命令を遂すい行こうする官吏なんて噂にしかすぎないんだろう？」

「化蛇は実在しますよ」

　返ってきた言葉は、あまりにも断定的だった。

　珍めずらしく触ふれれば切れるほど視線を鋭するどくした想月に、目を見開く。

「まるで、会った事があるような言い方だな」

「ええ、あります。あの忌いま々いましい化蛇には何度か計画を邪じや魔まされて煮にえ湯を飲まされましたから。跡あと取とりの儀ぎ式しきの時も、あなたと別れた後、あの男が現れて危あやうく殺される所でした」

　思わず息を吞のんだ。それはまだ男の恰かつ好こうをし始めて間もない頃の事だ。

　跡取りとしての儀式を行う神社で、ずっと信しん頼らいしていた想月が裏切り、四神の一族が守るべき像を盗んだ。結果的に取り戻す事ができたのだが、正体を知られた想月は姿を消した。

　まさか、その後にそんな事が起こっていたなんて、想像もしていなかった。

「化蛇は狡こう猾かつで残ざん忍にんな男です。面で完全に顔を覆おおっているから、正体もわからない。帝の命令を遂行する為ために巧たくみな策略を巡めぐらせ、人を殺す事さえ厭いといません」

「馬ば鹿かな、そんな人物がなぜこんな馬鹿げた戦いの原因になる噂を流したっていうんだ？」

　まったく意味がわからなかった。帝直結の内偵官吏の仕事は、おそらく政治に関かかわるものばかりだろう。里桜姫の争そう奪だつ戦なんて、どう考えても政治に関わっているとは思えない。

　しかし想月は何か知っているようだ。笑みが深くなった。

「それは──おそらくこれが目的でしょう」

　手にしていたのは古びた箱だ。鍵かぎはすでにさきほど開けたので、想月は易やす々やすと箱を開いた。

　中には七色に輝かがやく、握にぎり拳こぶしほどの石が鎮ちん座ざしている。

「その石がどうしたって言うんだ？　それは確かに不思議な色をしているけど、ただそれだけのものだろう。里桜姫への贈おくり物として見付け出せと言われただけだし」

　目を瞬またたかせると、想月が勾まが玉たまを摑つかんで、大事そうに懐ふところにしまい込んだ。

「これ以上は内ない緒しよです。訳があって、私達もこの石を探していました。これは今進行している計画に少しばかり関わるものなので、どうしても帝に渡わたすわけにはいきませんでした」

　眉根を寄せていると、想月が箱を置いた。

「あの寺にこの勾玉があるという伝説は知っていましたが、帝の命を受けた見張りがいてなかなか大がかりに捜そう索さくできませんでした。そこで争奪戦の参加者達を見はらせていたのです。そうしたらあなたが物置に入ったまま出てこないと連れん絡らくがあったので、行ってみたのです」

　人の悪い笑みを浮かべて、想月が腕うで組ぐみをした。

「私は放任主義なので、自力で出てくるまで様子を見ようかと思っていました。しかしあまりに出てこないので、さすがにそろそろお腹なかを空すかせているかなと思いまして、出してあげたんです。そうしたら、あなたはお土産みやげを見付けてくれていた。善行はするものだと思いました」

　にっこり微笑ほほえまれて、思わず彼の懐目がけて手を伸ばした。

「それはわたしが見付けたんだ。返せっ！」

　しかしさっとその手を摑まれる。痛いほど力を込められて、顔が歪ゆがんだ。

「……先日、久しぶりにお会いした時からずっと気になっているのですが、その言葉遣づかいは何ですか？　あなたは田舎育ちの貧びん乏ぼう貴族とはいえ、姫ひめ君ぎみなのですよ。そんな男のような言葉遣いは私が許しません」

「これが今のわたしだと言っただろう。わたしは今は、白虎家の跡取り白桜だ。想月がどう思おうと、それは変えられない。勾玉を返せ！」

　何とか起き上がって、想月に鋭い視線を向けた。

　頭痛はまだしているが、負けられないという思いが身体からだに活を入れた。

　想月は怒おこりはしなかった。ただ、悲しげな目でこちらを見つめている。

「あなたが可哀かわい想そうだ。男の恰好で、秘密がばれはしないかといつでもびくびくして。私はあなたをよく知っている。噓は大の苦手で、人を騙だますなんてとんでもないと思って生きてきたはずです。だからこそよけいに、周りを騙して生きる今の生活は辛つらいでしょう」

　優やさしい言葉に、ふいに胸がうずいた。確かに今の状じよう況きようを辛いと感じる時は多々ある。

　何より一番苦しいのは、彼の言う通り噓をついている事だった。

「……それがわたしの選んだ道だ。今の状況はわたしが望んだ事だ。苦しくてもやり抜ぬいてみせると誓ちかった。秘密を守る為には、その勾玉が必要だ、返せ！」

　摑まれた腕うでを振ふり解いた。彼がなぜそれを欲しがるのかはわからない。

　だが、きっとよくない事に使われるのだろうと予想はつく。

　見習いとはいえ、今は帝に仕える官吏だ。帝に仇あだをなす存在を放ってはおけない。

「あなたは強くなりました。だが強さと脆もろさは背中合わせです。もし秘密が知られたら、今まで味方だった人達は、騙されたと背を向けるでしょう。それに耐たえられるのですか？」

「耐えられないかもしれない。だけど、精いっぱい意地を張って限界まで頑がん張ばるつもりだ。わたしは白虎家の白桜。この肩かたに一族全員の命運がかかっている。負けるつもりはない！」

　言い切って、しばらく目と目を合わせて無言でいると、やがて想月がため息をついた。

「本当に意地っ張りな方だ。もう駄だ目めだ、耐えられないと弱音を吐はいてくだされば、今すぐにでもこの状況から救い出して差し上げるのに」

　それと同じような事を前にも言われていた。まるで求きゆう婚こんでもしているように、彼はすべての面めん倒どうを見るから、女の姿に戻って自分と行動をともにしてくれと言ったのだ。

　それに心を動かされないわけではなかった。噓をつかずに、女として生きていきたい、そう願う気持ちは常にある。それに想月は、家族以外で心を許せる数少ない人でもあった。

　だがその誘さそいに乗って行動をともにしても、彼は忌いみ神一族として帝とこの国を狙ねらい続ける事をやめてくれるわけではないのだ。それでは駄目だった。

　彼にこれ以上、罪をおかさせたくない。

　白桜で居続ける理由の一つはそれだ。白びやつ虎こ家の白桜なら、名門貴族として大内裏にも出入りできるし、帝と直接話をする事さえできる。正式な官吏になれば、権力だって手にする事ができるだろう。女だったら望めないその力で、彼の復ふく讐しゆうを止めたかった。

「いいや、わたしは想月の〝嵐あらし〟という名の計画をこの手で止める為に、白桜として生きて力を手に入れる。……これ以上、罪を増やしてほしくはないから」

　決意の言葉と視線が、想月を射い貫ぬいた。どうか彼も考えを変えてほしい。

　その祈いのりが通じる事を、白桜は願っていた。







「私の計画を止める……ですか。しかしそれが目的にしては、あなたの行動はいろいろと矛む盾じゆんがあるのでは？」

　祈りが天に通じなかったのは、想月のほくそ笑えむ表情から見て取れた。

　悔くやしくて唇くちびるを嚙かんだ白桜だが、それでも負けじと目に力を込める。

「矛盾？」

「ええ。白虎家のお屋や敷しきに、都桜姫がいらっしゃるようですね。どうやら先月のお見合いも都桜姫があなたの代わりをされたようで」

　どうやら想月はかなりの事情を知っているようだった。無言でいると、彼は話を続ける。

「上総様が、最近やたらと青丞と『里桜姫』の縁えん談だんを進めたがっていると聞きました。私にはすぐにぴんときましたよ。上総様はこのまま都桜姫に里桜姫のふりをさせて、青丞と結けつ婚こんさせるつもりなのだと」

　理路整然と話をしていた想月が、やや首を傾かしげた。

「だったら、この争奪戦で青丞に勝たせて、都桜姫と結婚してもらったらどうです？　私を止めるのが男として生きる目的だというのなら、そちらの方が秘密を守る為にはいいはずです。それなのにどうしてあなたまで争奪戦に出て、青丞の邪魔をするのかが理解できません」

「それは……わたしはのちのちは里桜に戻もどる予定だから、もし姉様が里桜として結婚してしまったら、わたしはもうその名を名乗れなくなるから」

「それは詭き弁べんです。都桜姫ひめは青丞の妻になるのですから都で暮らすでしょうし、あなたは女に戻れば旦だん那な様がいる田舎いなかに戻るでしょう。距きよ離りの離はなれた別の場所で暮らすのですから、里桜姫が二人いてもそうおかしな事にはならないと思いますが」

　ずきりと胸に何かが突き刺ささった気がした。

「それに名前に愛着はあるでしょうが、秘密がばれる事に比べたら、別の名を名乗る事になっても仕方ないのでは？　秘密がばれたら、一族全員が処しよ刑けいになるかもしれない。名前と命とどっちが大事だと言われたら、私の知っているあなたならみんなの命だと答えるはず」

　反論できなかった。ぐっと唇を嚙むと、想月がじっとこちらを見つめた。

「あなたには、本当は青丞と都桜姫に結婚してほしくない理由があるのではありませんか？」

　はっと息を吞のんだ。それは考えないようにして、心の奥底にしまっていた疑問だった。

「わたしは……」

　それ以上は何も言えなかった。表情も身体も固まらせると、想月からふいに笑みが消えた。

「青丞がお好きですか？」

　突とつ然ぜんの問いに、すぐに違ちがうと首を振ろうとしたが、なぜか躊ちゆう躇ちよした。

（青丞の事は尊敬しているけど、好きとかそういう感情はよくわからない……）

　今まで異性を特別に好きになった事がなかった。想月の言う好きが、異性としての好きなのだと理解はできる。だが自分のこの気持ちが何なのかは、整理できないままだった。

「あの男だけは、やめなさい」

　冷たい声は抑よく揚ようがなかった。

「そういう意味で、好きなわけでは……」

「私の目を見て、もう一度今の言葉が言えますか？」

　もちろんだと勢いよく顔を上げて見つめたが、なぜか言葉が出てこなかった。

　口を噤つぐんで目を泳がせると、想月の顔つきが急に変わった。

「あの男だけは駄目です……！」

　声にいつにない迫はく力りよくがあった。

　ふいに両りよう肩かたを強い力で摑つかまれた。そのまま押し倒たおされ、床ゆかに頭をぶつける。

「いたっ！」

　呻うめいたが、想月は気にした風もなく、肩を押さえつけ続けた。

「痛い、想月。やめてくれ！」

　何とか手を振り解こうと、腕を振り回した。すると彼の顔を手がかすめる。

「うっ……」

　想月が顔を歪めると同時に、頰ほおから一筋の血が流れた。

「す、すまない。想月……」

　怪け我がをさせるつもりなんてなかったと続けようとしたが、表情を無くした想月があまりに恐おそろしくてそれ以上何も言えなかった。

　この感じは以前にも覚えがあった。そう考えて、それは青丞に押し倒たおされた時だったと思い出す。あの時の彼も、息をするのすら怖こわい『男』の顔をしていた。

「放してくれ……！」

　唐とう突とつに、いつもは隠かくしている女としての勘かんが、今は危機的状況だと告げた。

「放したら、あの男の所に行ってしまうのでしょう？」

　恐ろしい雰ふん囲い気きとは正反対に、声は優しかった。

「前にも言いましたが、もともとは私の一族が青せい龍りゆう家だったのです。当時、跡あと継つぎになれる男子がいなかったというだけで、都を追われた。その時に跡あと取とりさえいれば、日の当たる場所であなたの隣となりにいたのは、私だったはず」

　それを聞くと胸が痛くなる。四神の一族には、大きな権力と引き替かえに厳しい条件が課される。その条件に少しでもあわなければ、容よう赦しやなく神に見捨てられた一族だと都を追放される。

　想月の祖父は、先代の青龍家の主あるじだったらしい。

　しかし条件を満たせず都落ちし、彼はその恨うらみを聞いて育ったという。

「……今からでも、一いつ緒しよにいられるかもしれない。想月が改心して、罪を認めてくれたら。わたしも一緒に主上に頼たのんで、できるだけ罪を軽くしてもらえるように……」

　必死で説得すると、想月がわずかに目を伏ふせて口角を上げた。

「私がおかした罪は、あなたが思っている以上に重いものもありますよ」

　声には自じ嘲ちようするような響ひびきがあった。

　もの悲しささえ感じる彼の表情と、わずかに震ふるえた声を聞いて息を吞む。

　彼とはずっと一緒に暮らしてきた。だからすべてを知っている気になっていた。

　だがそれは間ま違ちがいだったのかもしれない。

　想月が抱かかえる闇やみは、白桜が思っているよりもずっと底が深いのかもしれない。白桜は初めて彼の心の闇に触ふれた気がした。そして、その恐ろしさに身み震ぶるいが止まらなくなっていた。

「私はもう日の下を歩けない。一緒にいようと思うなら、あなたが私の所まで墜おちてくるしかないのです」

　頰に触れた手は、まるで体温がないかのように冷たかった。

　その手がゆっくりと頰から顎あごに落ち、そして横たわっている身体からだに回される。

　覆おおい被かぶさるように抱だきすくめられて、息が止まりそうになった。

「私と闇やみ夜よへと墜ちましょう。あの男にあなたをとられるぐらいならその方がいい……」

　耳元で囁ささやかれた声に、更さらなる危機感がわき上がる。

（このままじゃいけない。わたしは白虎家の白桜だ。今やらなければならない事は……）

　想月と一緒にいたいという気持ちはもちろんある。だけど一緒に闇夜を歩んでは、彼は一生忌み神一族の暗い野望に身を投じ続けるだろう。それだけは止めなければならなかった。

　白桜は思いきり身体をねじって、両手と両足をばたつかせた。

「放せっ！　わたしは想月を説得する事を諦あきらめたわけではない。絶対に、闇夜の中から引き上げてみせる！」

　叫さけぶと想月がはっとした表情になる。白桜は隙すきをついて起き上がり、彼を突き飛ばした。

　ちょうどその時だった。牛ぎつ車しやががくっと傾かたむいて、動きを止めた。

　その拍ひよう子しに、白桜はどんっと想月の懐ふところに飛びこむような形で倒れ込む。

　想月は、厳しい目つきで牛車の正面にある几き帳ちようを睨にらみつけていた。

「何だ、この煙けむりは!?」

　几帳の隙すき間まから流れ込んできたのは、白い煙だった。狭せまい牛車にすぐさま煙が充じゆう満まんする。

「外へ！」

　想月が顔色を変え、手を引いた。そのまま二人で牛車の戸を壊こわすような勢いで開けて、外に出る。そこは月明かりだけが頼たよりの山道だった。手を引っぱられて転びそうになりながらも地面へと足をつけた白桜は、握にぎった手の感かん触しよくから想月が一気に緊きん張ちようしたのがわかった。

「お前は……！」

　初めて見るような想月の、鬼き神じんのような顔だった。視線の先にいる人物を見て、目を見開く。
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　腕うで組ぐみをして立っているのは、体型からして男だろう。細身ではあるがすらりと背が高かった。黒装束に身を包み、顔には雅が楽がくで使う面をつけている。

　男の顔を象かたどった面は、笑っていた。月明かりを受けて不気味に笑う顔は、背筋がぞっとするほど恐ろしかった。夜なのもあって、その面から垣かい間ま見みえるはずの瞳ひとみすら見えない。

「化蛇！　貴様、なぜここに」

　想月の声に、息を吞んだ。化蛇とは帝みかどの命令でどんな事でもするという内ない偵てい官かん吏りだ。恐ろしげな活かつ躍やくの噂うわさは何度も聞いている。化蛇は身を低くして、一気に想月へと間合いを詰つめた。

　想月に手を引っぱられ、彼の背後へと移動させられる。

　次の瞬しゆん間かん、キン！　と刃やいばと刃がぶつかる音がした。

　慌あわてて顔を向けると、化蛇と想月が太刀たちをあわせて睨み合っている。

「化蛇、やはりお前が関かかわっていたのだな。私達に『あれ』を盗ぬすまれて面めん目ぼくが潰つぶれたか？　よくもこう、悪わる知ぢ恵えが働くものだ」

　想月の言葉の意味はわからなかった。化蛇は無言のまま、力で太刀をはね飛ばす。

「だがもう遅おそい。勾まが玉たまは私の手にある。その面の下にある素す顔がおを今日こそ見せてもらおう」

　想月が太刀を構えた。そこへ数人の男達が駆かけ寄ってくる。

「想月様！　大だい丈じよう夫ぶですか？」

　どうやら男達は想月の味方のようだ。彼らは化蛇と白桜を見て目を剝むいた。

「想月様をお守りしろ。その白銀の髪かみは……お前は白びやつ虎こ家の者だな！　お前も敵か！」

「待て……！」

　想月が止めようとしたが、すでに遅かった。男達が白桜に向かって太刀を振ふり上げる。

　対たい抗こうしようにも武器も何もない。逃にげようとしたが、間に合わなかった。

「ああっ！」

　男達が太刀を振り降ろした瞬間、目の前に突とつ然ぜん誰だれかが割り込んできた。

　それが誰だれか確かめるのと、男達の刃がその人物を切ったのはほぼ同時だった。

「……化蛇！」

　目の前にいたのは、黒装束の化蛇だった。化蛇は自分を庇かばったせいで、右みぎ腕うでを負傷したようだ。赤い血が腕うでから流れ、地面にぽたぽたと落ちている。

「白桜には手を出すな！　化蛇を殺すのが先決だ！　面をはぎとれ」

　想月の声に化蛇は素す早ばやく動いた。白桜の手を取り、彼らから遠ざかる為ためか走り始めたのだ。

　一いつ瞬しゆん、このまま彼と行動をともにしていいものかと迷った。

　しかし噂通りなら、彼は帝の密みつ偵ていだ。忌いみ神一族よりは味方の確率は高かった。

「待て！」

　追いかけてくる男達にすくみ上がりそうになりながらも、白桜は敵か味方かもわからない謎なぞの男と闇の中を駆け抜ぬけた。
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　白桜は一人、建物の隙間に隠れて必死で頭を働かせていた。

　化蛇と呼ばれた男は、ここに白桜を押し込み動くなと合図してどこかに姿を消していた。

　ここがどこだかもわからず、下手へたに動いて想月の仲間達に見つかるのもまずいと思い、じっとしているしかなかった。

　膝を抱えて、今まで見聞きした情報を必死に整理する。腕わん力りよくはなく、体力も男には及およばない。だけど、考える事はできる。幸いにも、記き憶おく力だけは自じ慢まんできるぐらいにいいのだ。

（月の勾玉には何か秘密があるみたいだ。……もし、今わたしの考えた仮定が正しいとしたら、やるべき事は一つだ。わたしは白虎家の跡取り白桜。見習いだけど、帝に仕える官かん吏りとして正しい行動をしなくては！）

　決心して顔を上げると、ちょうど正面に男の姿が飛びこんできた。

　笑い顔の面は、闇の中で見るとそれだけ浮うかんで見えてぞっとする。

　その面のせいで、化蛇の表情はまったくわからない。右腕からは自分を庇った時に負った怪け我がのせいで血を流し、身にまとっている黒装束はところどころ破けていた。ここに自分が隠かくれている間に、彼は追いかけてきた想月の仲間達と死し闘とうを演じたのだと、すぐに悟さとった。

「だ、大丈夫ですか？」

　正体不明の彼が怖こわいと思う気持ちはもちろんある。だが助けてくれたのは間違いなかった。

　化蛇が小さく頷うなずき、左手で道の向こうを指し示す。

　そろそろ夜が明ける頃ころなのか、辺りが白々とする中で、寺に続く階段が見えてきた。

「もうこんな所まで来ていたのか。じゃあ、牛車があった所から寺まではそう離はなれてはいなかったんだな……。本当にありがとう。そうだ、これで止血を」

　懐から手ぬぐいを取り出し、彼に近づいて破れた着物の上からきつめに結ぶ。

「早くお医者様に見せてください。……そうだ。一緒に寺に行ってもらえれば、この国一番の医者がいます。診みてもらいましょう」

　正体を隠している彼の事だから、断られるとわかっていた。それでも言わずにいられない。

　案の定、化蛇が首を振った。

　噂では帝の命令なら人殺しさえも厭いとわない、冷れい酷こくな男だと聞いていた。

　しかし相対すると、さきほどまで感じていた恐きよう怖ふが消えて行くのがわかった。

　うまく言えないが、彼の発する雰ふん囲い気きはなぜか心地ここちいい。

　彼が寺の方角をもう一度指し示した。

　再び帰れと態度で示されて、何もできなかった自分に悔くやしい思いがこみ上げてくる。

「すみませんでした。足手まといになってしまって。わたしはいつもそうだ。もっともっと、心も身体も鍛きたえなければ」

　女の身では限度はあるだろう。しかし危機の時に自分の身は自分で守れるようになりたい。

　唇くちびるを嚙かみしめていると、ふと化蛇が一歩こちらに踏ふみ出した。

　どうしたのだろうと思う間もなく、彼の両りよう腕うでが背後に回され、きつく抱きしめられる。

　それはほんの一瞬の出来事だった。

　突とつ然ぜんの事に、呆ぼう然ぜんとして身体を強こわばらせた白桜は目を瞬またたかせた。

（えっ……！　どういう事だ、どうして抱きしめられているんだ。……ん？　すごくかすかだけど、香かおりがする。でも、これって……）

　それ以上考えようとした所で、化蛇が突とつ然ぜん突つき放すように白桜の身体を離し、無言のまま背を向けた。

　走り去る化蛇の背中を見送って、白桜は自分の仮定に一つ足りなかったかけらの答えを知ったような気がした。
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「白桜、少し横になった方がいいのではないか？　顔色が悪いぞ」

　鵬玄の心配そうな顔に、白桜は微笑ほほえんでみせた。

「大丈夫だ。ちょっと寝ね不足なだけだから」

「しかし、ずっと物置に閉じ込められていたんだろう？」

　朝方白桜が寺に帰ってくると、鵬玄が一いつ睡すいもせずに待っていてくれた。

　衛兵達を総動員して寺の中を探してくれていたらしい。

「そうだけど、あれはわたしが悪いんだ。宝探しをしていて、うっかり入り込んだら立て付けが悪かったみたいで、戸を閉めたら開かなくなってしまって」

　帰れなかった本当の理由は言えなかった。想月の罪をこれ以上重くしたくない。

　それに自分の考えている事が真実かどうか確かめるまで、騒さわぎも起こしたくなかった。

　だから、大雅に追いかけられた事も内ない緒しよにしておいた。

「しかし心配したぞ。青丞も手伝ってくれて寺中探し回ったし、その物置の方にも行って名前を何度も呼んだのだが……」

「疲つかれてたみたいで眠ねむってしまったんだ。それで声が聞こえなかったんだと思う。……すまない、鵬玄。主上がお呼びになっているから行ってくるよ」

「ああ、主上も心配されていたから、事情を話してこい」

　龍宝帝がいる母おも屋やへと急いだ。本当は呼ばれているなんて噓うそだ。

　どうしても龍宝帝に直接会って、確かめたい事があった。







「失礼します」

　如月に話を通して龍宝帝への謁えつ見けんの許可をもらった白桜は、母屋にある広間の襖ふすまを開けた。

　迎むかえた龍宝帝がほっとした顔つきになる。

「無事でよかったな。白桜。一晩帰らなかったと聞いて心配していたのだ。鵬玄と青丞が寝ねないで探していたのだぞ」

「ご心配をかけました」

　襖を閉めて、部屋に入る。幸い、中には誰もいなかった。

「物置に入り込んで出られなかったそうではないか。この幽ゆう霊れい寺でそんな所に閉じ込められていたら生きた心地はしなかっただろう」

「いいえ、物置にはいましたがわずかな間です。──それは主上もご存じではないですか？」

　笑っていた龍宝帝が、ふと表情を引き締しめた。

「どういう意味だ？」

「主上、わたしは月の勾まが玉たまを見付けました」

　龍宝帝の表情は変わらなかった。しかし目の色が違ちがうとすぐに気付く。

　たとえて言うなら、獲え物ものを狙ねらう獣けものの目つきだ。

「ほう、それはそれは。──だが、奪うばわれたのだろう」

　それは自分と想月、そして化蛇と呼ばれる男だけが知っている事だ。

　やはり、昨夜の事はすでに化蛇によって報告されているらしい。

「白桜、いくら長いつきあいとはいえ、忌み神一族の者と会うのは感心せぬな。しかも、勾玉を奪われるとはずいぶんな失態だ」

　声は冷たかった。どうやら自分と想月の事も、龍宝帝はご存じのようだ。

「失態と言われるほどの事でしょうか。勾玉はたかが女性への贈おくり物でしょう？」

　わざと、ぶしつけにものを言った。龍宝帝の顔色は変わらなかったが、眉まゆがぴくりとする。

　そのわずかな変化を見み逃のがさなかった。

「今回の争そう奪だつ戦ですが、ずっとおかしいと思っていました。ある日突然、里桜姫ひめはとんでもない美人だという噂うわさが広まった。それに踊おどらされた貴族達がたくさん屋や敷しきに押しかけてきた。いくら恋れん愛あい主義の貴族達の事とはいえ、たかが噂だけで急にそんな事態になるものでしょうか」

　龍宝帝は黙だまって聞いている。その顔には面おも白しろがるような、優ゆう秀しゆうな学生の話を満足げに聞く博士はかせのような表情が広がっていた。

「ずっと不ふ審しんに思っていましたが、やっと納なつ得とくいく答えを見付けました。その噂を流した人物がいるのです。それも意図的に。その人物が噂に踊らされやすい人ばかり選んで、騒ぎが大きくなるように仕向けたと、わたしは思っています」

「ほう、では、〝誰だれ〟が〝何の為ため〟にそうしたというのだ？」

　問われて、わざと自信ありげに口角を上げた。そしてまっすぐに龍宝帝を見つめる。

「〝主上〟が〝月の勾玉を探させる為〟に噂を流したのだと思います」

　それが想月達から逃にげて隠れている間、必死に考えて得た結論だった。

「今回の事は、すべて主上が仕組んだ事です。やたらと流行の絵物語を持ち出して、里桜姫を月の姫ひめ君ぎみだともてはやし、月の姫君なら月の勾玉を贈るのがよいと言われた」

「それはただの思いつきだ。偶ぐう然ぜんにすぎない」

「いいえ、主上はすべて計算ずくでした。そんな事をした理由は一つ。あの地図の謎なぞを解く為です。ですが世間にはそれを知られたくなかった。だから偽ぎ装そうする必要がありました。できれば馬ば鹿か馬ば鹿かしい理由がいいと思われたのでしょう。その為に争奪戦を提案された」

「なぜ偽装などする必要がある。私は本当に、里桜姫にふさわしい贈り物をしようと思っただけだ。君達の母親は昔の思い人だった。そのご息女に会いたいという気持ちを抑おさえられなかっただけだ」

「それは本当かもしれません。しかしわたしが知っている主上は、今から大切な改革を行おうと準備をしている忙いそがしい最中に、昔の感傷に浸ひたって公務をおろそかにする方ではありません。もしそれを置いてでも違う事をするのなら、それなりの理由があるはずです」

　きっぱりと言い切ると、龍宝帝は笑えみを深くした。

「なるほど。お前はなかなか面白いな」

　この仮説があっているのか外れているのか、それは口にしない。

　だが満足そうに微笑んでいるのが、答えなのだろうと思った。

「わたしはある仮説を立てました。聞いて頂けますか？」

「いいだろう、話してみろ。お前の話は突とつ拍ぴよう子しもなくて愉ゆ快かいだからな」

　余よ裕ゆうの表情でいる龍宝帝に向かって、正座したまま姿勢を正した。

「今回の事は、すべて月の勾玉を探し出す為に計画されたものです。しかも内密にする必要があった。だから理由をつけて、本戦の場所と日時を漏もらすなと指示があったのです。里桜姫の噂を流した本当の目的は、地図を解読できる優秀な人材を集める為です」

　陽真乙国の貴族を動かすのは、権力と色いろ恋こいだ。

　特に恋愛主義の貴族達は美しい姫がいると知れば、俄が然ぜんやる気を出す。

「予選の知力勝負で残った者達はすべて、都でも有数の知ち恵え者達ばかり。地図の解読ができるとしたら、この中の誰かだと主上達はお考えになられたのでしょう」

「ほう。では私は、なぜそうまでして月の勾玉を探そうとしていたのだ？」

「これはわたしの仮説で、もし間ま違ちがっていたらとても失礼な発言になるでしょう。しかし言わせて頂きます。……月の勾玉はとても珍めずらしい石で、以前見つかった時はそのあまりの美しさから、帝みかどが使われる国印が作られた。もしや──それが盗ぬすまれたのではありませんか？」

　それは今までの不自然な状じよう況きようと、想月の言葉から推測した事だ。

　反応を窺うかがおうとまっすぐに見つめたが、龍宝帝は表情一つ変えなかった。

「馬ば鹿かな事を。国印は帝の証あかしと言ってもいい。それを盗まれるなんてあってはならない事だ」

「ええ、あってはならない事です。ですが、国印は盗まれてしまった。今言われたように、国印は帝の証です。今から改革を行い、数々の命令書や布ふ令れいにお使いになるでしょう。もっと言うなら、その印がなければ命令書や布令は効力をもたない事になります」

「滅めつ多たな事を言うな。もしそれが本当だとしたら大事だ。国印を盗まれたとあっては、帝である私の地位さえ危なくなるのだぞ」

　涼すずしい顔と声だが、視線には危険な色をはらんでいた。このまま話を続けるのはまずいかもしれない。そう思ったが、白桜にはどうしてもやり遂とげなければならない事があった。

「そうです。しかも国印は珍しい石を彫ほってできているから、代わりも作れない。唯ゆい一いつ同じ素材の石は、伝説と言われて幽霊寺にあると言われているだけ。役人総出で探させれば見つかるかもしれませんが、そんな目立つ事をしたら盗まれた事に気付く者が現れるかもしれない」

　たとえ帝といえど、おおっぴらに役人を動かすならそれ相応の理由が必要だ。

　どんな理由をつけても、きっと勘かんぐる者達は出てくるだろう。

「そこで、里桜姫が絶世の美び姫きだと噂を流して自主的に貴族の若者を集め、その中から知恵者達を選び出して謎なぞ解ときをさせた。恋こいする女性に会う為というかなり馬鹿馬鹿しい理由で。それだと世間では貴族達のお遊びの一つだという印象になるし、優秀な人材も集まります」

　口の中はからからだ。もしすべてが自分の勘かん違ちがいだったらと思うと、手が震ふるえた。

　それでも言葉は止めなかった。白桜は強い視線で龍宝帝を見み据すえた。

「そして主上ご自身も、幽霊に興味があるふりをなされて、ここを決戦の場に選んだのはその為だと印象づける見事な芝しば居いを演じられた」

　やたらと興奮して、幽霊に一度でいいから会ってみたいと言っていた姿を思い出す。

　何も知らなければ、いつもの龍宝帝の気まぐれだと考えるだろう。

　しかしそれは、巧たくみな計算に基もとづく行動だったのだ。

「──なるほど。面白い仮説だな。だが、もしそれが本当だとしても、もうどうしようもないだろう。月の勾玉は忌いみ神一族に奪われてしまったのだから」

　龍宝帝が息をついた。責めている口調ではないが、残念そうな口ぶりは隠かくせない。

　器うつわの大きい方なのだと思った。本当なら、自分の地位さえ危あやうくなる状態だというのに、奪われた事を責めたりしないのだから。

　白桜はこの鋭するどく賢かしこい帝と渡わたり合う為に、大きく息を吸い込んだ。

「──もし、今ここにわたしが月の勾玉を持っているとしたら、どうしますか？」

　龍宝帝の表情は変わらない。しかしその目に強い光が宿ったのは気のせいではないだろう。

「白桜。言葉には気をつけろ。今話している内容は、この国の一大事に関かかわる事だ。私を騙だまそうとしたり冗じよう談だんを口にすると、痛い目を見るのはお前だぞ」

　声が一段低くなっていた。それが初めて見る龍宝帝の本気だとすぐにわかった。

　身体からだ全体に、龍宝帝の視線を感じる。

　彼から発せられているのは、この国を支配する帝としての迫はく力りよくだ。

　だが負けてはならなかった。自分とて、どうしても守りたいものがある。

　だから白桜は笑った。無理をしてでも、口角をにっと上げて、龍宝帝を見据えた。

「いいえ、騙すなんてとんでもない。ただ、主上に内密の相談をしたいだけです。──これと引き替かえに」

　懐ふところに手を入れて、それを取り出した。

　手の平にあるのは、七色に輝かがやく石だ。拳こぶしほどもあるのに、重さはほとんど感じないという、この世のものとは思えない石だった。

　龍宝帝は無表情だが、探さぐるような目つきをして言葉を選ぶように扇せん子すで膝ひざを何度か叩たたいた。

「それは本物に見えるな。まあ、まさか偽にせ物もので私を騙せるなどとは思っていないだろうが。しかし奪われたと聞いていたが、どうして持っている？」

「一度は奪われましたが、どさくさに紛まぎれて取り返しました」

　月の勾まが玉たまに何か秘密があると悟さとって、牛ぎつ車しやが突とつ然ぜん止まった揺ゆれを利用して想月にわざとぶつかり、密ひそかに取り戻もどしたのだ。

　余裕の表情の龍宝帝だが、この月の勾玉が喉のどから手が出るほど欲しいはずだ。ここからが勝負だった。この海千山千の帝を相手に、自分のいいように話を持って行かねばならない。

「これはわたしが見付けました。このままわたしが優勝した事にするのは簡単です。ですが、そうなったら月の勾玉は里桜姫ひめへの贈おくり物として注目を集めるでしょう。それは本意ではないのでは？」

　想像だが、おそらくこれが見つかった場合は、発見者を説き伏ふせて秘ひ密みつ裏りに龍宝帝が持ち去るつもりだったのだと思う。

　そしてそれで国印をもう一度作らせ、何食わぬ顔で使うつもりだったのだろう。

（だったら、その計画に半分は乗っかってやる！）

「主上、これは差し上げます。しかも見付けた事はみんなには黙っています」

「……本当にそれでいいのか？」

　半信半疑で問いかけられて、ゆっくりと頷うなずく。龍宝帝が、くっと口角を上げた。

「なるほど、その代わり、何かお前の願いを叶かなえなければならないという訳だな。……だが、そんな面めん倒どうな事をせずとも、もっと簡単な方法があるぞ。適当に罪を被かぶせて、お前をこの場で手打ちにするのだ。そうすれば秘密は完全に守られる。その方が私にとっては都合がいい」

　本気か試ためしているのか、判断に苦しむような微び笑しようを浮うかべている龍宝帝に心底ぞっとした。

　死の恐きよう怖ふが、冷たい足音を立てて近づいている気がして、手が震える。

　だが負けられないと、自分の心に活を入れた。

　男の恰かつ好こうをして周りを騙して、その罪の意識と戦いながら成長してきたつもりだ。

　臆おくした様子は絶対に見せてはならなかった。こちらの要求は何があっても通すつもりだ。

「白びやつ虎こ家の跡あと取とりを手打ちにしたなんて知られたら、かなりの騒さわぎになります。今から改革を進めていくにあたり、四神の一族とは親しくしておきたい主上にとって、それはまずいのではないですか。祖父はわたしが死んだら、どんな手を使ってでも真相を突つき止めるでしょうし」

　龍宝帝の眉まゆが初めて寄せられた。孫には甘い上総だが、四神の古ふる狸だぬきと言われているのは伊達だてではない。敵にするにはやっかいだと、さすがに気付いたのだろう。

「わたしの願いは、主上にとっておそらく小指を動かすほど簡単な事でしょう。わたしを殺したりするよりよほど簡単ですし、それにわたしは生かしておいた方が得ですよ」

　挑ちよう戦せん的で強い意志の光を宿した瞳ひとみを向けた。どうやらそれは龍宝帝のお気に召めしたようだ。

「ほう、国印の秘密が漏れる心配を押してでもお前を生かしておいて、私にどんな得があるというのだ？」

　白桜はゆっくりと口角を上げて、背筋を伸のばした。

「主上にとって、信しん頼らいできる臣下がもう一人増えます。わたしは絶対に国印の秘密を喋しやべったりしませんし、正式な官かん吏りになって白虎家の跡取りとして主上のお役に立ってみせます。どうかわたしを信じて、主上のお役に立てる機会をお与あたえください」

　自分でも驚おどろくほどの凜り々りしい声が出た。これは大きな賭かけだった。

　国印の秘密は確かに龍宝帝にとって、その地位を脅おびやかすものだ。それを知った以上、口止めに何をされるかわからない恐怖はある。それでも、白桜は龍宝帝を信じていた。彼は帝の地位にふさわしい人物だ。秘密を知ったからといって、無実の者に何かするとは思えなかった。

　それでも恐怖が心を支配する。背中には冷や汗あせが流れ、手は小刻みに震えていた。

　そのまま頭を下げてどのくらい経っただろう。

　永遠にも感じられる空気を打ち破ったのは、龍宝帝の笑い声だった。

「ははっ。お前は本当に油断ならないな。思えばお前は早くからこの争そう奪だつ戦に疑問を持って、私にもそれを示し唆さしていた。うまく誤ご魔ま化かしたが、その勘の良さには舌を巻いたものだ」

　顔を上げると、龍宝帝は扇子で口元を隠していた。

　しかし、その目にはいつもの頼たよりがいのある優やさしい色が浮かんでいる。

「確かにお前をここで手打ちにしてしまうのはおしい。その勘の良さは、誰だれもが持つものではない。天性のものだ。それを今後は私の為ために役立ててくれるのだな？」

　男として生活してきて、色んな困難にもあったが、こうして自分自身の能力を認めてもらえるのが何より嬉うれしかった。白桜は気持ちを込めて、大きく頷く。

「はい、もちろんです。主上」

　じっくりとこちらを見つめていた龍宝帝だったが、やがてふっと笑えみを浮かべた。

「──いいだろう。では、お前を信じる事にしよう。願いとやらも聞いてやる。ただし」

　声がふと、低く迫力のあるものに変わった。

「私を裏切るな。そんな事をしたら、その時こそは容よう赦しやしない。……約束できるか？」

　背筋が震えるような声の響ひびきだったが、それでも白桜は彼から視線を外さなかった。

「はい、お約束します！」

　その返事に満足したように、龍宝帝が頷いた。
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　夕日が境けい内だいを照らすようになった頃ころ、ドンドンドンッと太たい鼓こが鳴った。

　それは争奪戦の終しゆう了りようの合図だ。白桜は内心でほっとしつつ、境内に集まった参加者達を見回した。悔くやしそうな表情の彼らは、龍宝帝が姿を見せると膝をついて礼を尽つくした。

「みなの者、よく頑がん張ばったな。残念ながら月の勾玉は発見できなかった。私を含ふくめた全員が、里桜姫に会うにふさわしい男ではないと証明されてしまった。悔しくてならない……！」

　拳を握にぎり締しめて感情を顕あらわにする龍宝帝を見て、感心してしまった。

（役者だな。そんな事本気で思ってないのに。でも約束は守ってくださるみたいでよかった）

　実はこれが白桜の『願い』だった。月の勾玉はすでに龍宝帝に渡してある。だが表向きは見つからなかった事にして、優勝者はなしにして争奪戦を終えてほしいと頼たのんでいた。

　これなら龍宝帝は国印の秘密を守れるし、白桜も里桜姫が他ほかの誰かと会うのを阻そ止しできる。

　龍宝帝はその願いを聞き入れて、大おお芝しば居いを打ってくれていた。

「……実は、あまりよくない知らせがある。争奪戦の事を里桜姫がお聞きになって、自分のせいで貴き殿でんらが争っている事にいたく傷付かれたらしい。このままでは彼女は、絵物語の月の姫ひめ君ぎみのように遠い所に旅立ってしまうかもしれない……」

　物語の月の姫君と同化させて里桜姫を持ち上げてきただけあって、その姫のように手の届かない所に行ってしまうという話を、参加者達は鵜う吞のみにしたようだ。

「それはいけませぬ！」

「里桜姫が月に帰ってしまわれては、二度とお会いできませぬーっ」

（里桜姫は人間だってば！　月に帰るのは、絵物語の月の姫君だろ！）

　突っ込みたい気持ちをぐっと抑おさえる。とにかくこの馬ば鹿か騒さわぎをさっさと終えたい。

　龍宝帝が騒ぐ参加者達を両手で制した。

「わかっている。そこでだ。優勝者がいない以上、彼女と話をする権利は誰も得られない。何より、彼女が泣いているのは私も心苦しいのだ。……だから、私はここに決断する。彼女の傷付いた心が癒いえるまで、誰も彼女に求きゆう婚こんする事は許さない。これは私からの命令である！」

　どよめきと失意の声が辺りに響いた。そんな中で白桜は一人、ぐっと拳を握り締める。

（そうそう！　主上、その調子です！）

　心の声が聞こえたのか、龍宝帝がちらりとこちらを見て、頷くそぶりをした。

「悲しむのも無理はない。しかし、愛する女性に辛つらい思いをさせてもいいと思うなど、陽真乙国の貴族として恥はじるべき男だ。彼女は悲しみのあまり、床とこに伏しているらしいのだぞ。再び笑顔を見せてくれるその時まで、そっとしておくべきなのだ」

　これですべてうまくいったと、心の中でにんまりした時だった。

「お待ちください！」

　進み出たのは、大雅だった。顔にはありありと不満の色を湛たたえて、龍宝帝相手だというのに頭に血が上ったような表情で口を開いた。

「納なつ得とくがいきません！　里桜姫が傷付いたと仰おつしやいますが、彼女の為にこれだけの男達が戦ったのです。争奪戦をやり直して優勝者を決め、里桜姫はその優勝者と会うべきです。我らは美しき里桜姫に会う為に、必死で戦ったのです。それに応こたえるのは里桜姫の義務だと思います」

（大雅殿どの……！　噓うそつき。あなたの魂こん胆たんはもうわかっている。里桜姫に会いたいのは、青丞を苦しめたいから。そして争奪戦に優勝したいのは、勝てば出世を約束すると主上が仰ったからだろう！）

　逆上した彼に追いかけられて、心底恐おそろしい思いをした。月の勾玉を見付けた事は話せないからその事も黙だまっていたが、彼の本音を知っているだけに今の言い分には腹が立った。

　思わず大雅に向き直って、強い視線を向けた。

「姉は、とても身体からだが弱いと何度言ったらわかるのです。無理をさせてはいけません。それに、もともとこの争奪戦には姉は納得していませんでした。姉の与あずかり知らぬ所で勝手に始めた争奪戦の優勝者と、どうして姉が無理をしてまで会わねばならないのですか？」

　大雅がこちらを向いて、背筋も震ふるえるような睨にらみを利きかせている。

　だが、もうその視線に負けたくはなかった。

「何だと……！」

「……大雅殿、いえ、ここにいる皆みな様さまに言いたい。姉に会った事があって、本当に好きだと言うのなら、こんな事は言いません。だけどそうではないでしょう。みんな幻まぼろしを追いかけているだけにすぎないんだ」

　辺りをじっくり見回すと、男達がやや顔を俯うつむけた。

「屋や敷しきにまで勝手に忍しのび込まれて、怖こわい思いをしている姉の気持ちにもなってください。本当に姉が好きだと言うのなら、無理をさせないようにそっとしておいてほしいのです」

　その場にいた男達がしんと静まり返った。最初に口を開いたのは、青丞だ。

「……確かに。今回は〝なぜか〟騒ぎを大きくした感が否いなめない」

　なぜか、を強調した青丞が意味深に龍宝帝に目を向けた。その思わせぶりな視線は、まるで何もかも知っていると言わんばかりの含みをもたせていると思ったのは気のせいだろうか。

「一度みんな冷静になった方がいいかもしれない。これは〝誰か〟に踊おどらされているだけかもしれないしな」

（また〝誰か〟って強調した。しかも主上を思いっきり見てる。青丞ってもしかして、今回の事を……）

「ふざけるな！」

　声を荒あららげたのは大雅だ。彼は興奮した様子で、青丞に大おお股またに近寄った。

「争奪戦をもう一度仕切り直すべきだ。お前は親の七光りがあるから、出世も里桜姫ひめも労せず手に入れられるかもしれないが、俺達は違ちがうのだぞ！」

　摑つかみかかろうとする勢いの大雅だが、青丞はあくまで冷静だった。

「それはひがみ……ああ、失礼。誤解だ。親の七光りなどで里桜姫を手に入れたりはしない」

　薄うすく笑った青丞に、大雅の怒いかりが爆ばく発はつした。

「この……！」

　青丞の襟えりを摑んだ大雅に向かって、白桜は慌あわてて駆かけ寄った。

「やめてください！」

「邪じや魔まをするなっ」

「うわっ！」

　大雅を止めようとして、大おお柄がらな彼が振ふり回した腕うでが顔に当たり、勢いで後ろに倒たおれ込む。

　じんじんと痛む頰ほおを押さえて、思いっきり顔をしかめた。

「大だい丈じよう夫ぶか、坊ぼうや！」

　青丞が慌ててこちらに顔を向けようとしたが、襟を摑んでいる大雅がそれを許さなかった。

「まだ話は終わっていない！」

　怒りに支配されて真っ赤な顔をしている大雅に目を向けて、青丞がわずかに息をついた。

　そしてぞっとするほど低い声を発する。

「……お前には同情する所もあった。だから適当にあしらうだけで本気で排はい除じよしようとまではしなかった。だが──お前が坊やを傷付けようとしたのはこれが初めてではないだろう？」

　聞くだけで震え上がりそうな、迫はく力りよくのある声だった。大雅はもちろん覚えがあるのだろう、わずかに表情を強こわばらせた。青丞はその一いつ瞬しゆんの変化を見み逃のがさなかった。

「やはりそうか。──坊やが一晩帰らなかった時、お前も帰りが遅おそかった。お前が何かしたのではないかと疑ぎ惑わくを持ったのはその時だ。そして坊やが帰ってきてから、お前達は互たがいに避さけるようにして目も合わせない。坊やが何も言わない以上、黙っていようと思ったが……」

（青丞……気付いていてくれたのか……！）

　驚おどろきを隠かくせなかった。同時に嬉うれしさもこみ上げてくる。里桜姫の事は愛していると言い切って、そのわずかな変化も見逃さない彼だが、白桜の事は友だと思っているのかも怪あやしかった。

　その彼が、自分の大雅に対する細かな態度の変化に気付いてくれていた。

　それはすなわち、白桜の事をそれだけ気にかけていてくれる証しよう拠こだった。

　青丞は大雅の襟を摑み返して、力強く彼を揺ゆさぶった。

「坊やは……白桜は俺の友だ。傷付けるなら、俺が許さない。──これは坊やのかたきだ！」

　紺こん碧ぺきの目に浮うかんだのは、里桜姫に会う時と同じ情熱的な炎ほのおだ。

　ただ一つ違っていたのは、それは愛情ではなく、怒りによるものだった事だ。

　青丞が右みぎ腕うでを振り上げて、大雅の頰を思いっきり殴なぐりつけた。そのあまりの威い力りよくに、大雅の身体が一瞬宙に浮く。そしてそのまま音を立てて地面へと頽くずおれた。

　大雅を一いち瞥べつした青丞が、ふいにきびすを返してこちらに歩み寄り、座り込んでいた白桜へ手を差し出した。戸と惑まどいつつもその手を握にぎると、強い力で引っぱり立ち上がらせてくれる。

　守るように白桜の肩かたを抱だいた青丞が、大雅に鋭するどい視線を向けた。

「これ以上、白桜に近づくな。もしまた白桜に何かしたら、俺の全力をもってお前を都から追い出してやる。──わかったな」

　冷たい言葉には、誰だれも逆らえない迫力があった。意識がもうろうとしているのか、頭をふらふらさせていた大雅だが、もう一度青丞が睨みを利かせると慌てたように何度も頷うなずいた。
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　いざという時は庇かばってくれる青丞の優やさしさに涙なみだが出そうだった。彼は白桜の肩かたをぽんぽんと叩たたいて手を放し、龍宝帝を見やる。

「──お騒さわがせしました」

　龍宝帝が呆あきれたように苦く笑しようして、息をついた。

「今のは見なかった事にしよう。事情を探さぐられるとまずいのは、殴られた方のようだからな」

　反論できないのか、もうそんな気力もないのか、大雅は地面に突つっ伏ぷしたまま無言だった。

「では、これにて里桜姫争そう奪だつ戦の終しゆう了りようを宣言する！　みなの者、ご苦労だった」

　殴られた頰はまだ痛んだが、白桜はその一言にほっとして、ようやく肩の力を抜ぬいていた。
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　帰り支じ度たくをしていた白桜だが、如月に呼ばれて母おも屋やに足を向けた。

　そこで待っていた龍宝帝がため息混じりに呟つぶやく。

「怪け我がは大丈夫のようだな。──さっきので満足か」

「はい、ありがとうございました！……あの、青丞の方は？」

「そちらも任せておけ。見合いの時に無礼な事をしたと反省していたし、しばらくは里桜姫には求婚するなときつく言っておく。もちろん白びやつ虎こ家と青せい龍りゆう家の縁えん談だんもしばらく延期だ。上総にも、私がうまく言っておこう」

　ほっと胸を撫なで下ろした。敵に回したら恐ろしい龍宝帝だが、味方となってくれたら、これほど頼たのもしい方はいなかった。

「しかしなぜそう里桜姫と青丞との縁談を嫌いやがる。あれは我が息子むすこながらいい男だと思うぞ」

　首を捻ひねった龍宝帝に、思わずびくりとした。

「姉はとても人見知りで、たくさんの求きゆう婚こん者が現れたり、見合いの時に青丞が御み簾すを取り払はらったりしたせいで、精神的に疲つかれているのです。しばらくそっとしておいてあげたくて」

「なるほど。しかし里桜姫とは本当に謎なぞの多い女性だな。──実は私は里桜姫には本当に興味がある。昔の思い人の娘むすめに会いたいというのもあるが、あの青丞が本気で恋こいする女性を一度見てみたいと思っているのだ。どうだ、一度姉を連れて大だい内だい裏りを訪ねてみないか？」

　微笑ほほえんでいるが、目は本気だった。額にも背中にも一気に冷や汗あせが吹ふき出す。

「実は私の正室の座が空いている。青丞の母が正室であったが、長き病にて正室の務めを果たせぬからと宿下がりをしている。それで周りから新しい正室を迎むかえてはと勧すすめられていて」

　いつの間にかとんでもない方向へと話が進んでいた。龍宝帝が扇せん子すを開いて口元に当てる。

「周りからそれなりの家いえ柄がらの娘をさっさと選ぶよう催さい促そくされていて、ちと煩わずらわしいのだ。青丞と里桜姫が結けつ婚こんすれば白虎家との縁えんができて改革も進めやすいと思ったが、お前はそれを駄だ目めだという。──そこで考えたのだが、里桜姫と縁を結ぶのは私でもいいのではないか？」

「はぁ!?　そ、そんなの駄目ですっ！」

　驚きのあまり、帝みかど相手とは思えぬ言葉遣づかいで声を上げてしまった。

「どうしてだ？　少しばかり年は離はなれているが、そう気にするほどでもないぞ。私の正室になれば、どんな贅ぜい沢たくも思いのままだ。絶対に苦労はさせぬ」

「いえっ、あのっ……実は姉は、その……とても恋れん愛あい体質というか、自分から好きになった人ではないと妻になりたくないと宣言しているというか……。そんな感じなので、会った事もない主上の妻にいきなりなれというのは……」

　しどろもどろの説明に、龍宝帝がしばらく考え込んで、やがて扇子をパチンと閉じた。

「……そうか。会った事もない私のもとに嫁とつぐのは嫌か。それは仕方ないな」

　あっさりと肩を竦すくめた龍宝帝に、心底ほっとした。

（よ、よかった……諦あきらめてくれて。いきなり何を言い出すのかと思ったよ。心臓に悪いな）

　浅くなった息をどうにか整えていると、龍宝帝がやや身を乗り出した。

「しかしお前はこれでいいのか？　今回の事では、私の弱みを握にぎったも同然だ。正式な官かん吏りになりたいといえばなれるし、それ以上の出世も夢ではない。それなのに、勾まが玉たまを渡わたしてすべてを内密にしておく条件が、しばらくは誰も姉に求婚させない事とは」

　その問いにはむっとした。とても失礼だとは思ったが、背筋を伸のばして声を上げる。

「見くびらないでください。正式な官吏になりたかったら、自分の力でなってみせます！」

　勢いよく言い放つと、龍宝帝が目を丸くした。

「出世したければ、自分で努力します。能力に見合わない大役を頂いても、何にもなりません。まずはそのお役目にふさわしい人間に、わたし自身がならなければ！」

　心も身体からだも、もっと鍛きたえねばならないと今回の出来事で痛感していた。

　自分の身は自分で守れるようにならなければ、官吏として民たみを守る事なんてできない。

「それに、微び力りよくながら主上の改革のお手伝いをしたいと思っています。勾玉もその改革に必要なら喜んで献けん上じようします。もちろん、今回の事は絶対に他言はしませんので、ご安心ください」

　驚いた顔をしていた龍宝帝だが、ふっと微笑んだ顔は満足げなものだった。

「よくぞ言った。私はお前のそんな所が気に入っている。しかし今回はお前の新たな面を発見したぞ。まっすぐなだけかと思ったが、情報を整理して物事の筋道を考えるのは得意なようだ。それを生かして真実を導き出し、私に交こう換かん条件まで出した」

　どうやら褒ほめられたと解かい釈しやくしていいようだ。白桜は、すっと頭を下げた。

「ではその能力を生かして、これからも主上の御おん為ために働きたいと思います。主上、この次にわたしをお試ためしになる時は、どうか正式な官吏になる為の試験にしてくださいませ」

　今現在、白桜の身分は見習い官吏だ。官吏と言っても大した仕事はしていない。

　大内裏に出入りはできるようになったが、このままではいつまで経っても想月を説得したり、彼を庇かばえるほどの力は手に入らない。

（正式な官吏になりたい……！　どうしても！）

　その願いを込めて見つめると、龍宝帝が大きく頷いた。

「いいだろう。お前も他ほかの四神の跡あと取とり達も、ずいぶんと成長した。そろそろその時がやってきたようだ」

　龍宝帝が立ち上がる。そして大きく息を吸い込んだ。

「他の四神の跡取り達にも伝えるがよい。次に私がお前達を大内裏に呼び出す時は、官吏になる為の試験を言い渡す時だ。覚かく悟ごをして登庁するがよいと」

　白桜はその言葉の重みを胸に、もう一度頭を下げた。

「御ぎよ意い！」

　決意の声を上げ、白桜は身も心も引き締しめたのだった。
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　参加者達は嘆なげきつつも、ほぼ全員が寺を後にした。

　しかしある理由があって残った白桜は、目的の人物を見付けて声をかける。

「朱咒、まだ帰らないんですか？」

　赤い瞳ひとみも髪かみも、一度見たら忘れられない美しさだ。切れ長の目や薄うすい唇くちびるは、神様が丹たん誠せいを込めて作り上げたような絶ぜつ妙みような位置に配置されている。改めて見てもやはり目立つ男だと思う。

　背も高いからどんなにたくさんの人の中に紛まぎれていても、すぐに見つかるだろう。

「ああ、結局宝が見つからなかったからね。この私が謎なぞ解ときをしたというのに、駄目だったなんて悔くやしくてたまらないんだ。それにまた君と一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入るという夢を叶かなえられなかった。本当にそれが悔くやまれてならないよ。次こそは絶対に一緒に入るからね！」

　拳こぶしを握りしめて宣言する姿には、苦にが笑わらいするしかない。

「……いいじゃないですか。だってあなたの『本当の目的』は達成できたでしょう？」

　わざとにっこり笑ってやる。すると朱咒がきょとんとした。

「何の話だい？」

「とぼけないでください。ああ、そうそう。助けてくださってありがとうございました」

　ゆっくりと頭を下げると、朱咒が思いっきり首を傾かしげた。

「助ける？　何の事だろう。いつ私が君を助けたんだい？」

「なるほど。やっぱりまだとぼける気ですね。あなたの立場からすればそうでしょう。これから話す事をあなたは絶対に否定するでしょうが、わたしにもいろいろと事情があるので勝手に話させてもらいます。少しの間だけでいいので、黙だまって聞いていてもらえますか？」

　挑ちよう戦せん的な目を向けると、朱咒が微笑ほほえんだ。

「面おも白しろい話だったらいくらでも聞くよ。大好きな君からどんな話が聞けるのか楽しみだ」

　白桜は息を吸い込んだ。もしかしたら彼は龍宝帝以上に手て強ごわいかもしれない。

　それでも導き出した仮定の答えを、どうしても知りたかった。

「昨夜、ある人に助けてもらいました。その人は面を被かぶっていて、頭からつま先まで黒装束をまとっていて、どんな容姿なのかさっぱりわからなかった」

「昨夜？　君は物置に閉じ込められていたんだろう？」

「いいえ。ここではない、違ちがう場所にいました。わたしも……あなたも」

　指さしたが、朱咒の笑みは変わらなかった。

「私はこの寺にいたよ。如月とずっと一緒だったから聞いてみるといい」

「如月様は主上の一番の側近。そしてあなたとは大学寮りようで同室だった。……つまり、如月様もあなたの本当の姿をご存じだ。だったらあなたに都合のいい噓うそをいくらでもつくでしょう」

　如月と朱咒が二人だけで話をしていた姿が頭に浮うかぶ。

　いつもふざけている朱咒の真しん剣けんな顔を見たのは、あの時が初めてかもしれなかった。

　朱咒に一歩近づき、さっと右みぎ腕うでを摑つかんだ。

「袖そでをめくっていいですか？　怪け我がをしてますよね。わたしを助けた時に負った怪我を」

　視線を鋭するどくして、だけど口元からは笑みを消さなかった。

　ひょうひょうとしている朱咒はつかみ所がなく、今までどう接していいかわからなかった。

　だが今日は違う。自分は彼の〝秘密〟を知ったのだ。

「……怪我はしているけど、階段で転んだだけだよ」

「転んでできた傷と切り傷は違いますよね。今この場で見せてもらえますか？」

　鋭く切り込むと、朱咒がやや目を見開いた。

「おやおや、今日の白桜はとても強気だね。いったい、何を企たくらんでいるのかな？」

「企んでいるというほどではありません。ただ、昨日助けてくれた『蛇へび』にお礼が言いたいだけです。ああ、それとお礼も言いたいけど、苦情も言いたいのです。今回の争そう奪だつ戦はわたしや姉にとってはとても迷めい惑わくな出来事でした」

　腰こしに手を当てて、朱咒を見み据すえる。彼は目を伏ふせて笑みを湛たたえているだけだ。

「今回の計画は、どうも主上が一人で考えたのだとは思えなかった。おそらく誰だれかが入れ知ぢ恵えしたのです。世間の貴族達の恋れん愛あい傾けい向こうをよく知っていて、どこに噂うわさを流せば確実に貴族達全員に広がるかを知っている人物が」

　この国で一番女性にもてるという朱咒。彼なら、都での恋愛事情に誰より詳くわしいはずだ。

「里桜姫ひめはあなた達にとっては、とても都合のいい存在だった。今まで事情があって田舎いなかで暮らし、都に知り合いはまったくいない。一番親しいと思われる青丞も、一度しか顔を見た事がない。謎なぞめいた姫君を絵物語の月の姫君にたとえて、男性達の興味を煽あおった」

　やたらに月の姫君を連発する主上に、違い和わ感かんがあった。

「その噂を考え、周りに流したのは、おそらく主上が飼っている『蛇』です。蛇はとても賢かしこい人物だ。そう、この国で一番賢いと言われるあなたのように」

　微笑みかけると、朱咒が肩かたを竦めた。

「私がその蛇だと言いたいのかい？」

「そこまでは口にできません。だってその蛇……化蛇の正体を知ったら、命はないと聞きましたから。なので、これ以上詮せん索さくはしません。ただ……」

　ここからが本題だった。朱咒がやや視線を鋭くする。

「ただ、何かな？」

　すうっと息を吸い込んで、気合いを入れた。

「これ以上詮索しないので、あなたももうわたしと風呂に入りたいとか、そういうのはやめてください！」

　意見を思いっきりぶつけると、朱咒があっけにとられたように目を丸くした。

「風呂って……そんな事が条件なのかい？」

「そうです。あなたの風呂攻こう撃げきは本当に困るんです。だってわたしは、他人には見られたくない『傷』があるので！」

　言い切ると、朱咒がにやにやとした。

「ほう、傷ね」

「……朱咒、人にはそれぞれ他人には知られたくない『秘密』があるものです。あなたにだって秘密があるけど、わたしはこれ以上詮索しないし、絶対に誰にも喋しやべりません。だってあなたは命の恩人ですから。だからあなたにもわたしの秘密の事は放っておいてほしいのです」

　はっきりとは言ってこないが、おそらく朱咒は自分の秘密に感づいている。

　きっと証しよう拠こが欲しくて強ごう引いんに風呂に誘さそうのだ。これ以上拒こばむと周りにいる人達にも不ふ審しんを与あたえるだろう。だったら彼の口を封ふうじるまでだ。

　腕わん力りよくも知ち恵えも彼には敵かなわないが、白桜は彼の大きな秘密を握にぎっていた。

（助けてもらっておいてすごく心苦しいんですけど、今回はあなたの秘密を利用させてもらいます。だって一族全員の命がわたしの肩にかかってるんですから！）

　すみませんと何度も心の中では謝りつつ、強気な視線で彼を見据える。

「その代わりと言っては何ですが、今回のからくりも絶対に他言はしません。だからあなたも、わたしの事はそっとしておいてください」

「うーん。どうしようかな。だって、君の秘密が何かは九割九分予想がついているんだよ。だけど私は何でも裏付けをとるのが好きでね。証拠をはっきりこの目で見るまでは口にしないだけなんだ。もし君の秘密が私の思っている通りなら、これほど嬉うれしい事はないんだけどな」

　余よ裕ゆうの表情と口ぶりに、心臓はばくばくだ。

　それでも顔には出さずにまっすぐに目を向けると、朱咒が小さく首を傾げた。

「それに私の秘密を知っているというけど、証拠はあるのかい？　怪我はしているけど、さっきも言ったように階段で転んだだけ。切り傷なのは、たまたま転んだ先にあった柱がささくれ立っていたから、それが刺ささっただけだよ」

　かなり無理な話ではあるが、それが噓だという証拠もない。

　白桜は意を決して、彼に一歩近づいた。そして鼻をくんくんと鳴らす。

「いい匂においがします。いつもこの香こうをつけていますよね」

「ああ、そうだよ。これは特別に調合してもらった香かおりで……」

「とてもかすかでしたが、同じ匂いが昨夜の蛇からもしました」

　にんまりすると、朱咒がすぐに口を閉じた。

「特別に香を調合してもらうって、貴族の方達の間で流行はやってるみたいですね。以前青丞が姉にこの世に一つしかない香を贈おくっていました。あなたのもそうなんでしょう？　だったら、どうして昨夜の蛇からも同じ香りがしたのかな？」

　緊きん張ちようしすぎて、胸が爆ばく発はつしそうだ。だが顔にはあえて、不敵な笑みを湛えた。

　朱咒が何かを言おうとして口を開きかけたが、やがてそれを噤つぐんで両手を拡ひろげた。

「わかった。蛇の話はよくわからないけど、お風ふ呂ろに誘うのはやめるよ。これでいいかい？」

　あくまでとぼけてはいるが、朱咒が負けを認めた事に間ま違ちがいはない。思わず拳を握った。

「ありがとうございます。……それと変な交こう換かん条件を出してしまってすみません。本当はとても感謝しているんです。助けてくれなかったら、帰ってこられなかったかもしれない」

「……あの男にはもう二度と会わない方がいい」

　声がいつもの朱咒の調子と違っていた。いつの間にか背を向けているので、彼の顔が見えない。あの男が想月を指している事は、すぐにわかった。

「君はあの男とつきあいが長いみたいだから、大切に思っているのかもしれない。だけど、あの男は危険だ。君が思っているよりずっと。……あの男の計画を阻そ止しする為ために、たくさんの人間が動いている。君が巻き込まれたらと思うと心配なんだ」

　振ふり向いた朱咒はいつもの優やさしくて穏おだやかな表情だ。彼の手が頰ほおに伸のびてくる。

「可愛かわいい白桜。私はいつも本気でそう思っているよ。君の頭の回転が速い所も、変な所で強気な所も、一いつ生しよう懸けん命めいな所も大好きだ。できれば……君とずっと一いつ緒しよにいたい」

　声には甘やかな響ひびきが混じっていた。情熱的な赤い瞳ひとみで見つめられ、なぜか顔が熱くなる。

「だから、君には危険な事はしてほしくない。君が嫌いやなら、もう一緒にお風呂に入ろうとは言わないよ。だから、みんなに内ない緒しよで危険な場所に行ったりするのはやめてくれ」

　真しん摯しな言葉が胸を打った。彼が本当に心配しているのが伝わってくるようだ。

「……わかりました。今度からは何かあったら必ず相談します」

　想月の事は、もう自分一人では手に負えない所まできているのはわかっていた。それでも彼を説得する為に動くつもりではあったが、そのせいでみんなに迷惑はかけたくない。

「いい子だ」

　微笑んだ朱咒の美しさにどぎまぎした。

　白桜は首を振ってその気持ちを追い払はらいながら、疑問に思っている事を口にする。

「答えてくれないかもしれませんが……どうして蛇は主上に従うのですか。あなたは──じゃなくて蛇は隠かくれて闇やみの仕事を引き受けたりしなくても、表でいくらでも活かつ躍やくできるのに」

　朱咒は朱雀すざく家の跡あと取とりだ。その上この国で一番賢いと言われ、御ご殿てん医でもある。

　完かん璧ぺきな男だと思われる要素を誰よりも持っていた。

　その彼が正体を隠して、誰にも言えないような仕事をするのはどうにも納なつ得とくがいかない。

　朱咒はうっすらと笑えみを浮うかべていたが、やや視線は落とし気味だった。

「……さあ、私は蛇へびじゃないからわからないけど、それがきっと彼の運命なんだよ。人知れず危険な仕事に命をかけて、人知れず死んでいくのがね」

　自じ嘲ちようするような声こわ色いろには、もの悲しい響きが宿っているように感じた。

「さあ、もうこの話は終わり──」

「運命って何ですか？」

　背を向けようとした朱咒の袖そでを、思わず摑つかんだ。

　見上げると、驚おどろいたように目を見開いている朱咒がいる。

「わたしが知る朱雀家の朱咒は、自信家でそれに見合う才能に満ちあふれた人です。運命に従うなんて殊しゆ勝しような人では決してありません。あなたは運命を蹴け散ちらしてでも我が道を行く人だ」

　なぜか朱咒が遠くに行ってしまうような気がして焦あせっていた。このまま手を放したら、彼の身体からだは近くにあっても、心は遠く離はなれてしまう気がして摑んだ袖を放せなくなっていた。

「どんな運命なのか、わたしは知らない。あなたが何を背負っているのかも、わたしは知らない。だけど、これだけは知っている。運命は変えられる。あなたはそれができる、とても強い人だ。わたしはそう、信じている」

　必死に見上げると、やや首を傾かしげていた朱咒がふっと笑みを浮かべた。

　それは先さき程ほどの自嘲するようなものではなく、いつもの彼の優しくて自信ありげなものだ。

「……白桜には敵わないな」

　甘い微笑ほほえみを向けられて、なぜかどきりとした。

　朱咒はゆっくりと袖を摑んでいた白桜の手を取り、右手で握る。

「君のそんなまっすぐな所が、とても眩まぶしいよ。……そうだな、運命は変えられるかもしれない。難しいとわかっているのに君が言うと本当にそうなる気がするんだ。──蛇の話だけど、彼にも守りたいものがあるのかもしれないね。その為に命を賭かけているのかもしれない」

　朱咒の笑みが、ふいに深くなった。

「これは私の勘かんだけど、蛇の気持ちが一番よくわかるのは君かもしれない。君が跡取りとして都に来た目的も、大切なものを守る為じゃないのかい？」

　はっと息をのんだ。男のふりをしているのは、姉の薬を手に入れる為と、一族全員の命を守る為だ。もしや、朱咒はその理由まで知っているのだろうか。

「白桜、それ以上の詮せん索さくは互たがいになしにしよう。私ももう君をお風呂に誘ったりしないから」

　もっといろいろ彼の事を聞きたかったのに、朱咒が強引に話を終わらせた。

　気にはなったが、誰だれしも秘密はある。

　朱咒が話したくないのなら、これ以上聞き出す事はできないだろう。

「……じゃあ、本当に約束を守ってくださいよ。変なちょっかいは出さないでくださいね」

　わざとふざけた調子で話すと、朱咒が握った手に力を込めた。

「ああ、風呂に入ろう攻こう撃げきはやめて、今度からは一緒に寝ねよう攻撃に集中するよ」

　左の人差し指を立てて提案した朱咒は、至し極ごくご機き嫌げんだ。白桜は思わず目を剝むいた。

「それも迷めい惑わくですーっ」

　ふいに朱咒が身を屈かがめた。何事かと思う間もなく、頰にちゅっと音を立てて口付ける。

「な、何をするんですか！」

「口止め料だよ。ごちそうさま。今度はその可愛らしい唇くちびるを狙ねらうから覚かく悟ごしてね」

　じゃあねと手をひらひらさせて背を向けた朱咒を見て、怒いかりでぶるぶると震ふるえた。

「今度なんてありません！　もう二度とあなたには油断しませんからね！」

　白桜の怒ど声せいと一緒に朱咒の笑い声が、夕暮れ時の空に響いていた。
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　闇やみ夜よは何より安心できる。

　想月は、まだ親に手を引かれて歩くような幼い頃ころから、そう思っていた。

　神に見捨てられた一族として、日の当たる場所を避さけて通る生活をしていた頃、人目につかず動ける闇夜は何より落ち着く場所だった。

　しかし身分を偽いつわり、奉ほう公こう人として入り込んだ屋や敷しきではすべてが違ちがっていた。

　明るい屋敷に、明るい家族、太陽を浴びて輝かがやく元気のいい姫ひめ。

　最初は明るすぎて眩しくて、まっすぐに見られなかったその笑顔を、もっともっと見たいと思うようになったのはいつからだろう。

　想月は空に浮かぶ月を見ながら、懐なつかしい思い出に浸ひたろうとする自分を叱しつ咤たした。

　先日の失態が頭に浮かぶ。すると、自分自身への怒りで握にぎった拳こぶしが震えた。

「想月、あの方から連れん絡らくが入った」

　隠れ家がの暗い庭で佇たたずんでいた想月に声をかけたのは碧嵐だ。青せい龍りゆう家の子息だが、帝みかどである父と兄の青丞を恨うらみ、こちらの味方をしている。碧嵐が眼鏡めがねを押し上げつつ、歩み寄った。

「ようやく準備が整ったそうだ。──いよいよ、『国崩くずしの嵐あらし』が始まるぞ。こちらも準備は万ばん端たんだ。国印も手に入れた事だしな」

　満足そうな碧嵐だが、想月はそれを聞いて、よけいにはらわたが煮にえくりかえった。

　国崩しの嵐が都を襲おそう。

　それは想月が与くみする忌いみ神一族が、長年かけて計画したこの国を変える為の革命だ。

　四神が保護するこの国を、四神に見捨てられた自分達の一族が壊こわして、一から構築し直す。

　それが想月達の目的だ。計画は順調に進み、苦労の末大だい内だい裏りから国印を盗ぬすみ出した。

　それに関かかわって捕とらえられた仲間達も大勢いた。盗んだ国印を壊し、これで盛大な国崩しの嵐を起こせると思っていたら、里桜を見張らせていた仲間から連絡がきた。

〝白桜達が、幽ゆう霊れい寺に集まり何かをしている〟と。

　それが何かまでは摑めなかったが、すぐにぴんときた。

　国印の素材である月の勾まが玉たまは大変珍めずらしく、この世に二つとないと言われていた。

　しかしあの幽霊寺には、その月の勾玉が隠されているという伝説があったのだ。

　だがそれはあくまで言い伝えにすぎず、本当にあるかどうかもわからなかった。

　それなのに都の主だった貴族の若者達があの寺に集まったと聞いて、嫌な予感がした。

　だから自ら寺を見張り、月の勾玉を見付けた白桜を捕らえたのだ。

　一度は奪うばったと思った月の勾玉だったが、欲よく望ぼうに身を任せて油断したせいで、盗まれた。

「……計画を修正します」

　苦々しい口調で呟つぶやくと、碧嵐が目を剝いた。

「何を言っている。今いま更さらそんな事ができるわけないだろう！」

「いいえ。龍宝帝側が月の勾玉を手に入れました。あれで新たな国印を作るつもりでしょう。それでは、当初の計画は実行できなくなります。至急代だい替がえ案を考えます」

「考えるなどと吞のん気きな……！　あの方に何と報告すればよいのだ。お前が国印を手に入れて計画は順調だと報告の文を送ったばかりなのだぞ！」

　怒ど鳴なりたくなる気持ちはわかる。一番腹が立っているのは自分だ。

「わかっています。責任はとります。ですが、まずは計画を流れに乗せる事が先決です。すぐに代替え案を用意しますので、それに沿って行動してください」

　怒鳴ろうとした碧嵐だが、ぐっと口を引き結んだ。そして大きく息を吐はき出す。

「……今お前をどんなに責めた所で状じよう況きようは変わらない。それがわかっていて怒鳴り散らすほど、私は愚おろかではない。しかし、この事はあの方に報告させてもらう」

　反論はしなかった。どんな罰ばつでも受けるつもりだったからだ。

　長い時をかけて計画したのに、最後の詰つめの段階になって失態をおかした。

　それがなぜかは想月にもわかっていた。さっさと背を向けた碧嵐を見送って、唇を嚙かむ。

「里桜姫……」

　太陽の下で笑う少女が愛いとしくてならないと、初めて思ったのはいつだろう。

　使命の為ために、その気持ちを抑おさえつけるようになったのはいつからだっただろう。

　一度は諦あきらめようと思った。彼女に敵だと知らせて、そして袂たもとを分かって。

　きっと嫌きらわれるだろうと思っていた。

　彼女の方からもう顔も見たくないと言われれば、それで諦めがつくはずだった。

　それなのに、彼女は説得しようとした。これ以上罪をおかさないでくれと。

　心配する気持ちは痛いほど伝わってきた。

　そのせいで錯さつ覚かくしたのだ。彼女となら太陽の下を一いつ緒しよに歩けるのではないかと。

　憧あこがれていた明るい場所で、二人で生きていけるのではないかと。

「──いいや、違う。私はどうやっても闇夜の中でしか動けない」

　今までどれだけの罪をおかしてきたかを、彼女は知らない。知ったらきっと、説得なんて無む駄だだと悟さとるだろう。彼女が大切だった。彼女にだけは、ずっと太陽の下を歩いてほしかった。

　だから、本当はいつでも闇夜に引きずり込めたのに、そうはしなかった。

　だが彼女をこの腕うでに抱だいた途と端たん、理性は吹ふき飛んだ。彼女が泣こうが喚わめこうが、絶対にその腕を放したくはなかった。一度箍たがが外れてしまったら、欲望は際限なく放たれる。

　その欲望が向かうのは、太陽の匂においがする少女だ。

「欲しい。あなたが、どうしても……！」

　拳を握り締しめた。もちろん使命を忘れたつもりはない。国崩しの計画は、必ず立て直す。

　だが同時に、光をまとった少女を闇夜に引きずり込む事に、もう躊ちゆう躇ちよするつもりはなかった。

　国崩しの嵐と、大切な少女を手に入れる計画を練り直す為、想月はひっそりと歩み始めた。
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　争そう奪だつ戦も終わり、ようやく白びやつ虎こ家にも平へい穏おんが訪おとずれていた。

「求きゆう婚こん者達もいなくなったし、ようやくゆっくりできるな」

　白桜は日差しが降り注ぐ庭で思いきり背せ伸のびした。つい先日までは、屋敷の周りは求婚者だらけで、あまつさえ屋敷に侵しん入にゆうしようとする者さえ現れて、少しも気が休まらなかった。

　しかし争奪戦を終えて、龍宝帝に月の勾玉を渡わたす代わりに出した交こう換かん条件。

〝里桜姫が落ち着くまでは求婚してはならない〟

　そのお達しのおかげで、噓うそのように周りは静かになっていた。

　しかも昨日鵬玄がやってきて、新たな噂うわさが大内裏で流れているらしいと教えてくれた。

　それは、雅が楽がく寮りようの頭のご息女の美しさは月をも曇くもらせる、というものだ。

　早くも都の貴族達はその噂を信じ、雅楽寮の頭の屋敷に押しかけているらしい。その噂の広がり方が里桜姫の時とまったく同じだと聞いて、噂を流した犯人は朱咒だなと思った。

「罪つみ滅ほろぼしに新たな噂を流してくれたのかな？　おかげで助かったな」

　しかし今回は噂のおかげでひどい目にあったと息をついていると、屋敷の方から声がした。

「里桜。ちょっといい？」

　振ふり返ると、都桜だった。廊ろう下かに佇む彼女に、首を傾かしげながら近寄る。

「どうしたのですか、姉様」

　都桜の様子がどこかおかしかった。いつもは妹の白桜といえども目をあわせれば恥はじらう様子を見せるのに、今はしっかりとした表情で視線をまっすぐこちらに向けていた。

「……実は体調がよくないの」

「えっ？　とても元気そうに見えますけど。わたしが知っている中で、今が一番調子がいいように見えますよ。顔色だっていいし、歩き方とかもしっかりしているし」

「いいえ。とても悪いわ。だから、田舎いなかに戻もどろうと思うの。父上の事も心配だし」

　突とつ然ぜんの事に目を見開いた。思わず庭から続く階段を上がって、都桜の前に立つ。

「そんなに具合が悪いなら、お医者様を呼んで……」

「大だい丈じよう夫ぶよ。田舎の綺き麗れいな空気を吸ったら、またきっと良くなるわ。……それに、私はやっぱりここにいない方がいいと思うの」

　穏おだやかな微笑ほほえみを浮うかべて、都桜が白桜の頰ほおに手を当てた。

「私は青丞様が好き。だけど、この間あの方とお話ししてわかったの。あの方はやっぱり私ではなくて、本物の里桜姫が好きなのよ」

　都桜の目には、悲しいような、それでいて何かを愛おしむような、複雑な色が見て取れた。

「青丞様は私とお話しした時、落らく胆たんしたような様子をされていたの。最初は努力すれば私の事も好きになってもらえると思ってた。でもずっと考えていて、私は思ったの」

　一言一言、ゆっくりと嚙みしめるように、都桜が言葉を紡つむいだ。

「このままだと何とか言いつくろって騙だましたとしても、きっとあの方は本当の事に気付いてしまう。だって、あの方は本当に里桜姫の事を想おもっていらっしゃるから」

　声がわずかに震ふるえた気がしたが、都桜の目には常にない強い意志の光があった。

「あの方が本当に好きなの。だから騙しているのは心苦しいわ。好きな方には幸せになって頂きたいの。……それに里桜も、青丞様の事を少しは特別に想っているのではなくて？」

　突然問われて、驚おどろいて首を振った。

「そんなはずないでしょう。わたしは今は男ですし。それに青丞はいい友人です」

「私の目を見て、もう一度同じ事が言える？」

　いつの間にか俯うつむいていたのに気付いて、思わず目を見開いた。

　慌あわてて顔を上げると、都桜のまっすぐな視線とぶつかる。

　昔からいたずらをした時は、こんな表情の都桜に叱しかられたものだ。

「里桜、自分に噓をついては駄だ目め。正直になりなさい。……私も自分に正直に生きる事にしたわ。私は青丞様が好きだけど、妹のあなたもとても大事なの。二人が幸せになるには、私はここにいない方がいいと思ったの。──これは私の意志よ」

　いつもの都桜からは考えられないほど、力強い言葉だった。

　その言葉が胸を貫つらぬいて、何も言えなくなる。

「し、正直に……？　わたしは……」

　目を泳がせて考え込んでいると、都桜が小さく頷うなずいた。

「慌てなくてもいいわ。じっくり考えてごらんなさい。あなたにとって大事な人は誰だれなのか。自分がこれからどうしたいのか。……それでもし、青丞様を友人以上には思えないとなったら、私はまた来るわ」

　都桜の目に宿った決意に、声すら出なかった。こんなに凜りんとした姉を見たのは初めてだ。

「そしてその時こそは、私は里桜姫ひめとして彼のもとに嫁とつぎます」

　言い切った都桜は、何の迷いもないように見えた。気弱な姉をここまで変えた〝恋こい〟というものには、驚くばかりだ。白桜は心の中で、今言われた事を反はん芻すうした。

（わ、わたしは青丞の事なんて別に……！）

　しかし混乱した頭を整理するには、かなりの時間がかかりそうだった。
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　都桜が田舎に帰ってから数日は、心の中にぽっかりと穴が空いたような感じがしていた。

　白桜は自室で書物に目を通しながら、頭では都桜に言われた事を反芻していた。

「青丞の事をどう思っているのか……か」

　それは自分でもよくわからない疑問だった。青丞は尊敬しているし、あんな男になりたいと思ったりもする。だけど、それが恋れん愛あいとしての好きかと問われると頭を悩なやませてしまうのだ。

「好きかって聞かれても、それは好きだけど、そういう好きではないと思うし……」

　ぐるぐると考えても、結局答えは出なかった。

　そこへ襖ふすまが開いて、橘が顔を見せる。見ると、彼女は戸と惑まどうような表情をしていた。

「あの……青丞様が里桜姫に会いたいといらっしゃってます」

　その名にどきりとした。都桜はもういないから、彼とまた女の姿をして会わなければならない。だが彼に対しての気持ちはまったく整理できていないから、顔は合わせたくなかった。

「里桜姫には誰も求婚できない事になっている。帰るように伝えてくれ」

「そう申し上げたのですが、どうしても里桜姫にお話があると言って、お帰りにならないのです。旦だん那な様もただいまご不在でして……」

　青丞は青せい龍りゆう家の跡あと取とりだ。そうむげな態度をとれないのはわかっている。

　しばらく考え込んで、仕方なく腰こしを上げた。

「求婚は禁止されているから、何か違ちがう用事かもしれないな。また御み簾すを取り払はらうなんて暴挙はさすがにしないだろう。それに……」

　彼に直接会うのは、自分の気持ちに整理を付ける事に必要な気がした。

「──青丞に会うよ。里桜姫の部屋に通しておいてくれ」

　不安そうな橘の顔を見て微笑み、着き替がえる為ために衣装箱のふたを開けた。
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　黒くろ髪かみのかつらと裳も唐から衣ぎぬを身につけたのは、ずいぶん久しぶりだった。

　都桜に言われた事が頭の中でぐるぐると回っている白桜は、そんな状態で青丞の前に出るのをためらっていた。しかし祖父もいない以上、出て行かなければ彼は納なつ得とくしないだろう。

（大丈夫。求きゆう婚こんは帝みかどから禁じられているんだ。そんな事を一言でも言ったら、帝の命に逆らったと言って屋や敷しきから追い出せばいいんだし）

　男として生きていくつもりだし、それを曲げるつもりもない。

　だけど都桜の言う事も引っかかっていた。

（姉様と青丞が結けつ婚こんするかもってなった時、どうしてかはわからないけど、動どう揺ようしてしまった。青丞の事は尊敬しているんだと自分では思うんだけど……）

　だが、青丞が白桜の事を思って大雅に怒いかりを顕あらわにしてくれた時、とても嬉うれしかった。

　尊敬はしているし、憧あこがれてもいるけれど、あの時感じた嬉しさはそれとはまた違う種類の感情だったような気がする。

　揺ゆれる気持ちを確かめる為に、里桜姫の部屋に入り、御簾の前に腰こし掛かけた。

　その御簾の向こうには、相変わらず自信に溢あふれた表情の青丞がいる。

　彼と女の姿で向き合うのは久しぶりだ。そのせいか鼓こ動どうが速くなっているのを感じた。

「こんにちは。里桜姫」

「今日は何のご用でしょうか？　帝から求婚の申し込みは禁止されているはずですが」

　まずは先手必勝だ。今の状じよう況きようをしっかりと思い出してもらわねば。

「ああ、わかっている」

「わかっているならお帰りください。用事があるなら祖父のいらっしゃる時がよろしいかと」

　厳しめの声を上げると、ふいに青丞が満足げに口角を上げた。

「それだ」

「は？　何が〝それ〟なのですか？」

「その会話の仕方、言葉の返し方、それが俺の知る里桜姫だ。あなたはいつも俺に対して、少しばかり冷たい返しをするのに、最近はどうも俺に取り入るような事しか言わなかった。それがおかしいと思っていたが、ようやく本調子になられたのだな」

（し、しまった！）

　都桜は確かにこんな言い方はしない。思わず口を噤つぐむと、青丞の視線が鋭するどくなった。

「声は確かに同じだが、先日のあなたと今のあなたはまるで〝別人〟のようだ」

　まずい！　と心の中で悲鳴を上げる。今までは里桜が以前とは別人だと主張する時は、半信半疑のような口調だったのに、今の言い方は確信を持っているかのようだった。

　だが同時に、やはり嬉しいような気持ちもこみ上げてくる。彼は明確に自分と都桜の区別がついている。顔や姿を見なくても、話すだけで自分を自分だとわかってくれるのは彼だけだ。

　それが里桜という人生の時を止め、男として生きている白桜にとって何より嬉しかった。

　だからといって、秘密を知られるわけにはいかない。

　どう言い訳をするかと考えていると、しばらく沈ちん黙もくしていた青丞がふいに笑い声を上げた。

「……まあ、まさか本当に別人なわけはないだろうがな。──だが、あなたにはおかしな所が多すぎる。何か『秘密』でもあるのかな？」

　切っ先鋭い刃やいばを向けられたように、身体からだが強こわばった。

　だがここで怯ひるんではならないと、同じように前のめりになる。

「そんな事はありません。それよりさきほども言いましたが、求婚はしないようにとお達しがあったはず。それ以外の用があったとしても、家長がいない時に女性の屋敷に訪ねて来るのはとても無礼な事です。お帰りください！」

　ここはとりあえず一いつ旦たん帰ってもらうしかない。都桜は青丞と話してみなさいと言ったが、この調子で喋しやべっていたら、いつぼろが出るかわからない。

「一つ言っておくが、俺は求婚しに来たわけではない」

「えっ……！」

　なぜかどきっとした。求婚しないなら喜ぶべきだが、今の胸のうずきは不安に満ちていた。

（とうとう嫌きらわれたのかな……？　でもそれは最初からそうなるように狙ねらっていたんだから、ここはよしって思わないといけない所だ。だけど……）

「で、では、何をしに来たのですか？」

　嫌われたと感じて一番に感じたのは悲しみだ。どうしてそう感じたのか、自分の気持ちもわからないまま疑問をぶつけると、青丞がほくそ笑えんだ。

「俺は気付いたのだ。愛するあなたを手に入れたいのは山々だが、その前にあなたのすべてを知るのが先だと。だからしばらくはあなたに求婚はしない」

（嫌われたんじゃないみたいだ。よかった。──あれ？　どうしてよかったなんて思ったんだ？　今日は変だ、青丞を見るとなぜかどきどきするし、頰ほおが熱くてそわそわするし……）

　胸の高鳴りをどうにか抑おさえようとしていると、青丞が息をつき、膝ひざでにじり寄る。

　息がかかるほど御簾の近くに来て、目を細めた。

「愛いとしい里桜姫。どうやらあなたには俺の知らない『秘密』があるようだ。──そしてそれはあなたの弟の白桜にも言える事だ。あなた達姉弟きようだいは人には言えない何かを抱かかえている」

　断定するような言い方が引っかかった。もしや彼は秘密を知ったのだろうか。

　それで試ためすような聞き方をしている気がしてならなかった。とぼけつつ探さぐりを入れてみる。

「な、何の事だかわかりません。わたしと白桜が抱えている何かって何ですか？」

　彼がどこまで知っているのか、それとも何も知らないのか、まずは確かめるのが先決だ。

（やっと朱咒の口止めをしたっていうのに、青丞にもばれてしまったらもう終わりだ！）

　焦あせる気持ちを何とか隠かくして、御み簾す越ごしに見える彼の紺こん碧ぺきの瞳ひとみを見つめた。

「……さあ。それはまだわからない」

　その言葉に噓うそはないように見えた。青丞はこちらから視線を外さない。

「だが、何かがあるのは確かだ。俺はそれを必ず探り当てようと思っている。求婚はその後だ。……里桜姫。人には隠しておきたい事の一つや二つはあるだろう。だが俺はあなたのすべてが知りたい。なぜなら、あなたは俺の妻になるからだ」

　何度も何度も求婚されて、そのたびに突つっぱねてきた。

　だけど、なぜか今日はそう言われて、胸の辺りがふわりと温かくなった。

　それが嬉しいと、幸せだという感情なのだと気付くのには、そう時間がかからなかった。

（青丞は本当のわたしを知ってくれて、妻にしたいと言ってくれている。何だろう、胸がうずいて止まらない……）

　そのうずきは何だろうと考えて、なぜか顔が真っ赤になった。

　青丞からは、自信に溢れた声と表情、そして有う無むを言わせない気き迫はくが感じられた。

「秘密を探り当てた上で、どうしても隠したいというなら、俺の全力をもってあなたの秘密もあなた自身も守ってみせる。それが夫となる俺の務めだ」

　力強い言葉には、真しん摯しな思いが詰つまっていた。一いつ瞬しゆん、守ってくれるという言葉に、心が揺らぎそうになる。もしかしたら、彼になら本当の事を話しても大だい丈じよう夫ぶではないかと。

　しかしそんな甘い考えを、頭を振ふって追い払った。

（駄だ目めだ駄目だ！　しゃきっとしろ、わたし！　秘密は誰だれにも知られてはいけないんだ！）

　守ってくれるという言葉は嬉しかったが、まだ彼を心から信用する事はできなかった。

「わたしにも弟にも、秘密なんてありません！」

　強気に言い返す。彼は御簾越しに会う里桜姫ひめに恋こいをしているだけにすぎない。

　実際に顔を見て、すべてを知っても同じ事を言うなんて思えなかった。

　拒きよ絶ぜつの態度を顕わにしたのに、青丞の優やさしい笑みは変わらなかった。

「里桜姫、愛している。あなたを苦しめる秘密を、どうか俺にも共有させてくれ。たとえその秘密が国家を揺るがすような事であったとしても、あなたが罪を問われるような事だったとしても、俺だけは味方だ。あなたが毎日笑って暮らせるように、守ってみせる。それに……」

　青丞が言葉を句切った。その紺碧の瞳には、憂うれいの色が窺うかがえた。

「それに、俺は白桜も心配だ。あなたの弟も何かを抱えている。それを隠そうとするあまり、時折とても辛つらそうな顔をする。……あいつは頼たよりないが、一いつ生しよう懸けん命めいで努力家だ。そんな所を気に入っている。本人には面と向かってなかなか言えないが、助けてやりたい」

　声の響ひびきに偽いつわりはなかった。心底彼は『白桜』の事を気にかけてくれている。

　白桜は、自分を殴なぐった大雅を見て、怒りを顕わにした彼を思い出した。

　いつも辛しん辣らつな言葉ばかりを向ける彼だが、本当はとても面めん倒どう見みが良くて優しいと知っている。そうでなければ、足手まといの白桜を庇かばったり、勉強を教えてくれたりはしない。

　白桜として彼に接している時の事が頭を駆かけ巡めぐった。彼には何度助けられただろう。

「里桜姫、あなたと白桜の秘密が何かは俺は知らない。だが、絶対に二人とも俺が守ってみせる。だから俺のもとに来てくれ。絶対に幸せにする」

　彼の一言一言が、頑かたくなに秘密を守り通そうとしていた白桜の心を溶とかしていく。

　今にも涙なみだが出そうに心が震ふるえた。

（こんなに……こんなに全身全ぜん霊れいで誰かに愛されたのは初めてだ。青丞はわたしの事を本気で思ってくれている。里桜としてのわたしも、白桜としてのわたしも彼の事を……！）

　涙を堪こらえて、ゆっくりと口角を上げた。泣き笑いのような表情になっているのが自分でもわかった。彼の気持ちに応こたえたい、今すぐ本当の事を言って、この御み簾すを取り払はらいたい、そんな気持ちが心の底から溢あふれてくる。だがその気持ちを、唇くちびるを嚙かむ事で抑えつけた。

「わたしは……あなたの事が好きかもしれません」
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　震えるような声だったが、はっきりと気持ちを口にできた。

　青丞が一瞬喜びの表情を浮うかべたが、すぐに眉まゆ根ねを寄せた。

「なぜ、そんなに辛そうに、愛の告白をする？」

　それは、彼を自分の秘密に巻き込みたくないからだった。

（わたしが白桜だと知っても、もしかしたら青丞は受け入れてくれるかもしれない。そして今言ったみたいに、全力で秘密を守る為ために助けてくれるかもしれない。だけどそんな事をして、もしわたしが世間を騙だましている事がばれたら、彼も同罪になって処しよ罰ばつされる……！）

　彼が好きだと自覚した。だからこそ、彼には幸せになってほしい。その為には『里桜姫』に関かかわってはならないし、秘密を共有するなんて危険な真似まねはさせられない。

「あなたとは、結ばれてはならないからです。理由は聞かないでください。ただ、あなたの妻にだけは絶対になれない……」

　言葉には、身を切るような痛みが伴ともなった。だが泣くのだけはどうにか堪えた。

「何か理由があるようだな。それも『秘密』が関係しているのか？」

　責めるような口調ではなかった。

　無言を貫つらぬくと、考え込むように顎あごに手を当てた青丞が、やがて微笑ほほえんだ。

「──やはり、あなたの秘密を知る必要があるようだ。それを探らせてもらう為にも、これからも屋や敷しきへは通わせて頂く。求きゆう婚こんする訳ではないので、帝みかどの命令に逆らう事にもならない。何を心配しているのかはわからないが、俺がすべてを暴あばいて、必ずあなたを幸せにしてみせる」

　彼の勘かんの良さと行動力は誰よりも知っている。今まで他人の秘密には興味がないと言って関わらなかった青丞が、本気を出したらどうなるか。

　だが負けられないと、白桜は拳こぶしを握にぎり締しめた。大好きな彼を危険にさらす事はできない。

「無む駄だです。わたしはあなたには何も話しませんから」

　御簾越しでもわかるように、彼から顔をそらした。

　しかし青丞の自信ありげで、それでいて優しい笑みは、消える事はなかった。
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　ようやく青丞が帰ったのを見届けて、白桜は里桜姫の姿のまま俯うつむいていた。

「青丞が好きだ。でも彼に秘密は話せない。これからはもっと秘密を守る事に全力を傾かたむけなくては……」

「白桜ーっ」

　そこへ襖ふすまを勢いよく開けて駆け込んできたのは、上総だった。

　何度かこういう上総を見ている。息せき切って駆け込んでくる時は、いつでも白桜の危機を告げる時だった。だから聞くのは怖こわいけど、それでも聞かねばならない。

「どうしたのですか？　おじいさま」

「大変じゃ、この白びやつ虎こ家最大の危機じゃ。もう終わりじゃーっ」

　真っ青になって叫さけんだ祖父に目を丸くした。呆ぼう然ぜんとしつつも、肩かたに手を置く。

「おじいさま、危機はこれまで何度もあったでしょう。ですが何とか乗り越こえて来られたのです。大丈夫、何があっても頑がん張ばってみせますから、落ち着いて事情を話してください」

　男ばかりの大学寮りようの生活を乗り越え、同時に二つのお見合いを姉の手を借りてこなし、宝探しも成功させた。それは少なからず、白桜に自信を持たせていた。

「わたしは白虎家の白桜。どんな困難も乗り越えてみせます。だから心配しないで」

「違ちがうのじゃ……」

　元気づけようと明るい声を上げたのに、上総の声は暗いままだった。

「何が違うのですか？」

「……実は今、主上に呼ばれて大だい内だい裏りに行っておったのだが」

　上総が落ち着こうとしたのか、息を大きく吐はき出した。

「そこで主上が〝白虎家の里桜姫は美しく機知に富んだ才能ある姫だと聞く。求婚者達を退けたから、しばらく結けつ婚こんもしないのだろう。ぜひその才能を大内裏で生かしてもらいたい〟と」

　話が見えなくて首を傾かしげると、上総がようやくこちらを向いた。

「主上は、実はお前の母を気に入っておられた。妻にしたいと申し出があったが、事情があって縁えんはもてなかった。そこで娘むすめの里桜姫をぜひ尚侍ないしのかみとして後宮に迎むかえたいと仰おつしやって……」

　尚侍とは、帝の側近くに仕えて、臣下が帝に対して提出する文書を取り次いだり、帝の命令を臣下に伝える役目をする女官だ。しかしこれまで尚侍となった女性は、すべてその後は帝の妻か側室になっている。つまり、尚侍として大内裏に上がる事は、帝へ〝お嫁よめ入いり〟する準備だというのが陽真乙国の常識だった。

　ふいに、白虎家と縁を持つのは自分でもいいと言っていた龍宝帝を思い出し、蒼そう白はくになる。

「き、求婚は誰もできない事になっているはず────」

「いや、これはあくまで求婚ではないのじゃ。貴族の姫として、行ぎよう儀ぎ見習いを兼かねて後宮で働かせて頂くだけなのだから。帝から尚侍の地位を頂く事は、女性としては一番の出世じゃからな。──ただ、結果的に帝が気に入られたら、正室や側室として迎え入れられるだけで」

　それは貴族の女性として生まれたからには、最高の栄えい誉よなのだとわかっていた。

「しかも主上はおかしな事を言われていたのだ。里桜姫は、どうやら相手の人となりを見て、深く知り合ってからでないと結婚は考えられないそうだなと。それでまずは尚侍として大内裏へ迎え入れて、徐じよ々じよにお互たがいを知ればよいと……」

　ふと龍宝帝に、里桜姫は恋れん愛あい体質で相手を好きにならないと結婚しないと言ったことを思い出す。

（あの時いやにあっさり引き下がったと思ったけど、きっとこの命令を下そうと思いついたからに違いないよ！　しまった、もっと違う言い訳をすればよかった……！）

　そう考えても後の祭りだ。白桜はとりあえず深呼吸した。危機の時こそ、落ち着かねば。

「こ、断りましょう。おじいさま」

　わらにもすがる思いで言ってはみたが、首を振ふった上総を見て一気に力が抜ぬけて項うな垂だれる。

「どうしたらいいんだ。姉様にはもう代わりは頼たのめません。わずかな間ならともかく、大内裏で尚侍としての仕事をするなんて、身体からだの弱い姉様には絶対に無理です。でもわたしだってこの紅の瞳ひとみがあるから、女の姿にはなれても他人に顔を見せられない」

　白桜としての危機はどんなに困難でも乗り越えられてきたが、今度はまったく話が違う。

「だが大内裏に行かぬ訳にはいかないぞ。帝から直接のご命令だ。しかもいきなり尚侍という高い位を頂いたのじゃ。本来なら帝に見み初そめられて側室にでもなれば、陽真乙国の姫ひめとしては一番の出世。誰だれもが羨うらやむ道を蹴けるなら、それに見合う理由がないと他ほかの貴族達が怪あやしむ」

　冷や汗あせがだらだらと流れていた。どうしてこう次から次へと色んな事が起こるのだろう。

「絶体絶命だ。女の恰かつ好こうで大内裏に上がるなんて！　しかも今は青丞がわたしの秘密を探さぐる気になっている。もし大内裏で彼と鉢はち合あわせでもしたら、一発で秘密がばれてしまう……！」

　そう考えただけでぶるっと身体が震えた。

　八はつ方ぽう塞ふさがりの中で、白桜として、そして里桜としての、最大の危機が訪おとずれようとしていた。









　あとがき







　こんにちは。伊藤たつきです。

『白桜四神　恋こいの病は四六時中！』はいかがだったでしょうか。

　前巻のあとがきでも触ふれましたが、今回で二十冊目の本になります！

　最初は一冊だけでも世の中にお届けできればという思いで書き始めたのですが、いつのまにかこんなにたくさんの本を出して頂けたのだと思うと、嬉うれしくてたまりません。

　記念にもなるし、何かご褒ほう美びでも買おうかと考えましたが、最近あまり物ぶつ欲よくがないので欲しいものが見つからず。

　思い切って、普ふ段だんは滅めつ多たにお目にかかれないような美味おいしい物でも食べようかとも思いましたが、最近体重が増え気味なのでそれも断念しました。

　最終的に、無理に贅ぜい沢たくをしなくても書き上げた本を皆みなさんに楽しく読んで頂けたら、それが私にとっては一番嬉しい事で、最高のご褒美だと思い直しました。




　デビューして、ちょうど七年。最初はこんなに長く続けさせてもらえるなんて思ってもいなくて、毎日毎日必死で机にしがみついて書いていました。

　試行錯さく誤ごしながらも何とか続けて来られたのは、読んで下さる皆さんのおかげです。

　三十冊、四十冊、いやいや百冊！　という無む謀ぼうな目標を密ひそかに掲かかげて、これからも頑がん張ばります！







　イラストを描かいて下さった硝音あや先生。

　前巻からカラーの絵が増えたので、毎回とても楽しみです。

　可愛かわいくていきいきとした白桜達を描いて下さってありがとうございます！







　この本が、勉強にお仕事に頑張る皆さんの一時の癒いやしになれれば嬉しいです。

　その為ために、今年も一年気合いを入れて楽しいお話をお届けできるといいなと思います。

　それではまた、お会いできる事を願って。





伊藤たつき　　




















カバー・口絵・本文イラスト／硝音あや

カバー・口絵・本文デザイン／アフターグロウ











白はく桜おう四し神じん




恋こいの病やまいは四し六ろく時じ中ちゆう！








伊い藤とうたつき
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